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埼
玉
県
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構
の
平
成
十

八
年
度
事
業
報
告
会
な
ら
び
に
平
成
十
九
年
度

事
業
計
画
説
明
会
が
、
四
月
四
日
�
午
後
、
浦

和
区
の
あ
け
ぼ
の
ビ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
支
援
機
構
の
母
体
で
あ
る
本
会
原
宏

会
長
、
連
合
埼
玉
片
山
修
三
会
長
、
来
賓
と
し

て
埼
玉
労
働
局
古
曳
享
司
局
長
、
埼
玉
県
産
業

労
働
部
中
島
滋
副
部
長
な
ど
を
は
じ
め
、
関
係

者
約
三
十
名
が
参
加
、
テ
レ
ビ
埼
玉
や
新
聞
社

な
ど
の
マ
ス
コ
ミ
も
取
材
に
訪
れ
た
。

会
は
竹
花
康
雄
労
側
代
表
（
連
合
埼
玉
事
務

局
長
）
が
開
会
挨
拶
、
両
団
体
代
表
挨
拶
と
し

て
原
会
長
は
、「
埼
玉
の
機
構
が
実
施
し
て
い

る
事
業
は
、
い
ず
れ
も
特
色
あ
る
も
の
で
、
特

に
四
者
面
談
を
は
じ
め
と
す
る
若
年
者
対
策
事

業
は
内
閣
府
な
ど
国
の
中
央
で
も
話
題
と
な
り

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
き

た
の
も
、
連
合
埼
玉
と
本
会
で
平
成
八
年
に
発

足
し
た
『
新
産
業
・
雇
用
創
出
共
同
研
究
会
』

が
基
盤
と
な
り
、
雇
用
問
題
に
関
す
る
両
者
の

真
摯
な
議
論
と
円
滑
な
協
力
体
制
の
成
果
と
認

識
す
る
」
と
挨
拶
、
片
山
会
長
は
「
若
年
者
の

失
業
率
は
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
高
く
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
と
認
識
し
て
い

る
。
機
構
と
し
て
は
こ
の
四
年
間
、
一
貫
し
て

若
年
者
の
雇
用
問
題
、
就
職
支
援
に
重
点
を
お

き
事
業
展
開
し
て
お
り
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
。
十
九
年
度
も
継
続
し
て
、
若
年
者
の

雇
用
対
策
と
新
た
に
就
職
困
難
者
の
た
め
の
雇

用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
の
普
及
活
動
を
軸
に

取
り
組
む
と
あ
る
。
連
合
埼
玉
も
全
面
的
に
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
」
と
挨
拶
し
た
。

引
き
続
き
、
古
曳
埼
玉
労
働
局
長
と
中
島
県

産
業
労
働
部
副
部
長
か
ら
来
賓
挨
拶
を
頂
戴
し

た
。
古
曳
局
長
は
、「
埼
玉
の
事
業
は
全
国
で

も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
若
年
者
か
ら
団
塊
世
代

ま
で
幅
広
い
対
応
を
し
て
お
り
、
ま
た
、
ポ
イ

ン
ト
も
的
確
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
十
八
年
度
事
業
実
施
報
告
な
ら
び
に

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
説
明
会
を
行
な
っ
た
。

事
業
報
告
お
よ
び
計
画
の
説
明
は
、
本
会
と
連

合
埼
玉
の
主
管
事
業
ご
と
に
三
国
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
（
本
会
常
務
理
事
事
務
局
長
）
と
木
村

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
連
合
埼
玉
副
事
務
局

長
）
が
行
っ
た
。〔
事
業
内
容
詳
細
は
別
記
〕

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
で
は
、
就
職
困
難

者
の
早
期
就
職
支
援
と
し
て
新
た
に
雇
用
支
援

制
度
導
入
奨
励
金
の
普
及
啓
発
と
ト
ラ
イ
ア
ル

雇
用
の
促
進
事
業
に
取
り
組
み
、
県
、
労
働
局

な
ど
関
係
諸
機
関
と
連
携
し
協
議
会
を
設
置
す

る
ほ
か
、
各
企
業
の
実
態
お
よ
び
意
識
調
査
な

ど
も
行
う
。
継
続
事
業
と
し
て
は
「
就
職
は
じ

め
の
一
歩
塾
」
や
「
保
護
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
す
る
。
ま
た
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
雇
用

の
安
定
的
拡
大
事
業
で
は
、「
公
立
高
等
学
校

進
路
指
導
者
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」、「
就
職
希
望
生

徒
に
対
す
る
四
者
面
談
会
」、「
雇
用
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
継
続
実
施
し
、

「
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
も
開
催
す
る
。

報
告
会
後
の
意
見
交
換
で
は
、
国
や
県
か
ら

若
年
者
や
団
塊
世
代
、
高
齢
者
の
雇
用
に
関
し
、

一
連
の
施
策
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
特
に
県
か
ら

は
、
四
月
十
九
日
に
二
〇
〇
七
年
問
題
を
象
徴

す
る
団
塊
施
策
の
た
め
開
設
す
る
「
団
塊
世
代

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
原

会
長
は
、「
こ
れ
か
ら
は
団
塊
世
代
の
技
術
・

技
能
の
有
効
活
用
と
伝
承
問
題
を
研
究
・
啓
発

す
る
こ
と
が
必
要
で
、
ま
た
、
就
職
困
難
者
、

特
に
障
害
者
の
雇
用
に
関
し
て
は
、
労
働
局
や

県
が
リ
ー
ド
し
、
民
間
に
お
手
本
を
示
し
て
ほ

し
い
」
と
意
見
を
述
べ
た
。

最
後
に
、
野
上
武
利
使
側
代
表
（
本
会
専
務

理
事
）
が
、「
十
九
年
度
事
業
に
掲
げ
た
若
者

対
策
や
二
〇
〇
七
年
問
題
に
象
徴
さ
れ
る
団
塊

世
代
対
策
は
、
県
の
発
展
に
と
っ
て
不
可
欠
の

課
題
で
あ
り
、
機
構
内
で
の
議
論
は
勿
論
の
こ

と
、
国
や
県
を
は
じ
め
関
係
諸
機
関
と
連
携
し

積
極
的
に
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と
閉
会
挨
拶

を
行
っ
た
。

◆
事
業
報
告
会
出
席
者

〔
本

会
〕

原
宏
会
長
、
野
上
武
利
専
務
理
事
、
三
国
雅
裕

常
務
理
事
事
務
局
長
、
野
口
寛
治
法
規
部
長
、

宮
田
信
久
調
査
部
長
、
鈴
木
孝
幸
総
務
課
長

〔
連
合
埼
玉
〕

片
山
修
三
会
長
、
竹
花
康
雄
事
務
局
長
、
木
村

俊
之
副
事
務
局
長
、
佐
藤
道
明
副
事
務
局
長
、

小
川
明
副
事
務
局
長
、
河
西
伸
広
副
事
務
局
長

〔
埼
玉
労
働
局
〕

古
曳
享
司
局
長
、
高
橋
恵
子
職
業
対
策
課
課
長
、

篠
原
た
い
子
職
業
対
策
課
係
長

〔
埼
玉
県
産
業
労
働
部
〕

中
島
滋
副
部
長
、
山
岸
隆
勤
労
者
福
祉
課
課
長
、

岩
橋
薫
雇
用
対
策
課
課
長
、
斎
藤
義
昭
勤
労
者

福
祉
課
総
務
・
労
働
団
体
担
当
主
幹
、
檜
山
清

勤
労
者
福
祉
課
労
働
団
体
担
当
主
査

〔
埼
玉
県
教
育
局
県
立
学
校
部
〕

関
根
郁
夫
高
校
教
育
指
導
課
主
席
指
導
主
事
、

持
田
雄
一
高
校
教
育
指
導
課
指
導
主
事

〔
さ
い
た
ま
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
〕

越
河
澄
子
専
務
理
事

〔
り
そ
な
総
合
研
究
所
〕

塩
野
谷
寛
行
埼
玉
本
社
取
締
役
、
栗
岡
健
治
研

究
開
発
部
長

※
１２
頁
に
１８
年
度
事
業
実
績
を
、
１３
頁
に
は
１９

年
度
事
業
計
画
を
掲
載

社団法人 埼玉県経営者協会会報

’０７ 月号

日本経団連 埼玉

労
使
就
職
支
援
機
構
が
事
業
報
告
と
計
画
説
明
会

全全
国国
がが
注注
目目
しし
たた
若若
年年
者者
対対
策策

新
年
度

計

画

就
職
困
難
者
支
援
に
重
点

事
業
実
績
と
計
画
の
説
明

挨
拶
す
る
原
宏
会
長

４・５
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当
会
が
平
成
十
八
年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
「
団
塊
世
代
対

策
」
に
つ
い
て
は
、
会
員
企
業
さ
ん
の
ご
協

力
に
よ
り
昨
年
、「
二
〇
〇
七
年
問
題
に
関

す
る
調
査
報
告
書
」
と
し
て
取
り
ま
と
め
ま

し
た
が
、
こ
の
報
告
書
の
内
容
は
「
団
塊
世

代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
は
じ
め
、
県
施

策
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

中
で
、
企
業
側
の
対
応
と
し
て
は
、
半
数
以

上
の
企
業
か
ら
「
適
切
な
人
材
が
い
れ
ば
中

途
採
用
を
考
え
る
」
旨
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
今
回
の
調
査
で
は
高
年
齢
者

の
中
途
採
用
に
的
を
絞
り
、
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
深
堀
し
、
行
政
や
関
係
諸
機
関
と
更
に
連

携
し
な
が
ら
実
施
す
る
支
援
策
を
検
討
す
る

と
い
う
目
的
か
ら
再
度
調
査
を
実
施
し
、
二

百
八
十
社
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

調
査
結
果
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
通
り
で

す
。

�「
労
働
力
不
足
」に
つ
い
て
は
、
現
在
は
四

一
・
八
％
が
感
じ
て
い
る
が
、
今
後
三
年

間
で
は
四
六
・
四
％
へ
と
拡
大
す
る
こ
と
。

�
人
材
不
足
に
対
し
て
、
高
年
齢
者
の
中
途

採
用
で
対
応
を
考
え
て
い
る
企
業
は
現
在

三
七
・
一
％
、
今
後
三
年
間
で
は
約
半
数

の
四
七
・
七
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
。

�
企
業
が
、
高
年
齢
者
を
中
途
採
用
の
際
に

求
め
る
人
物
像
は
、「
経
験
豊
富
で
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
し
仕
事
熱
心
な
人
材
」
で

あ
る
こ
と
。

当
会
と
し
て
は
、
本
調
査
を
通
じ
て
得
ら

れ
た
基
礎
デ
ー
タ
を
基
に
、
県
・
国
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

「
二
〇
〇
七
問
題
」
に
対
す
る
取
組
を
一
層

本
格
化
し
て
参
り
ま
す
。

調調
査査
結結
果果
のの
概概
要要

一
�
現
在
の
労
働
力
状
況
と
高
年

齢
者
の
中
途
採
用
に
つ
い
て

�
四
割
以
上
の
企
業
が
労
働
力
不
足
と
感
じ

て
い
る
。

・
現
在
の
労
働
力
状
況
は
、「
適
正
」
が
五

二
・
五
％
、「
不
足
気
味
」
が
四
一
・
八
％

と
、
全
体
の
四
割
以
上
の
企
業
が
労
働
力

の
不
足
感
を
持
っ
て
い
る
。

・「
不
足
気
味
」
が
多
い
の
は
、「
運
輸
業
」、

「
金
融
・
保
険
」、「
医
療
・
福
祉
」

な
ど
の
五
分
野
。

・
従
業
員
別
に
見
る
と
「
五
十
人
未
満
」
以

外
は
「
不
足
気
味
」
が
四
五
％
を
上
回
っ

て
い
る
。

�
人
材
が
不
足
し
て
い
る
仕
事
は「
専
門
職
・

技
術
職
」
と
「
営
業
職
」。

・
労
働
力
が
不
足
気
味
と
し
た
企
業
の
約
四

分
の
一
は
、「
専
門
職
・
技
術
職
」（
二
六
・

五
％
）、「
営
業
職
」（
二
四
・
五
％
）
が
不

足
と
し
て
い
る
。

�
三
七
・
一
％
の
企
業
が
高
年
齢
者
の
中
途

採
用
で
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。

・
人
材
が
不
足
し
て
い
る
仕
事
の
う
ち
、
高

年
齢
者
の
中
途
採
用
で
の
対
応
を
考
え
て

い
る
仕
事
が
「
あ
る
」
と
す
る
企
業
は
三

七
・
一
％
で
あ
る
。

�
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で
対
応
す
る
仕
事

は
「
専
門
職
・
技
術
職
」。

・
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で
対
応
し
よ
う
と

考
え
て
い
る
仕
事
は
、
実
際
に
六
十
七
件

あ
っ
た
。

・
そ
の
内
訳
は
「
専
門
職
・
技
術
職
」
が
二

十
一
件
、「
生
産
工
程
・
労
務
」
が
十
二

件
、「
営
業
職
」
が
十
件
と
な
っ
て
い
る
。

二
�
今
後
三
年
間
の
労
働
力
状

況
と
高
年
齢
者
の
中
途
採
用

に
つ
い
て

�
今
後
三
年
間
の
労
働
力
状
況
は
四
六
・
四

％
の
企
業
が
労
働
力
不
足
の
見
込
み
と
回
答
。

・
今
後
三
年
間
の
労
働
力
の
状
況
は
、「
適

正
の
見
込
み
」
が
四
八
・
二
％
、「
不
足

の
見
込
み
」
が
四
六
・
四
％
。

・
現
在
の
労
働
力
状
況
と
比
べ
る
と
、「
適

正
」
が
四
・
三
ポ
イ
ン
ト
減
、「
不
足
」

が
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
増
で
、
今
後
労
働
力

不
足
を
懸
念
す
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
分

か
る
。

�
今
後
三
年
間
で
は
、「
生
産
工
程
・
労
務
」

と
「
管
理
職
」
で
不
足
の
割
合
が
増
え
る
。

・
現
在
と
同
様
、
約
四
分
の
一
の
企
業
が
、

「
専
門
職
・
技
術
職
」、「
営
業
職
」
で
人

材
が
不
足
す
る
見
込
み
と
し
て
い
る
。

・
し
か
し
、
現
在
の
状
況
と
比
べ
る
と
、「
専

門
職
・
技
術
職
」
と
「
営
業
職
」
で
不
足

の
割
合
が
減
り
、
逆
に
「
生
産
工
程
・
労

務
」
と
「
管
理
職
」
で
不
足
の
割
合
が
増

え
て
い
る
。

�
企
業
は
、
今
後
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で

対
応
す
る
仕
事
が
増
え
る
と
考
え
て
い
る
。

・
今
後
三
年
間
で
人
材
が
不
足
す
る
仕
事
の

う
ち
、
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で
の
対
応

を
考
え
て
い
る
仕
事
が
「
あ
る
」
と
す
る

企
業
は
四
七
・
七
％
。

・
現
在
の
状
況
と
比
べ
る
と
、「
あ
る
」
と

回
答
し
た
割
合
が
一
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
。

・
特
に
「
製
造
業
」「
卸
売
・
小
売
」
で
増

大
し
て
い
る
。

�
現
在
と
同
様
、
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で

対
応
す
る
仕
事
は
「
専
門
職
・
技
術
職
」。

・
今
後
三
年
間
で
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
で

対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
仕
事
は
、
八

十
五
件
あ
っ
た
。
現
在
の
状
況
と
比
べ
て

十
八
件
増
で
あ
る
。

・
そ
の
内
訳
は
「
専
門
職
・
技
術
職
」
が
二

十
三
件
、「
生
産
工
程
・
労
務
」
が
十
六

件
、「
営
業
職
」
が
十
五
件
。

・
現
在
と
比
べ
る
と
、
順
位
は
同
じ
で
あ
る

が
、「
専
門
職
・
技
術
職
」
と
「
管
理
職
」

が
減
少
し
、「
生
産
工
程
・
労
務
」
と
「
営

業
職
」
が
増
加
し
た
。

三
�
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
に

つ
い
て

企
業
が
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
者
に
求
め

る
人
物
像
は
、「
経
験
豊
富
で
技
術
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
し
熱
心
に
仕
事
に
取
組
む
人
材
」

・
企
業
が
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
を
実
施
す

る
際
に
重
視
す
る
項
目
は
、「
実
務
経
験
・

実
績
」
が
六
〇
・
七
％
で
最
も
多
く
、
以

下
、「
熱
意
・
意
欲
」、「
技
術
・
資
格
」、

「
体
力
・
持
続
力
」
と
な
っ
て
い
る
。

目

次

頁

�
労
使
就
職
支
援
機
構
事
業
報
告
、
事
業
計

画
説
明
会

１

�
高
年
齢
者
の
中
途
採
用
ニ
ー
ズ
調
査
結
果２

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

３

�
連
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こ
の
人
・
会
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企
業
紹
介
、
�
エ
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ッ
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会
長

福
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秋
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氏
４
〜
５

�
視
点
「
早
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に
手
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な
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」
専
務
理
事

野
上
武
利

６

�
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選
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辞
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平
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九
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７
〜
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�
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Ｃ
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育
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�
労
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職
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援
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計
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第
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き
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集
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新
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研
修

１４
〜
１５

�
連
載
３５
回
地
区
会
員
企
業
の
ホ
ッ
ト
な
話

題

中
・
南
・
西
・
北

１６
〜
１７

�
連
載
４１
回
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い

の
広
場

１８

�
連
載
第
２１
回
「
も
の
つ
く
り
大
学
」
へ
よ

う
こ
そ

１９

�
彩
の
国
か
ら
県
政
情
報
第
３５
回
「
平
成
一

九
年
度
産
業
労
働
部
主
要
施
策
」

２０

�
青
年
部
会
四
月
例
会

２１

�
連
載
第
８４
回
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
改
訂
「
傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
５
）」、
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
労
働
法

弁
護
士

安
西
�
氏
２２
〜
２４

�
埼
玉
県
労
働
委
員
会
の
審
査
状
況
２５
〜
２７

�
１９
年
度
労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

埼
玉
労

働
局

２８
〜
３１

�
日
本
経
団
連
か
ら
の
提
言
・
提
案
な
ど

３２
〜
３３

�
第
２８
次
小
笠
原
洋
上
研
修
案
内
、
第
３５
回

実
業
団
剣
道
大
会
案
内

３４

�
事
業
だ
よ
り
、
�音
立
川
談
春
落
語
、
連
載

１５７
回
企
業
存
続
の
岐
路
は
こ
こ
に

３５

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き
、
埼
玉
音
協

３６

今
後
三
年
間
で
四
七
・
七
％
が
対
応

高
齢
者
の
中
途
採
用
ニ
ー
ズ
調
査

― ２ ―
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去
る
三
月
十
四
日
�
、
企
業
と
地
域
問
題

に
係
わ
る
諸
問
題
を
幅
広
く
検
討
し
、
企
業

の
繁
栄
と
地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
「
地
域
社
会
問

題
委
員
会
」（
委
員
長
�
児
玉
雅
俊
東
日
本

電
信
電
話
�
取
締
役
埼
玉
支
店
長
）
がW

ith
You

さ
い
た
ま
に
て
開
催
さ
れ
、
約
六
十

名
が
参
加
し
た
。

三
十
七
回
目
を
迎
え
た
今
回
の
テ
ー
マ
は

「
地
域
活
性
化
」、
経
済
産
業
省
関
東
経
済

産
業
局
と
埼
玉
県
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
地
域
活
性

化
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
を
加
え
な
が
ら

講
演
を
い
た
だ
い
た
。

会
は
児
玉
委
員
長
が
、「
本
日
は
様
々
な

側
面
か
ら
活
性
化
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
み

た
い
。
皆
さ
ん
も
講
演
の
中
か
ら
一
つ
で
も

ヒ
ン
ト
を
持
ち
帰
っ
て
頂
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
会
に
参
加
し
た
原
宏
本
会
会

長
か
ら
も
あ
い
さ
つ
を
頂
き
、
そ
の
後
、
久

野
美
和
子
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部
担
当
次

長
と
長
島
徹
埼
玉
県
産
業
労
働
部
副
部
長
よ

り
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

経
済
産
業
省
は
昨
年
六
月
、
日
本
の
針
路

を
想
定
し
た
「
新
経
済
成
長
戦
略
」
は
発
表

し
た
。
そ
の
後
、
安
倍
政
権
の
発
足
な
ど
で

環
境
変
化
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
最
新
の
情
報

に
久
野
次
長
独
自
の
視
点
も
含
め
て
講
演
い

た
だ
い
た
。
ま
た
、
埼
玉
県
は
平
成
十
九
年

度
か
ら
始
ま
る
新
五
か
年
計
画
「
ゆ
と
り
と

チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
大
綱
」
を
発
表
し

た
。
今
回
は
産
業
と
労
働
に
係
る
施
策
展
開

の
指
針
「
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ

戦
略
」
を
中
心
に
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

【
講
演
概
要
】

〔
講
演
一
〕

「
地
域
活
性
化
戦
略
」

経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業
局

産
業
部
担

当

次
長

久
野
美
和
子
氏

◆
新
経
済
成
長
戦
略
が
目
指
す
も
の

◆
国
際
産
業
戦
略

・
日
本
と
ア
ジ
ア
の
成
長
の
好
循
環

・
世
界
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

◆
地
域
活
性
化
戦
略

・
地
域
活
性
化
の
た
め
の
政
策

・
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
第
二
期

・
広
域
関
東
圏
全
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高

度
化

・
基
盤
技
術
と
川
下
産
業
の
関
係

・
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高
度
化
に
関
す

る
法
律
の
支
援
体
制

・
研
究
開
発
等
計
画
の
認
定
状
況

・
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け

る
産
業
集
積
の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す

る
法
律
案
（
仮
称
）

・
中
小
企
業
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
事
業

展
開
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
新
連
携
の
活
用
、
新
連
携
支
援
体
制

◆
横
断
的
分
野

・
ヒ
ト
（
人
財
力
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）、

将
来
を
担
う
人
財
へ
の
投
資

◆
広
域
関
東
圏
（
一
都
十
県
）
の
実
績

・
製
造
品
出
荷
額

・
特
定
研
究
開
発
等
計
画
の
認
定
件
数

・
も
の
づ
く
り
日
本
大
賞
件
数

・
中
小
企
業
の
も
の
づ
く
り
基
盤
技
術
の
高

度
化
に
関
す
る
法
律
（
新
法
）
に
よ
る
戦

略
的
支
援

◆
経
済
産
業
省
の
主
な
支
援
施
策
紹
介

�
中
小
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
挑
戦
支
援
事
業

�
地
域
新
規
産
業
創
造
技
術
開
発
費
補
助
事

業
�
地
域
新
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
開
発
事

業
�
中
小
も
の
づ
く
り
高
度
化
法
に
よ
る
支
援

�
新
連
携
支
援
事
業

�
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
支

援
	
人
材
投
資
促
進
税
制



中
小
企
業
等
特
許
先
行
技
術
調
査
支
援
事

業
〔
講
演
二
〕

「
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
」

〜
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
」
の
実
現

に
向
け
て
〜

埼
玉
県
産
業
労
働
部

副
部
長長島

徹
氏

◆
埼
玉
県
五
か
年
計
画
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン

ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
」

・
埼
玉
が
目
指
す
将
来
像

・
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
の
構

成
◆
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略

・
埼
玉
県
産
業
元
気
・
雇
用
ア
ッ
プ
戦
略
の

特
徴
、
構
成

・
産
業
・
労
働
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
の
変

化
・
埼
玉
県
の
産
業
・
労
働
の
現
状
と
課
題

・
埼
玉
県
の
産
業
資
源
、
強
み

・
施
策
展
開

�
産
業
競
争
力
の
強
化

�
中
小
企
業
の
事
業
革
新
の
支
援

�
商
店
街
の
活
性
化

�
魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

�
企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

施
策
�
〜
�
に
関
連
す
る
「
中
小
企
業

融
資
制
度
」
の
概
要

	
産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力
開
発
と
就

業
支
援



ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
け
る

環
境
づ
く
り

・
緊
急
課
題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

講
演
の
あ
と
、
野
上
武
利
本
会
専
務
理
事

が
事
務
局
報
告
な
ら
び
に
参
加
い
た
だ
い
た

企
業
に
対
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
学
生
受
入

の
お
願
い
を
行
い
、
本
会
常
任
理
事
で
南
部

地
区
協
議
会
議
長
の
小
嶋
隆
善
�
小
島
鉄
工

所
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
謝
辞
な
ら
び
に
閉

会
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き
終
了
し
た
。

地地
域域
活活
性性
化化
テテ
ーー
ママ
にに
講講
演演
二二
題題

地
域
社
会
問
題
委
員
会
を
開
催

原
会
長
挨
拶
、
会
場
の
様
子

児
玉
委
員
長
挨
拶

久
野
美
和
子
関
東
経
済
産
業
局
産
業
部

担
当
次
長
講
演

長
島
徹
県
産
業
労
働
部
副
部
長
講
演

― ３ ―
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こ
の
人
は
二
度
目
の
登
場
。
志
と
は
夢
の
こ
と

と
言
わ
れ
る
が
、
福
田
さ
ん
は
平
成
二
年
四
月
号

の
本
欄
で
、
将
来
の
抱
負
を
こ
う
語
っ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
各
国
の
自
動

車
産
業
を
中
心
に
、
足
ま
わ
り
機
能
部
品
の
み
な

ら
ず
、よ
り
付
加
価
値
の
高
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
例

え
ば
新
素
材
の
提
案
・
実
用
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
）

を
供
給
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
た
め
に
は
企
業
力
を
さ
ら
に
飛
躍
さ
せ
る
意

味
も
あ
り
、
将
来
に
は
株
式
上
場
な
ど
の
計
画
も

検
討
し
て
い
る
」。
さ
て
十
七
年
を
経
て
、
今
…
。

同
社
は
五
月
に
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
、
二
十

日
に
浜
松
市
で
盛
大
な
記
念
式
典
を
計
画
し
て
い

る
が
、
社
長
就
任
当
時
の
五
十
九
年
は
ま
だ
三
〇

〇
人
の
中
小
企
業
だ
っ
た
（
入
社
当
時
の
四
十
二

年
は
ま
だ
二
〇
〇
人
の
町
工
場
だ
っ
た
）。
そ
れ

が
今
や
日
本
に
五
拠
点
、
北
米
に
七
拠
点
、
ア
ジ

ア
に
五
拠
点
、
Ｅ
Ｕ
、
南
米
に
Ｔ
／
Ｃ
企
業
を
有

す
る
資
本
金
二
六
億
七
七
四
〇
万
円
、
パ
ー
ト
、

契
約
社
員
等
を
含
む
従
業
員
数
六
〇
〇
〇
人
の
国

際
的
エ
フ
テ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
に
成
長
。
昨
年
九
月

一
日
に
は
東
京
証
券
取
引
所
の
一
部
に
上
場
を
果

た
し
て
い
る
。「
創
業
以
来
六
〇
年
の
歴
史
を
刻

み
、
日
本
経
済
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
東
京
証
券
取

引
所
に
名
実
共
に
一
部
上
場
さ
れ
た
の
は
、
誠
に

名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
社
員
と
共
に
喜
び
を
分
か

ち
合
っ
て
い
る
」。

社
是
の
重
み

同
社
が
初
め
て
海
外
の
カ
ナ
ダ

に
進
出
し
た
の
は
二
〇
年
前
。
国
際
化
な
ど
名
ば

か
り
の
頃
で
あ
っ
た
が
、
時
代
は
進
化
し
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
も
大
き
く
変
わ
り
、
連
結
売
上
高
に
至
っ

て
は
海
外
部
門
が
、
す
で
に
六
〇
％
以
上
と
い
う
。

「
我
々
は
、
こ
の
現
実
を
認
識
し
て
ス

ピ
ー
デ
ィ
に
、
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
を
分

析
す
る
と
、
大
変
化
、
大
転
換
が
起
き
て

い
る
。
即
ち
、
人
材
、
商
品
、
原
材
料
、

設
備
、
生
産
技
術
、
地
域
が
も
の
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
激
変
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
中
期
計
画
は
縦
軸
に
人
間
尊
重

と
挑
戦
す
る
心
、
横
軸
に
先
進
技
術
と
グ

ロ
ー
バ
ル
展
開
を
織
り
込
ん
で
推
進
し
な

け
れ
ば
ー
と
思
っ
て
い
る
」。
し
か
し
な

が
ら
、
福
田
さ
ん
は「
変
わ
ら
な
い
も
の
」、

「
変
え
て
は
い
け
な
い
も
の
」、
そ
れ
が
企
業
理

念
で
あ
り
、『
社
是
』
の
「
我
社
は
、
運
命
共
同

体
で
あ
る
。
誠
を
も
っ
て
価
値
を
生
産
し
、
国
家

社
会
に
貢
献
す
る
と
共
に
豊
か
な
未
来
を
築
き
あ

げ
る
」
で
あ
る
と
い
う
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
福
田
さ
ん
が
�
企
業
の
還

暦
�
を
機
に
、
そ
の
社
是
を
つ
く
り
直
す
決
意
を

し
た
理
由
は
、
現
行
の
も
の
は
日
本
語
的
に
は
非

常
に
い
い
。
し
か
し
、
外
国
人
の
従
業
員
が
七
割

を
超
え
た
現
状
で
は
、
英
訳
、
中
国
訳
が
難
解
な

の
で
、
そ
れ
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
展
開
。
新
社
是
は

「
わ
た
し
た
ち
は
、
世
界
的
視
野
に
立
ち
、
高
い

志
と
誠
を
も
っ
て
価
値
を
創
造
し
、
国
家
社
会
に

貢
献
す
る
と
共
に
豊
か
な
未
来
を
築
く
こ
と
に
全

力
を
尽
く
す
」
に
改
め
る
と
い
う
。

そ
し
て
、「
今
後
の
照
準
は
ビ
ッ
グ
で
は
な
く
、

世
界
に
通
用
す
る
中
堅
企
業
。
つ
ま
り
ビ
ッ
グ
よ

り
も
ベ
タ
ー
で
個
性
的
な
身
の
丈
に
合
っ
た
会
社

を
目
指
す
」
そ
う
だ
。

ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ

「
将
来
を
展
望
す
る

と
、
規
模
的
に
は
こ
と
し
連
結
売
上
高
一
五
〇
〇

億
円
、
経
常
利
益
六
十
億
円
で
あ
り
、
こ
れ
が
一

〇
年
後
は
連
結
売
上
高
で
二
〇
〇
〇
億
円
超
で
、

経
常
利
益
は
一
〇
〇
億
円
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て

い
る
。
従
業
員
は
も
う
ほ
と
ん
ど
増
え
な
い
と
思

う
。た

だ
、
質
は
大
き
く
変
わ
る
。
部
品
は
サ
ス
ペ

ン
シ
ョ
ン
を
ベ
ー
ス
に
、
も
う
少
し
コ
ア
技
術
を

活
用
し
、
更
に
周
辺
部
品
に
も
手
を
拡
げ
、
現
在

の
強
度
部
品
か
ら
駆
動
部
品
の
領
域
へ
進
出
す
る
。

一
方
、
素
材
と
し
て
は
、
鉄
か
ら
ア
ル
ミ
へ
の
軽

量
化
を
は
か
る
ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
充
実
を

推
進
し
て
い
き
た
い
」。
ネ
ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ

の
「
高
い
志
」
と
「
夢
」
を
語
る
熱
き
思
い
に
衰

え
は
な
い
。

エ
ピ
ソ
ー
ド

�
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
高
山
右
近

公
園
と
銅
像
が
あ
り
、
数
年
前
、
思
い
出
し
て
立

ち
寄
っ
て
見
た
。
と
こ
ろ
が
、
約
一
〇
〇
〇
平
方

メ
ー
ト
ル
の
公
園
は
ゴ
ミ
の
山
。
余
り
の
ひ
ど
さ

に
日
本
商
工
会
議
所
に
話
し
て
み
た
が
、
動
く
意

思
は
な
い
の
で
現
地
子
会
社
の
手
で
や
る
こ
と
に

し
た
。
勿
論
「
現
地
の
人
に
強
制
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
公
園
を
掃
除
し
て
草
を
刈
り
、
銅
像

を
磨
く
く
ら
い
は
、
賃
金
を
払
っ
て
も
幾
ら
も
か

か
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
様
子
が
テ
レ
ビ
放
映

さ
れ
る
と
、
途
端
公
園
が
有
名
に
な
り
日
本
商
工

会
議
所
も
黙
殺
で
き
な
く
な
り
協
力
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
れ
も
地
域
貢
献
の
一
つ
と
思
っ
て

い
る
」。

�
�
会
社
の
女
性
化
比
率
を
高
め
よ
う
、
�
会

社
の
ラ
イ
ン
の
女
性
化
な
ど
を
進
め
よ
う
と
思
い
、

女
性
の
採
用
を
増
や
し
て
い
る
。
今
は
約
一
割
だ

が
、
一
〇
年
後
は
五
割
に
し
た
い
。
製
造
業
は
一

番
取
組
み
難
い
が
実
は
今
年
タ
イ
に
い
き
、
大
阪

の
メ
ー
カ
ー
の
現
地
法
人
で
従
業
員
約
八
〇
〇
〇

人
の
九
五
％
が
女
性
と
知
っ
て
驚
い
た
。「
一
言

で
い
え
ば
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
、
出
来
る
よ
う

に
し
て
や
る
こ
と
だ
。
女
性
の
管
理
職
候
補
は
積

極
的
に
中
途
採
用
し
、
外
国
人
も
大
幅
に
増
や
し

た
い
」。

家
族

子
供
は
三
男
二
女
。
草
加
市
在
住
で
今

は
相
談
役
の
岳
父
と
夫
妻
の
三
人
。「
五
月
か
ら

順
子
夫
人
と
年
一
〇
カ
所
位
ず
つ
、
四
国
八
十
八

カ
所
の
札
所
を
巡
り
、
弘
法
大
師
の
世
界
に
触
れ

て
み
た
い
」。
趣
味
は
旅
行
、
ゴ
ル
フ
。
（
葛
）

株
式
会
社

エ
フ
テ
ッ
ク

会

長

福

田

秋

秀
氏

― ４ ―
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会員企業紹介

当
社
は
、
１
９
４
７
年
７
月
に
創

業
し
連
結
売
上
高
は
、
約
１
、５
０

０
億
円
と
な
り
本
年
は
、
記
念
す
べ

き
創
業
６０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
グ
ル

ー
プ
会
社
は
、
子
会
社
１５
社
、
関
連

会
社
６
社
。
従
業
員
は
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
４
、７
６
１
名
で
あ
り
ま
す

（
国
内
要
員
数
１
、１
６
１
名
）。

事
業
内
容
は
、
自
動
車
部
品
の
製

造
及
び
そ
れ
に
伴
う
金
型
・
機
械
器

具
等
の
研
究
・
開
発
・
販
売
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
主
要
製
品
は
、
足
回

り
部
品
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
部
品
等
の

重
要
保
安
部
品
を
取
り
扱
っ
て
お
り

ま
す
。
又
、
当
社
は
、
２
０
０
１
年

に
東
証
２
部
に
、
そ
し
て
昨
年
９
月

に
東
証
１
部
上
場
を
果
し
ま
し
た
。

こ
の
事
は
�
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
��
リ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ン

グ
・
ピ
ー
プ
ル
�
と
言
う
エ
フ
テ
ッ

ク
の
「
企
業
文
化
」「
魂
」
が
根
底

に
あ
る
か
ら
こ
そ
達
成
出
来
た
も
の

と
理
解
し
て
い
ま
す
。

常
に
高
き
に
挑
み
、
そ
れ
を
我
が

物
に
し
て
い
く
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

ン
グ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
は
エ
フ
テ
ッ
ク

の
原
動
力
と
言
え
る
も
の
で
、
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
新
技
術
の
開
発
・

導
入
で
す
。

当
社
は
、
強
力
な
開
発
部
隊
を
持

ち
１
５
０
人
体
制
で
常
に
業
界
の
一

歩
先
を
行
く
開
発
を
推
進
す
る
と
と

も
に
主
要
取
引
先
の
要
請
に
応
え
、

当
社
開
発
要
員
を
ゲ
ス
ト
エ
ン
ジ
ニ

ア
ー
と
し
て
送

り
込
み
、
完
成

車
メ
ー
カ
ー
、

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー

が
一
体
と
な
っ

た
商
品
開
発
を

推
進
し
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
既
に

保
有
の
金
型
冶

具
製
造
子
会
社

に
加
え
、
競
争

力
あ
る
コ
ス
ト
で
効
率
よ
く
生
産
す

る
た
め
に
昨
年
５
月
に
生
産
企
画
部

門
に
�
独
創
的
エ
フ
テ
ッ
ク
生
産
技

術
開
発
と
そ
の
具
現
化
�
生
産
技
術

者
の
育
成
に
よ
る
日
本
マ
ザ
ー
機
能

強
化
�
設
備
投
資
削
減
（
原
価
３０
％

レ
ス
）
を
目
的
に
設
備
セ
ン
タ
ー
を

開
設
し
、
開
発
か
ら
量
産
ま
で
を
一

貫
し
て
行
い
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
迅

速
な
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
国
内
外
の
事
業
所
が
有
す

る
高
・
低
圧
の
４
ラ
イ
ン
が
稼
働
し

て
い
る
ハ
イ
ド
ロ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
成

形
で
は
、
ホ
ン
ダ
ア
コ
ー
ド
の
サ
ブ

フ
レ
ー
ム
を
始
め
と
し
て
全
世
界
で

一
日
８
、０
０
０
本
製
造
す
る
世
界

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
量
産
体
制
を
構
築

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
レ
ジ
ェ
ン
ド
の
サ
ブ
フ
レ

ー
ム
で
採
用
さ
れ
て
い
る
世
界
で
も

類
を
見
な
い
ア
ル
ミ
溶
接
を
自
社
の

技
術
と
し
て
確
立
し
、
多
く
の
技
術

者
か
ら
注
目
を
集
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
は
、
世
界
唯
一
の
技
術
で
あ
る
熱

間
バ
ル
ジ
成
形
は
、
ま
だ
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
技
術
で
は
あ
り
ま
す
が
、

非
鉄
金
属
系
材
料
を
使
っ
た
究
極
の

軽
量
化
技
術
と
し
て
、
適
用
部
品
の

拡
大
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
北
米
、
ア
ジ
ア
、
日
本
と

世
界
３
極
展
開
を
推
進
し
て
お
り
、

昨
年
も
タ
イ
の
ア
ユ
タ
ヤ
市
に
拠
点

を
設
立
。
海
外
に
１１
の
拠
点
を
有
し

て
、
世
界
各
国
へ
製
品
を
供
給
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
新
し
い
こ
と
に
果
敢

に
挑
戦
す
る
、
い
わ
ば
エ
フ
テ
ッ
ク

魂
と
も
言
え
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
・

ス
ピ
リ
ッ
ト
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
な

る
も
の
、
そ
れ
が
リ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ン

グ
・
ピ
ー
プ
ル
で
す
。

人
は
自
分
の
存
在
が
認
め
ら
れ
、

人
間
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
こ
そ
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
気
持
ち
が
湧
い
て
き

ま
す
。
エ
フ
テ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
で

は
、
こ
の
人
間
社
会
の
根
本
を
形
作

る
リ
ス
ペ
ク
テ
ィ
ン
グ
・
ピ
ー
プ
ル

を
企
業
文
化
と
し
て
育
み
、
国
内
外

を
問
わ
ず
、
社
員
一
同
、
運
命
共
同

体
の
意
識
を
持
っ
て
事
業
に
取
組
ん

で
お
り
ま
す
。

本
年
は
、
創
業
６０
周
年
を
期
し
て

将
来V

ision

委
員
会
が
、
将
来
企
業

像
を
「
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
喜
び

を
創
造
す
る
世
界
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

企
業
と
な
る
」
と
宣
言
致
し
ま
し
た
。

式
典
事
業
と
し
て
も
「
Ｎ
Ｋ
計
画

（
主
要
な
国
内
生
産
拠
点
の
１
つ
で

あ
り
ま
す
亀
山
事
業
所
の
能
力
拡
充

計
画
）」、「
エ
フ
テ
ッ
ク
タ
イ
拠
点
の

操
業
」
を
展
開
し
て
行
く
予
定
で
す
。

今
後
も
自
動
車
の
足
回
り
機
能
部

品
メ
ー
カ
ー
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
と
し
て
自
負
と
責
任
を
持
っ

て
歩
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

輝
く
未
来
の
創
造

エフテック

「「
もも
のの
づづ
くく
りり
をを
通通
しし
てて
喜喜
びび
をを
創創
造造
すす
るる

世世
界界
オオ
ンン
リリ
ーー
ワワ
ンン
企企
業業
」」
をを
目目
指指
しし
てて

当
社
グ
ル
ー
プ
の
主
要
製
品

久
喜
事
業
所

高
圧
ハ
イ
ド
ロ

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
加
工
ラ
イ
ン

― ５ ―
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埼
経
協
の
総
会
は
私

に
と
っ
て
格
別
な
も
の
。

職
責
か
ら
こ
の
感
情
は

至
極
あ
た
り
ま
え
の
こ

と
だ
が
年
々
募
る
。
無

縁
の
世
界
か
ら
入
局
し
た
協
会
は
、
私

に
と
っ
て
全
く
異
質
の
世
界
で
、
実
質

ゼ
ロ
か
ら
の
出
発
だ
っ
た
。
し
か
し
、

逡
巡
し
て
い
た
当
時
は
と
も
か
く
、
そ

の
後
の
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ
の
ゼ
ロ
か

ら
の
出
発
が
幸
い
し
た
。

何
故
な
ら
転
身
し
た
平
成
七
年
頃
の

経
協
は
、
昭
和
二
十
一
年
の
創
設
か
ら

約
半
世
紀
近
く
経
過
し
、
そ
の
間
の
社

会
情
勢
の
変
化
も
あ
っ
て
、
残
念
な
が

ら
組
織
自
体
が
制
度
疲
労
を
起
こ
し
将

来
不
安
を
抱
え
て
い
た
。
こ
う
し
た
情

況
の
中
で
の
私
の
使
命
は
当
然
の
こ
と

だ
が
会
の
活
性
化
だ
っ
た
。
そ
こ
で
三

ヵ
月
間
と
い
う
も
の
県
内
の
津
々
浦
々

を
廻
っ
て
会
員
の
生
の
声
を
聴
い
た
。

こ
の
行
脚
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
こ
と
が
見

え
て
き
た
。
特
に
協
会
に
対
す
る
会
員

の
ニ
ー
ズ
は
著
し
く
変
化
し
、
多
様
化

し
て
い
た
。
会
員
の
関
心
は
県
行
政
、

中
で
も
産
業
政
策
面
や
産
業
人
材
の
育

成
に
移
っ
て
お
り
、
活
動
領
域
の
拡
大

を
強
く
求
め
て
い
た
。

そ
こ
で
、
私
は
会
員
が
求
め
る
ニ
ー

ズ
の
具
現
化
の
た
め
、
そ
れ
ま
で
交
流

が
稀
薄
で
馴
染
み
が
少
な
か
っ
た
商
工

部
（
現
産
業
労
働
部
）
や
県
教
育
局
に

足
繁
く
通
い
、
接
点
を
探
ぐ
る
と
と
も

に
連
携
を
模
索
し
た
。
幸
い
な
こ
と
に

接
触
し
た
両
セ
ク
シ
ョ
ン
も
時
代
の
要

請
か
ら
変
革
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
阿

吽
の
呼
吸
で
交
流
が
始
ま
り
ニ
ー
ズ
の

多
く
が
施
策
に
組
み
込
ま
れ
実
現
し
た
。

こ
う
し
た
実
績
を
積
む
か
た
わ
ら
、
行

政
内
部
で
は
容
易
に
進
ま
な
い
行
政
機

関
同
士
（
例
え
ば
産
業
労
働
部
と
教
育

局
）
の
連
携
の
橋
渡
し
役
を
し
た
り
、

行
政
機
関
と
当
協
会
の
共
同
事
業
を
逐

次
実
施
し
て
き
た
。
途
中
、
経
済
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
や
バ
ブ
ル
の
崩
壊
の
影
響

で
構
造
改
革
が
叫
ば
れ
、
規
制
改
革
、

地
方
分
権
と
い
っ
た
官
か
ら
民
へ
、
中

央
か
ら
地
方
へ
の
流
れ
が
追
い
風
と
な

っ
て
当
協
会
の
事
業
は
更
に
拡
大
し
た
。

そ
し
て
い
つ
し
か
本
会
の
活
動
は
中
央

の
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

年
一
月
か
ら
内
閣
府
の
特
命
担
当
大
臣

で
あ
る
高
市
早
苗
氏
の
も
と
に
設
置
さ

れ
た「
キ
ャ
リ
ア
教
育
等
推
進
会
議（
本

年
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
十
二
回
開

催
予
定
）」に
招
請
さ
れ
た
こ
と
も
こ
れ

ま
で
の
一
連
の
活
動
が
評
価
さ
れ
て
の

も
の
と
聞
い
て
い
る
。

結
果
に
は
原
因
あ
り
で
、
こ
の
よ
う

に
世
間
の
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
に
は
二
つ
の
要
因
が
あ
る
。
一
つ

は
協
会
の
方
向
付
け
の
た
め
常
に
会
員

の
ニ
ー
ズ
の
収
集
と
、
そ
の
実
現
に
努

め
、
且
つ
会
員
参
加
型
の
運
営
に
徹
し

た
こ
と
。
そ
し
て
今
一
つ
は
、
私
を
は

じ
め
事
務
局
員
が
一
つ
の
格
言
に
出
会

っ
た
こ
と
に
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。
そ

の
格
言
と
は
原
宏
当
協
会
会
長
が
よ
く

口
に
す
る
「
早
い
に
手
遅
れ
な
し
」。

生
来
怠
惰
な
性
格
の
私
は
、
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
に
し
て
も
相

応
の
時
間
を
必
要
と
し
た
が
、
原
会
長

は
何
事
も
早
く
着
手
す
れ
ば
、
た
と
え

修
正
を
伴
う
事
態
が
途
中
発
生
し
て
も

何
等
か
の
対
策
、
つ
ま
り
手
の
打
ち
よ

う
が
あ
る
が
、
遅
い
着
手
で
は
対
応
の

し
よ
う
も
な
い
と
私
達
に
常
に
迅
速
さ

を
求
め
た
。
原
会
長
に
よ
れ
ば
こ
の
教

訓
の
出
処
は
、
母
上
と
い
う
。
終
戦
直

後
、
地
主
で
あ
っ
た
原
家
は
農
地
解
放

や
父
君
の
公
職
追
放
で
、
一
時
期
残
さ

れ
た
農
地
を
活
用
、
農
業
に
も
携
わ
っ

た
と
の
こ
と
。
そ
の
折
、
母
上
は
雑
草

と
り
に
し
ろ
、
種
播
き
に
し
て
も
早
め
、

早
め
に
や
る
こ
と
を
原
会
長
に
教
え
込

ん
だ
と
い
う
。
雑
草
と
り
は
草
が
伸
び

て
し
ま
っ
て
は
一
時
間
で
済
む
も
の
が
、

何
時
間
も
か
か
り
効
率
が
悪
く
、
ま
た

種
播
き
に
し
て
も
適
切
な
時
期
を
逸
し

て
は
、
時
に
収
穫
前
の
穂
か
ら
発
芽
が

生
ず
る
な
ど
商
品
価
値
が
無
く
な
る
こ

と
を
懇
々
と
諭
し
た
と
い
う
。

会
長
に
仕
え
て
き
た
私
が
言
う
の
は

憚
か
ら
れ
、
恐
れ
多
い
こ
と
だ
が
母
上

の
教
え
は
原
会
長
に
い
か
ん
な
く
受
け

継
が
れ
て
い
る
と
拝
察
す
る
。
会
長
の

日
々
の
行
動
が
そ
れ
を
如
実
に
物
語
る

が
、
昭
和
六
十
年
、
武
州
ガ
ス
が
地
方

の
ガ
ス
会
社
と
し
て
一
早
く
天
然
ガ
ス

に
転
換
し
た
こ
と
や
、
将
来
を
見
越
し

て
坂
戸
に
ガ
ス
会
社
を
設
立
し
た
こ
と

な
ど
が
ま
さ
に
母
上
の
教
訓
を
実
践
し

て
き
た
証
左
と
い
え
る
。
こ
の
十
年
、

私
達
事
務
局
員
は
幸
に
し
て
こ
う
し
た

裏
打
ち
あ
る
実
践
者
と
し
て
の
原
会
長

の
薫
陶
を
受
け
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
教
訓
と
、
会
員
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
声
に
よ
り
協
会
は
こ
の
十
年

間
、
常
に
新
し
い
事
業
に
挑
戦
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
昨
年
度
も
数
多
く
の
新

し
い
事
業
に
取
り
組
ん
だ
。
そ
の
出
来

映
え
が
評
価
さ
れ
る
総
会
の
日
が
今
年

も
や
っ
て
き
た
。

勿
論
、
真
面
目
に
取
り
組
ん
で
き
た

つ
も
り
だ
が
、
時
と
し
て
真
面
目
に
間

違
う
こ
と
も
あ
る
。
果
た
し
て
会
員
各

位
の
評
価
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
、
総
会

を
前
に
し
て
此
の
文
章
を
書
い
て
い
る

私
の
心
境
は
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
だ
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
無
し
に
も
通
ず
る

「
早
い
に
手
遅
れ
な
し
」
の
事
業
が
果

し
て
実
践
で
き
た
の
か
と
自
問
自
答
し

て
み
る
が
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い

る
よ
う
で
は
ま
だ
ま
だ
未
熟
と
の
心
の

中
の
自
身
の
声
に
苛
む
昨
今
で
あ
る
。

早早早
いいい
ににに
手手手
遅遅遅
れれれ
ななな
ししし

専
務
理
事

野
上

武
利

視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視 点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点点
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組
織
拡
大
表
彰
者
ご
芳
名

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

原

宏

武
州
瓦
斯
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長

利
根

忠
博

株
式
会
社
埼
玉
り
そ
な
銀
行

取
締
役
会
長

増
田

博

日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル
工
業
株
式
会
社

専
務
取
締
役

三
輪

克
明

株
式
会
社
武
蔵
野
銀
行

取
締
役
頭
取

牛
窪

啓
詞

株
式
会
社
愛
工
舎
製
作
所

代
表
取
締
役
社
長

山
崎

嘉
正

株
式
会
社
亀
屋

代
表
取
締
役
社
長

中
込

秀
明

富
士
電
子
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

高
柳

貞
夫

株
式
会
社
富
士
薬
品

代
表
取
締
役
会
長

門
井

博

株
式
会
社
山
崎
鉄
工
所

常
務
取
締
役

根
本

清
司

株
式
会
社
リ
ケ
ン

特
別
顧
問

藤
池

誠
治

株
式
会
社
デ
サ
ン

代
表
取
締
役

基基
本本
方方
針針

日
本
経
済
は
、
現
在
戦
後
最
長
の
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」
を
超
え
２
％
程
度
の
成
長

が
続
く
安
定
的
な
景
気
回
復
局
面
に
あ
る
。

し
か
し
、
回
復
の
牽
引
役
が
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
６

割
を
占
め
る
家
計
部
門
で
は
な
く
、
企
業

部
門
と
輸
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
一
つ

回
復
の
実
感
が
沸
き
に
く
く
、
や
や
力
強

さ
を
欠
く
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
、
当
協
会
は
バ
ブ
ル
崩
壊

の
負
の
遺
産
か
ら
脱
却
し
、
薄
日
が
さ
し

て
き
た
県
内
景
気
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
県
や
国
、
更
に
は
連
合
埼
玉
と
連
携

し
て
中
小
企
業
の
活
性
化
や
各
種
の
雇
用

問
題
な
ど
県
経
済
社
会
が
抱
え
る
諸
課
題

に
積
極
的
に
対
応
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
平
成
１９
年
４
月
か
ら
始
ま
る

県
の
新
５
ヵ
年
計
画
「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン

ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
県
が
設
置
し
た
各
種
委
員
会
へ
の
会

員
の
参
加
や
、
会
と
し
て
の
提
言
、
日
々

の
活
動
を
通
じ
て
経
済
界
・
産
業
界
の
要

望
を
伝
え
て
き
た
。
ま
た
、
特
に
平
成
１５

年
連
合
埼
玉
と
設
置
し
た
「
埼
玉
県
地
域

労
使
就
職
支
援
機
構
」
を
通
じ
、
現
在
社

会
問
題
化
し
て
い
る
若
年
者
問
題
や
、
今

年
か
ら
本
格
化
す
る
２
０
０
７
年
問
題
な

ど
極
め
て
広
範
な
事
業
に
会
を
挙
げ
取
り

組
ん
で
き
た
。

こ
の
中
で
、
こ
こ
十
年
間
取
り
組
ん
で

き
た
「
高
校
教
員
の
１
年
間
に
わ
た
る
民

間
企
業
研
修
」
や
、
高
校
生
の
進
路
決
定

時
に
行
う
「
四
者
面
談
」
な
ど
の
若
者
対

策
事
業
は
、
内
閣
府
の
担
当
大
臣
が
設
置

す
る
委
員
会
で
先
進
的
事
例
と
し
て
紹
介

さ
れ
る
な
ど
、
今
や
国
の
知
る
こ
と
と
な

り
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

そ
こ
で
、
本
年
度
は
効
果
的
な
こ
れ
ま

で
の
永
続
事
業
を
継
承
・
発
展
さ
せ
る
と

と
も
に
、
新
た
に
提
起
さ
れ
た
２
０
０
７

年
問
題
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

真
に
活
力
と
魅
力
溢
れ
る
県
づ
く
り
に
邁

進
し
、
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
日
本
経

団
連
）
傘
下
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
の

使
命
を
果
た
し
て
い
き
た
い
。

活活
動動
理理
念念

当
協
会
は
、
活
力
に
溢
れ
、
魅
力
あ
る

県
経
済
社
会
の
実
現
に
向
け
て
自
ら
行
動

す
る
と
と
も
に
県
政
、
諸
機
関
、
諸
団
体
、

諸
大
学
そ
し
て
連
合
埼
玉
な
ど
と
の
連
携

を
図
り
、
県
経
済
社
会
の
健
全
な
発
展
に

寄
与
す
る
。

行行
動動
原原
理理

１
�
会
員
・
経
済
界
の
ニ
ー
ズ
の
集
約
と

そ
の
実
現

会
員
そ
し
て
県
内
経
済
界
か
ら
直
面
す

る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
意
見
・
ニ
ー
ズ
を

収
集
・
集
約
し
、
そ
の
実
現
に
努
め
る
。

２
�
産
学
官
連
携
に
注
力

県
経
済
の
継
続
的
発
展
に
は
、
科
学
技

術
の
裏
打
ち
あ
る
県
産
業
社
会
の
構
築
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
の
実
現
の
た
め
、
産
業

界
と
国
・
県
機
関
や
埼
玉
大
学
・
も
の
つ

く
り
大
学
な
ど
教
育
界
と
の
連
携
強
化
に

取
組
む
。

併
せ
て
、
国
や
県
、
そ
し
て
他
機
関
と

連
携
し
、
県
内
人
財
力
の
向
上
・
育
成
に

努
め
る
。

３
�
日
本
社
会
が
抱
え
る
構
造
的
課
題
へ

理 事 の 辞 任 ・ 選 任 に つ い て

１．辞任（敬称略・順不同） ４月２０日理事会決定

事 由

人 事 異 動

会 社 事 由

人 事 異 動

人 事 異 動

２．選任（敬称略・順不同）

事 由

人 事 異 動

人 事 異 動

人 事 異 動

役 職 名

常務執行役員埼玉製作所長

工場長

取締役人事本部長

工場長

役 職 名

執行役員埼玉製作所長

取締役人事本部長

工場長

会 社 名

本田技研工業� 埼玉製作所

興和創薬� 大宮工場

新日本無線� 川越製作所

明治製菓� 関東工場

会 社 名

本田技研工業� 埼玉製作所

新日本無線� 川越製作所

明治製菓� 関東工場

辞 任

小鷲 照雄

酒井 正明

富樫誠太郎

石塚 理一

選 任

山本 卓志

大副 和夫

岸田 一男

役員名

常任理事

理 事

理 事

理 事

役員名

常任理事

理 事

理 事

平平
成成
１１９９
年年
度度
事事
業業
計計
画画
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の
対
応

２１
世
紀
の
日
本
が
目
指
す
「
経
済
社
会

の
繁
栄
と
精
神
の
豊
か
さ
」
を
実
現
す
る

た
め
、
国
家
的
課
題
で
あ
る
２
０
０
７
問

題
を
は
じ
め
少
子
・
高
齢
化
問
題
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
問
題
、
教
育
問
題
、
並
び

に
防
犯
・
治
安
問
題
な
ど
に
会
を
挙
げ
て

取
組
む
。

４
�
提
言
活
動
の
展
開

活
動
理
念
に
掲
げ
る
県
経
済
社
会
の
実

現
の
た
め
、
各
種
の
提
言
活
動
を
積
極
的

に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
具
現
化
に
努
め

た
い
。

そ
の
た
め
に
も
、
組
織
基
盤
の
拡
充
と

財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
る
。

事事
業業
計計
画画

�
�
主
要
会
議
等

１
�
政
策
・
組
織
関
係

�
定
時
総
会

�
理
事
会

�
正
・
副
会
長
会
議

�
常
任
理
事
会

２
�
事
業
・
委
員
会
関
係

�
新
年
会
員
懇
談
会

�
地
区
協
議
会
（
４
地
区
）

�
地
区
協
議
会
幹
事
会
（
４
地
区
）

�
地
域
社
会
問
題
委
員
会

�
労
務
委
員
会

�
商
工
団
体
連
絡
会

�
そ
の
他

３
�
日
本
経
団
連
関
連

�
理
事
会

�
地
方
団
体
長
会

�
地
方
経
営
者
協
会
専
務
理
事
会

�
教
育
・
環
境
・
社
会
保
障
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
等

�
エ
ー
ジ
フ
リ
ー
関
連
等

�
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

�
労
使
フ
ォ
ー
ラ
ム

４
�
県
関
連

�
県
産
業
労
働
部
首
脳
と
の
懇
談
会

�
人
材
交
流
事
業
・
会
議

５
�
関
東
経
済
産
業
局
関
連

６
�
埼
玉
労
働
局
関
連

７
�
連
合
埼
玉
関
連

�
定
期
首
脳
懇
談
会

�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

�
�
経
営
・
労
務
管
理
・
労
働
対
策
活
動

１
�
研
究
会
、
講
座
講
習

�
経
営
講
座

�
労
務
管
理
講
座

�
労
務
法
規
関
係
講
座

�
第
２５
期
人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶

務
・
現
場
管
理
担
当
者
養
成
講
座

（
全
６
講
）

�
第
４３
期
労
働
法
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
全

７
〜
８
講
）

�
給
与
計
算
・
年
末
調
整
セ
ミ
ナ
ー

�
賃
金
・
税
務
・
財
務
・
経
理
セ
ミ

ナ
ー

２
�
労
組
と
の
情
報
・
意
見
交
換

�
�
教
育
啓
発
活
動

１
�
教
育
訓
練
、
講
座
講
習

�
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー

�
新
入
社
員
研
修

２
�
洋
上
研
修
、
啓
発
集
会

�
第
２８
次
小
笠
原
洋
上
研
修
（
事
前

通
信
教
育
、
集
合
研
修
４
回
、
洋

上
・
島
内
研
修
）

�
第
２１
回
生
き
生
き
職
場
体
験
交
流

の
集
い
（
仮
）

３
�
通
信
教
育
の
普
及
、
教
育
相
談

�
能
力
開
発
通
信
教
育
の
紹
介
普
及

�
教
育
相
談

�
�
一
般
対
策
活
動

１
�
文
化
体
育

�
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

�
第
３５
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

�
�
海
外
視
察

�
社
会
経
済
視
察
団
の
編
成

�
�
県
と
の
共
同
事
業

�
教
員
の
長
期
派
遣
受
託
事
業
１
年

�
�
産
学
連
携
事
業

�
埼
玉
大
学
・
も
の
つ
く
り
大
学
を

中
心
と
し
た
、
産
学
連
携
の
推
進

�
�
調
査
活
動

１
�
賃
金
関
係

�
春
季
賃
金
交
渉

�
新
規
学
卒
者
の
初
任
給

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金

�
賃
金
水
準

�
諸
手
当

�
年
末
賞
与
・
一
時
金

２
�
労
務
関
係

�
労
働
時
間
、
休
日
・
休
暇

�
退
職
金
・
年
金

�
定
年
制
、
勤
務
延
長

３
�
労
使
交
渉
資
料

�
賞
与
・
一
時
金
交
渉
の
た
め
の
参

考
指
標

�
春
季
賃
金
交
渉
の
た
め
の
参
考
指

標

４
�
労
働
情
報

�
春
季
賃
金
交
渉
速
報

�
夏
季
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
年
末
賞
与
・
一
時
金
交
渉
速
報

�
労
働
経
済
一
般
の
情
報

５
�
そ
の
他

�
緊
急
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
特
別
調

査
�
部
会
・
諸
会
合
の
資
料
作
成

�
諸
規
定
の
収
集
と
整
備

６
�
会
員
調
査

	
�
広
報
活
動

１
�
会
報
の
発
行

�
埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス

２
�
会
員
名
簿
の
発
行

３
�
参
考
図
書
、
資
料
の
発
行

�
安
西

�
著
・
当
会
編
「
採
用
か

ら
退
職
ま
で
の
法
律
実
務
」
平
成

１７
年

新
改
訂
版
発
行

�
安
西

�
著
・
本
会
創
立
６０
周
年

記
念
出
版
「
個
人
情
報
保
護
法
と

雇
用
管
理
情
報
の
取
扱
」
平
成
１７

年

発
行

�
労
務
関
係
実
務
資
料
、
情
報

４
�
日
本
経
団
連
発
行
図
書
、
資
料
の

紹
介
、
普
及

�
経
営
・
人
事
・
労
務
関
係
図
書
、

資
料

�
経
営
労
働
政
策
委
員
会
報
告

�
そ
の
他
の
資
料
、
情
報



�
協
力
サ
ー
ビ
ス
活
動

１
�
労
務
相
談

２
�
講
師
の
派
遣
斡
旋
、
弁
護
士
な
ど

資
格
者
の
紹
介
等

３
�
人
材
の
紹
介

４
�
参
考
図
書
、
資
料
の
紹
介
、
斡
旋
、

貸
出
し

５
�
各
種
情
報
の
提
供

６
�
行
政
並
び
に
関
係
団
体
の
事
業
へ

の
協
力

７
�
埼
玉
音
協
に
対
す
る
協
力

８
�
そ
の
他
必
要
な
協
力
サ
ー
ビ
ス

�
�
青
年
経
営
者
部
会
活
動
に

対
す
る
協
力

�
�
組
織
活
動

１
�
未
入
会
企
業
の
入
会
促
進

２
�
地
区
協
議
会
の
活
性
化

３
�
組
織
運
営
並
び
に
事
業
活
動
の
活

性
化
と
会
員
参
加
の
促
進

�

�
連
絡
活
動

１
�
日
本
経
団
連
と
の
連
絡
提
携
の
強

化
、
情
報
交
換

２
�
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
並
び
に
他
県
経
協

と
の
連
絡
提
携
、
情
報
交
換

３
�
公
設
委
員
会
使
用
者
側
委
員
の
推

薦
と
連
絡
、
情
報
交
換

４
�
他
経
済
団
体
並
び
に
労
働
団
体
と

の
連
絡
、
情
報
交
換

５
�
報
道
機
関
と
の
連
絡
、
情
報
交
換

６
�
そ
の
他
必
要
な
連
絡
、
調
整
活
動


�
�
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業

１
�
受
入
企
業
の
開
拓
、
マ
ッ
チ
ン
グ

の
推
進

２
�
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

３
�
成
果
報
告
会
の
開
催


�
�
地
域
労
使
就
職
支
援
機
構

１
�
就
職
困
難
者
の
お
か
れ
て
い
る
、

厳
し
い
就
職
状
況
に
対
応
し
、
雇
用

支
援
制
度
導
入
奨
励
金
の
普
及
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
早
期
就
職

を
支
援
す
る
事
業

◆
雇
用
支
援
制
度
導
入
奨
励
金
の
普

及
啓
発
と
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の

促
進
・
就
職
へ
と
結
び
つ
け
る
事

業・
各
関
係
機
関
と
の
連
携
の
た
め

の
協
議
会
の
設
置

・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
と
配
布

・
各
企
業
に
雇
用
支
援
制
度
導
入

奨
励
金
の
説
明
と
、
ト
ラ
イ
ア

ル
雇
用
に
対
す
る
意
向
調
査
の

実
施

・
団
塊
世
代
の
求
職
者
も
含
め
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し
就

職
面
接
会
の
開
催

◆
就
職
は
じ
め
の
一
歩
塾
の
開
催

◆
若
年
者
就
職
支
援
保
護
者
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催

２
�
長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
労
使
の

立
場
か
ら
雇
用
の
安
定
的
拡
大
と
県

民
の
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き

方
の
環
境
を
整
備
し
て
い
く
事
業

◆
公
立
高
等
学
校
進
路
指
導
者
啓
発

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

◆
就
職
希
望
生
徒
に
対
す
る
４
者
面

談
会
の
開
催

◆
雇
用
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催

◆
こ
こ
ろ
豊
か
な
生
き
方
・
働
き
方

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

◆
テ
レ
ビ
埼
玉
に
よ
る
特
別
報
道
番

組
の
放
送

― ８ ―



平成１９年度 主要会議、講座・講習会実施予定表（○印は実施予定月、○の中の数字は開催日）
３月

下旬

３月
下旬

中旬

�

�

○

中旬

上旬

○

�

上旬

２月
下旬

セミナー
○

２月
下旬

中旬

→

○

�

中旬

上旬

←

上旬

（平成２０年）１月
下旬

�

�

○

（平成２０年）１月
下旬

中旬

�

○

中旬

○

上旬

上旬

１２月
下旬

１２月
下旬

中旬

�

�

○

中旬

上旬

○

上旬

１１月
下旬

�
�
�

○

１１月
下旬

中旬

�
�

→

○

○

中旬

上旬

―

○

�

○

ゴルフ
○

上旬

１０月
下旬

―

成果説明
○

○

１０月
下旬

○

中旬

←

○

	

中旬

上旬


～
�

上旬

９月
下旬

�

９月
下旬

中旬

�

�

○

中旬

上旬

○

上旬

８月
下旬

会）

�

８月
下旬

中旬

事

中旬

上旬

（幹

上旬

７月
下旬



�

７月
下旬

中旬

�

�

�

��

中旬

上旬

〜�

�



剣道
�

上旬

６月
下旬

�

６月
下旬

中旬

�

��
�

中旬

上旬

�

ゴルフ
�

上旬
�～
�

５月
下旬

総会


�
�

５月
下旬

中旬

�

中旬

上旬
�

上旬

（平成１９年）４月
下旬

�
�

（平成１９年）４月
下旬

中旬

�

事業説明
○

中旬

上旬




上旬

事 業 名

定時総会

正・副会長会議

理事会

常任理事会

新年会員懇談会

地区協議会（南部、中部、西部、北部）

労務委員会

地域社会問題委員会

理事会

地方団体長会

地方経営者協会専務理事会
教育・環境・社会保障・
エネルギー等（随時）

産業労働部首脳との懇談

人材交流事業・会議（随時）

教員の長期派遣受託事業（随時）

（随時）

（随時）

（随時）

定期首脳懇談会・個別協議（随時）

ものつくり大学特別公開講座
インターンシップ受入企業の実施報告お
よび維持継続（ものつくり大学との連携）

社会経済視察団

（随時）

労務管理講座
人事・労務・総務・庶務
担当者養成講座（全６講）

賃金・税務・経営・財務セミナー

労働法ゼミナール（全７～８講）

給与計算と年末調整セミナー

職務分析セミナー

小笠原洋上研修

生き生き職場体験交流の集い

新入社員研修

剣道大会・ゴルフ大会

労働法フォーラム

第１０９回人事・労務管理者大会

項 目

会議、委
員会等の
開催

日本経済
団体連合
会関連

県関連

関東経済産業局

埼玉労働局
地域労使就
職支援機構

連合埼玉関連

産学連携事業
インターンシップ
受入企業開拓事業

海外視察等

経営講座

経営労務
管理・労
働対策活
動

教育啓発
活動

文化・体育活動

日本経団連
主催事業

会

務

事

業

―
９
―
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一
�
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
事
業

財
団
法
人
日
本
経
団
連
国
際
協
力
セ

ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
一
九
九
〇

年
、
日
経
連
（
当
時
）
が
ア
ジ
ア
諸
国

か
ら
の
要
請
を
受
け
、
国
際
協
力
活
動

の
強
化
・
充
実
を
目
的
に
設
立
し
た
も

の
で
、
ア
ジ
ア
の
人
的
資
源
開
発
へ
の

支
援
を
主
た
る
事
業
と
し
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
こ
の
事
業
は
ア
セ
ア
ン
諸
国
及

び
中
国
・
韓
国
・
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
研
修

生
を
八
ヶ
月
に
わ
た
り
受
け
入
れ
、
人

事
労
務
管
理
に
関
す
る
研
修
の
機
会
を

提
供
し
て
お
り
、
今
回
十
七
回
目
を
迎

え
た
、
厚
生
労
働
省
が
所
管
す
る
Ｏ
Ｄ

Ａ
事
業
で
す
。

二
�
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
雑
感

本
視
察
は
、
三
月
四
日
か
ら
八
日
間

に
わ
た
る
も
の
で
し
た
が
、
バ
リ
島
か

ら
始
ま
り
、
ス
ラ
バ
ヤ
・
ジ
ョ
グ
ジ
ャ

カ
ル
タ
・
ス
マ
ラ
ン
、
そ
し
て
ジ
ャ
カ

ル
タ
へ
と
、
ジ
ャ
ワ
島
の
ほ
ぼ
東
西
南

北
を
縦
断
す
る
視
察
で
し
た
。

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
人
口
は
二
億
二
千

二
百
万
人
で
、
世
界
で
四
番
目
だ
そ
う

で
す
。
視
察
の
四
日
目
は
、
ジ
ョ
グ
ジ

ャ
カ
ル
タ
か
ら
ス
マ
ラ
ン
へ
の
移
動
は

車
と
な
り
ま
し
た
が
、
道
行
く
先
々
の

町
の
沿
道
で
、
溢
れ
ん
ば
か
り
の
人
だ

か
り
に
驚
い
た
次
第
で
す
。
こ
の
こ
と

に
象
徴
さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
こ
の
巨
大

な
人
口
増
加
と
経
済
成
長
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
如
何
に
執
る
か
が
最
重
要
課
題
で

あ
ろ
う
と
直
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
移
動
は
た
ぶ
ん
二
百
�

程
だ
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
殆
ど
一
車
線

で
、
前
を
行
く
荷
物
を
満
載
し
た
上
に

ト
レ
ー
ラ
ー
を
引
い
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

が
行
く
手
を
遮
る
道
路
事
情
で
す
。
こ

の
連
続
で
ド
ラ
イ
バ
ー
の
イ
ラ
イ
ラ
が

伝
わ
り
ま
す
。
昼
食
は
車
中
で
す
ま
せ

ま
し
た
が
、
到
着
ま
で
に
五
時
間
程
度

か
か
り
ま
し
た
。
事
ほ
ど
左
様
に
ジ
ャ

カ
ル
タ
周
辺
を
除
く
と
、
イ
ン
フ
ラ
面

で
の
整
備
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の
よ

う
で
す
。
ジ
ャ
カ
ル
タ
と
言
え
ば
車
の

渋
滞
は
激
し
く
、
中
心
街
は
三
人
以
上

乗
っ
て
い
な
い
車
は
通
行
で
き
な
い
よ

う
規
制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

沿
道
に
は
長
い
距
離
に
わ
た
り
、
人
が

並
ん
で
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
人
た
ち

は
、
同
乗
者
数
を
満
た
す
た
め
に
チ
ッ

プ
を
貰
い
車
に
乗
っ
て
あ
げ
る
要
員
と

の
こ
と
で
し
た
。

今
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
滞
在
中
不

幸
な
事
故
や
事
態
が
い
く
つ
か
発
生
し

て
お
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
七
日
朝
ジ

ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
ア
デ
ィ
・
ス
チ
プ

ト
空
港
で
、
ガ
ル
ー
ダ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

航
空
機
（
乗
員
乗
客
百
四
十
人
）
が
着

陸
に
失
敗
、
草
地
に
突
っ
込
ん
で
炎
上

し
、
二
十
名
を
超
え
る
死
者
が
出
る
と

い
う
痛
ま
し
い
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

事
故
原
因
は
、そ
の
後
一
部
に「
人
災
」

と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
究

明
調
査
中
の
よ
う
で
す
。
私
た
ち
は
前

日
の
夜
十
時
近
く
に
こ
の
空
港
に
到
着

し
ま
し
た
の
で
、
大
き
な
臨
場
感
を
覚

え
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
の
航
空
会
社
を

帰
国
ま
で
二
度
利
用
し
ま
し
た
が
、
安

全
に
着
陸
す
る
た
び
に
隣
席
の
方
と
顔

を
見
合
わ
せ
た
も
の
で
し
た
。
帰
国
後
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
か
ら
の
メ
ー
ル
に
は
、
無
事
に
日

本
に
帰
国
し
た
こ
と
へ
の
安
堵
の
言
葉

が
添
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、六
日
に
発
生
し
た「
西

ス
マ
ト
ラ
地
震
」
で
す
。
現
地
の
報
道

で
は
、
死
者
は
七
十
名
を
超
え
、
各
国

が
支
援
を
発
表
し
て
い
る
と
伝
え
て
い

ま
し
た
。
ジ
ョ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
滞
在

中
で
し
た
が
、
幸
い
揺
れ
な
ど
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
震
と
言
え
ば
、
二

〇
〇
四
年
十
二
月
二
十
六
日
の
「
ス
マ

ト
ラ
沖
地
震
」
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

こ
の
時
の
死
者
数
は
二
十
二
万
人
以
上

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
言
う
記
憶

が
鮮
明
に
残
る
大
災
害
で
し
た
か
ら
で

し
ょ
う
、
心
配
す
る
協
会
事
務
局
か
ら

の
電
話
で
詳
細
を
知
っ
た
次
第
で
す
。

そ
の
他
、
八
日
に
は
バ
リ
島
で
竜
巻

が
発
生
し
三
名
が
死
亡
し
た
と
言
い
ま

す
。
九
日
に
は
ユ
ド
ヨ
ノ
大
統
領
が
国

民
に
平
静
を
保
つ
よ
う
呼
び
か
け
て
い

ま
し
た
。

三
�
研
修
修
了
者
の
そ
の

後
の
活
躍

研
修
修
了
者
の
そ
の
後
の
活
躍
ぶ
り

を
調
査
す
る
た
め
、
五
社
の
企
業
視
察

を
行
な
い
ま
し
た
。
五
社
（
五
名
）
の

う
ち
三
名
は
、
埼
玉
県
内
の
企
業
に
派

遣
さ
れ
た
方
だ
と
分
か
り
嬉
し
く
感
じ

た
次
第
で
す
。

最
初
の
訪
問
先
は
国
営
造
船
会
社
の

「PA
L
IN
D
O
N
ESIA

」。
こ
こ
で
真

っ
先
に
目
に
入
っ
た
の
が
、“NO

CH
-

A
N
G
E
N
O
CH
A
N
CE”

の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
し
た
。
こ
の
日
は
海
軍
の
ト
ッ
プ

が
昼
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
言
う
こ
と

で
、
人
事
部
長
が
冒
頭
お
詫
び
を
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
を
代
表
す
る
企
業
で
す
。
研

修
生
を
送
り
出
す
に
際
し
、
本
人
の
希

望
を
聞
き
入
れ
事
前
に
三
ヶ
月
間
、
日

本
語
の
勉
強
を
さ
せ
て
く
れ
た
よ
う
で

す
。

ＮＮ
ＩＩ
ＣＣ
ＣＣ
アア
ジジ
アア
諸諸
国国
人人
事事
労労
務務
管管
理理
者者
育育
成成
事事
業業

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
参
加
し
て

本
会
常
務
理
事
事
務
局
長

三

国

雅

裕

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
営
者
連
盟
に
て
。
後

列
右
か
ら
二
人
目
が
ソ
フ
ィ
ア
ン
・
ワ

ナ
ン
デ
ィ
会
長

棚
田
が
残
る
田
園
風
景
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研
修
生
の
ハ
ル
タ
・
イ
ラ
マ
ワ
テ
ィ

さ
ん
が
日
本
で
研
修
し
た
企
業
の
一
社

は
、
さ
い
た
ま
市
の
「
ホ
ッ
カ
イ
エ
ム

ア
イ
シ
ー
」
さ
ん
で
あ
り
、
阿
部
社
長

を
始
め
家
族
や
従
業
員
の
方
々
が
温
か

く
研
修
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
た

こ
と
を
と
て
も
感
謝
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
辺
は
大
企
業
で
の
研
修
で
は

味
わ
え
な
い
感
動
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
送
り
出
し
た
上

司
も
彼
女
の
活
躍
を
高
く
評
価
し
て
お

り
ま
し
た
。

二
社
目
は
従
業
員
千
二
百
人
の
製
薬

会
社
「
ベ
ノ
フ
ァ
ー
ム
」。
研
修
生
の

ヒ
ル
ダ
・
ロ
レ
ン
ト
さ
ん
と
言
い
ま
す

が
、
日
本
の
人
事
労
務
管
理
を
学
び
、

当
社
の
人
事
考
課
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
た
こ
と
、
同
時
に
「
従
業
員
の
し
つ

け
」「
時
間
の
厳
守
」「
五
Ｓ
」
な
ど
を

実
践
し
て
い
る
と
の
報
告
を
受
け
ま
し

た
。
同
席
し
た
上
司
か
ら
も
、
こ
れ
ら

は
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
指
導
の
結
果
で
あ
る
と
、

重
ね
て
お
礼
を
述
べ
ら
れ
つ
つ
、
継
続

的
な
支
援
を
要
請
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

三
社
目
は
、
大
和
紡
績
の
関
連
会
社

で
あ
る
「
プ
リ
マ
テ
ッ
ク
ス
」。
地
元

の
サ
ラ
サ
関
係
グ
ル
ー
プ
と
の
合
弁
企

業
で
あ
り
、
副
社
長
さ
ん
以
下
大
勢
の

方
々
に
お
迎
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
取

締
役
五
名
の
内
三
名
が
日
本
か
ら
の
方

で
し
た
の
で
、
現
地
の
情
勢
な
ど
生
の

声
を
お
伺
い
で
き
ま
し
た
。
研
修
生
の

リ
ズ
キ
・
ヌ
ア
ン
サ
・
ハ
デ
ィ
ヤ
ン
さ

ん
の
研
修
先
は
、
親
会
社
で
あ
る
大
和

紡
績
と
、も
う
一
社
は
春
日
部
市
の「
三

州
製
菓
」
さ
ん
で
し
た
。
二
社
か
ら
は
、

「
人
を
活
か
し
育
て
る
経
営
」
を
学
ん

だ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

四
社
目
は
、
グ
ル
ー
プ
全
体
で
一
万

人
の
従
業
員
を
擁
す
る
「
ガ
ル
ー
ダ
フ

ー
ド
」。
研
修
生
は
バ
ヤ
・
ア
リ
バ
ワ

ナ
さ
ん
で
す
が
、
こ
の
方
は
帰
国
後
、

人
事
制
度
の
構
築
や
Ｑ
Ｃ
活
動
な
ど
を

工
場
長
へ
進
言
、
社
長
の
全
面
的
信
頼

を
得
た
上
で
、
Ｑ
Ｃ
活
動
の
全
社
的
な

取
り
組
み
を
開
始
し
、
経
営
層
と
一
体

と
な
っ
て
従
業
員
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
提
供
す
る
な
ど
、
仕
組
み
を
凝
ら

し
数
々
の
実
績
へ
と
結
び
付
け
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
彼
の
チ
ー
ム
自
体
、
全

社
で
行
な
わ
れ
た
Ｑ
Ｃ
活
動
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
と
話
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
修
の
代
表
的
な
成
功
事
例

と
判
断
で
き
る
内
容
で
す
。

彼
は
私
た
ち
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
の
冒
頭
、
研
修
先
で
あ
る
「
三
州

製
菓
」
の
斉
之
平
社
長
さ
ん
が
自
ら
車

を
洗
車
し
て
い
る
こ
と
を
、
ト
ッ
プ
が

率
先
垂
範
し
て
い
る
象
徴
的
な
姿
と
見
、

ト
ッ
プ
か
ら
現
場
ま
で
一
体
と
な
っ
て

業
務
を
運
営
し
て
い
る
原
動
力
と
捉
え

て
い
ま
し
た
。「
ト
ッ
プ
の
率
先
垂
範

と
人
を
信
頼
し
任
せ
る
経
営
」
に
感
銘

を
受
け
た
と
力
説
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
こ
と
は
我
事
の
よ
う
に
嬉
し
く
思

っ
た
次
第
で
す
。

最
後
の
企
業
は
、
言
わ
ず
と
知
れ
た

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
」。

同
社
で
は
総
務
部
長
に
昇
進
さ
れ
た
ア

デ
テ
ィ
ア
さ
ん
と
労
組
担
当
の
ア
ジ
ェ

さ
ん
二
名
が
研
修
の
成
果
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
同
席
さ
れ
た
ジ
ャ
ハ
ナ
取

締
役
か
ら
は
、
今
後
と
も
交
流
を
深
め

る
こ
と
を
希
望
す
る
と
の
コ
メ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
公
式
訪
問
最
終
日
の
九
日
に

は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
営
者
連
盟
で「
成

果
発
表
会
」が
開
催
さ
れ
、六
名
の
方
々

か
ら
活
躍
し
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
の

発
表
を
受
け
ま
し
た
。
一
部
実
力
が
買

わ
れ
、
会
社
を
移
ら
れ
た
方
も
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
の
活
躍
ぶ
り
が
良
く
伝
わ

っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
研
修
修
了
者
の
活
躍
ぶ

り
は
、
本
研
修
の
地
道
な
成
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

四
�
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
営

者
連
盟

九
日
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
経
営
者

連
盟
の
ソ
フ
ィ
ア
ン
・
ワ
ナ
ン
デ
ィ
会

長
と
の
面
談
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
会
長
は
経
済
界
を
代
表
す
る
論
客

と
し
て
大
統
領
の
信
任
も
厚
く
、
日
本

と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
締
結
に
係
わ
る
交
渉
チ
ー

ム
の
一
員
で
あ
る
な
ど
実
力
者
だ
と
い

う
話
を
複
数
の
方
か
ら
伺
い
ま
し
た
が
、

国
を
あ
げ
て
労
働
法
改
正
論
議
が
高
ま

っ
て
い
る
中
、
氏
が
強
調
し
て
い
た
こ

と
は
、「
生
産
性
向
上
の
範
囲
内
で
最

低
賃
金
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
わ
が
国

で
も
今
の
国
会
で
「
労
働
」
に
関
す
る

多
数
の
法
案
が
提
出
さ
れ
議
論
が
進
ん

で
お
り
ま
す
が
、
氏
の
言
葉
に
普
遍
性

を
感
じ
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
継
続
的

に
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
か
ら
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
の
考
え
方
の
教
示
や
指
導
へ
の
期
待

が
表
明
さ
れ
た
こ
と
も
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

五
�
結
び
に
か
え
て

既
に
触
れ
ま
し
た
が
、
訪
問
し
た
企

業
五
社
（
五
名
）
の
う
ち
三
名
は
、
期

せ
ず
し
て
私
が
良
く
存
じ
上
げ
て
い
る

会
員
企
業
に
派
遣
さ
れ
た
方
で
し
た
。

研
修
修
了
者
は
訪
問
先
企
業
の
社
長
自

ら
が
心
温
ま
る
研
修
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
深
謝
や
、
そ
し

て
、
現
場
で
得
た
知
識
と
実
際
を
帰
国

後
自
社
用
に
ア
レ
ン
ジ
し
、
人
材
育
成

制
度
や
人
事
考
課
制
度
の
構
築
、
更
に

Ｑ
Ｃ
活
動
の
実
践
な
ど
、
成
果
に
結
び

付
け
て
い
る
多
く
の
事
例
を
自
信
を
も

っ
て
語
り
か
け
て
き
ま
し
た
。
他
の
研

修
修
了
者
か
ら
も
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
「
成

果
発
表
会
」
で
、
生
き
生
き
と
し
た
報

告
を
伺
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
こ
そ
が
ま

さ
に
、
こ
の
事
業
の
意
義
で
あ
り
、
そ

し
て
研
修
を
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
企

業
の
草
の
根
外
交
の
成
果
で
あ
る
と
確

信
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
で
は
、
こ
の
研
修
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
、
今
ま
で
に
五
十
名
を

受
け
入
れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
人
達
に
よ
っ
て
既
に
Ｏ
Ｂ
会

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
築
か
れ
、
今
回
の

訪
問
最
終
日
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
の
成
果
発

表
会
で
、
更
に
強
固
に
組
織
化
さ
れ
た

こ
と
は
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
輪
が
各
国
に
拡
が
れ
ば
す
ば

ら
し
い
こ
と
で
す
。

最
初
に
訪
問
し
た
、
国
営
造
船
会
社

で
あ
る
「PA

L
IN
D
O
N
ESIA

」
で
真

っ
先
に
目
に
入
っ
た“N

O
CH
A
N
G
E

N
O
CH
A
N
CE”

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
そ

し
て
最
後
の
訪
問
先
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
経
営
者
連
盟
の
ソ
フ
ィ
ア
ン
・
ワ

ナ
ン
デ
ィ
会
長
と
の
面
談
で
、
会
長
が

民
主
化
が
進
む
中
で
の
労
働
法
改
正
論

議
な
ど
に
関
し
、
生
産
性
向
上
の
範
囲

内
で
最
低
賃
金
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。“NO

CH
A
N
G
E
N
O
CH
A
N
CE”

、�
生
産

性
と
最
低
賃
金
�
こ
の
二
つ
の
キ
ー
ワ

ー
ド
に
真
理
を
感
じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
今
回
こ
の
よ
う
な
素
晴
し

い
機
会
を
下
さ
い
ま
し
た
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の

皆
様
、
そ
し
て
訪
問
す
る
先
々
で
温
か

く
迎
え
て
下
さ
り
、
数
々
の
ご
教
授
や

お
心
遣
を
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
様

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。
日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
間
で
は
、

Ｅ
Ｐ
Ａ
署
名
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

お
り
ま
す
。
両
国
が
更
に
友
好
な
関
係

を
築
き
、
相
互
に
利
益
を
も
た
ら
し
ま

す
よ
う
期
待
し
ま
し
て
ご
報
告
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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委 託 事 業 の 内 容

○高校生の就職支援施策として、県内公立高校の就職希望の生徒・保護者・進路

指導教諭・企業経営者による４者面談会を実施する。

◆「就職希望生徒の４者面談会」 ●１／１３・２７開催（４４組）

○高校生の職業・就職意識の醸成と実効ある進路指導の普及を図るため、県内公

立高校の進路指導教諭及び関係者による「進路指導セミナー」を開催する。

◆「公立高等学校進路指導者啓発セミナー」 ●８／２９開催（１８０名）

○フリーター・ニート等、３５才未満の若年未就職者で就職希望者、在校中で就職

希望者や就業への不安を感じている学生等を対象に、自己キャリア形成、また、

企業が重視しているコミュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等

のスキル習得から悩み解消のためのフォローアップまでを含めた塾を開催する。

◆「就職はじめの一歩塾」 ●計１０回開催（１５４名）

●フォローアップ２回開催（１８名）

○フリーターやニートの保護者の役割は極めて大きく、最も身近な支援者であり、

相談者でなければならない。悩みを抱えた求職者に保護者としてまた、労使の

立場でフリーターやニートの増加に歯止めをかけるために、“どう向き合い、

どう対応していくのか”をテーマにセミナーを開催する。

●７／９開催（１，１５０名）

◆「１３歳のハローワーク」が伝える仕事・人生とは

○定年離職予定者に対し、ニーズ調査を実施し、再就職・起業・NPO登録の希

望等を把握、求職者情報、起業希望者情報、NPO登録希望者情報を作成する。

◆ニーズ調査報告書の発行（２００７年問題に関する調査報告書）

○定年離職予定者と労使を対象に、社会参画意識の高揚を図るためにフォーラム

を開催するとともに、フォーラムを中心に県内企業労使及び県民へ普及活動と

して広報活動を実施する。 ●１２／１３開催（２８０名）

◆「こころ豊かな生き方・働き方」がんばれ！団塊 フォーラム

○県内企業労使及び県民へ普及活動として広報活動を実施する。

◆「テレビ埼玉による特別報道番組の放送」 ●９０分番組１月放映

○平成１６年度に実施した「市町村就労実態アンケート調査」では、最も身近な行

政機関の雇用支援の必要性が明らかになっていることから、常設的な雇用支援

機関や支援機能の整備・拡充に向け、担当職員が今日の雇用構造の現状や今後

の課題を認識すると同時に、当該地域住民のニーズに即した有効的な雇用施策

を企画立案し、その施策を実践するコーディネート力を持つために、労働施策

担当職員を対象に、その専門性を身に着ける講座の実施。

◆「雇用支援コーディネーター養成講座」 ●３／１５開催（１５名）

平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日

委託事業の事項

１．学校教育と連携した

高校生の就職促進事

業

２．フリーター・ニート

など３５才未満の未就

職若年者に対する早

期就職支援事業

３．２００７年問題に対応し、

定年離職予定者を対

象とし、離職前から

再就職及び起業、

NPO登録などを支

援するために、ニー

ズ調査を実施する。

４．厳しい雇用情勢に対

応し、各行政の労働

施策担当職員を対象

に雇用施策の専門性

を高め、労使の立場

で地域でのきめ細や

かな就職を支援する

事業。

事 業 期 間

平成１８年度 地域労使就職支援事業 実績
埼玉県地域労使就職支援機構
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平成１９年度 地域労使就職支援事業実施計画
埼玉県地域労使就職支援機構

委 託 事 業 の 内 容

１．雇用支援制度導入奨励金の普及啓発と、トライアル雇用の促進・就職へと結
びつける事業としてリーフレットを作成し、県内の事業主への周知や、各種セ
ミナー・フォーラム等を開催し普及啓発活動を実施する。
１）県・労働局・ハローワーク・母子家庭等就業自立支援センターなどと連携
を図り、雇用支援制度導入奨励金の普及啓発活動を行うと同時に、トライア
ル雇用や就職へと結び付けていく。
�各関係機関との連携のための協議会の設置
�リーフレットの作成と配布

２）各企業に雇用支援制度導入奨励金の説明を行うとともに、トライアル雇用
に対する意向調査を実施し、県内企業の情勢を把握する。また、昨年行った
０７年問題のニーズ調査で明らかになった団塊世代の求職者も含めマッチング
を図る。
�各企業の実態および意向調査の実施（対象：埼玉県経営者協会会員企業・
連合埼玉加盟組織など）
�トライアル雇用見込み先リストの作成
�ハローワーク等と連携し、就職面接会を開催する。

２．就職困難者の早期就職に向けて、支援する事業を実施する。またトライアル
雇用について啓蒙普及活動を行う。
１）若年者等の就職困難者を対象に、自己キャリア形成から、企業が重視して
いるコミュニケーション能力・職業人意識・ビジネスマナー等のスキル習得
を狙いとしたセミナーを開催する。
�「就職はじめの一歩塾」の開催
・自己分析編（対象５０名 年３回 合計１５０名）
・活動支援編（対象５０名 年３回 合計１５０名）

２）ニート・フリーター等の就職困難者にとって、一番身近な相談者・支援者
である保護者を対象に「保護者の役割」や「向き合いかた・対応のしかた」
をテーマにセミナーを開催する。
�「若年者就職支援 保護者セミナー」の開催（対象２５０名 年１回）

１．新たな就職困難者を増やさないことが埼玉県の経済発展、そして県民の豊か
さ・ゆとりに繋がるとの観点から、長期的な視野に立った人材育成などの事業。
１）進路指導担当者の指導力向上を図るために、県内公立高校の進路指導教員
を対象に、長期（１年間）民間企業就業体験教員と受け入れ経営者によるパ
ネルディスカッションを行うセミナーを開催する。
�「公立高等学校進路指導者啓発セミナー」の開催（対象１５０名 年１回）
２）企業や社会が求める人材像を相互に確認するとともに、自分を見つめ直し、
進路選択を適正に絞り込む機会を提供するため、県内公立高校の就職希望の
生徒・保護者・担当教員・企業経営者の４者による面談会を開催する。
�「就職希望生徒に対する４者面談会」の開催

（対象各２０組 年２回 合計４０組）
３）就職困難者にとって、最も身近な行政機関の雇用支援の必要性が明らかに
なっていることから、常設的な雇用支援機関や支援機能の整備・拡充に向け、
担当職員が今日の雇用構造の現状や今後の課題を認識すると同時に、当該地
域住民のニーズに即した有効的な雇用施策を企画立案し、その施策を実践す
るコーディネート力を持つために、労働施策担当職員を対象に、その専門性
を身に着ける講座の実施。
�「雇用支援コーディネーター養成講座」（対象１５０名 年１回）
４）就職困難者の雇用拡大のため、就職希望者と労使を対象にトライアル雇用
の促進を図る内容のフォーラムを開催する。またこのフォーラムを中心に県
内企業労使及び県民へ普及活動として広報活動を実施する。
�「こころ豊かな生き方・働き方」フォーラムの開催（対象３００名 年１回）
�「テレビ埼玉による特別報道番組」の放送 ９０分番組（１月）

平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日

委託事業の事項

�．就職困難者のおかれ
ている、厳しい就職
状況に対応し、雇用
支援制度導入奨励金
の普及啓発活動を行
うとともに、早期就
職を支援する事業。

�．長期的な視野に立ち、
労使の立場から雇用
の安定的拡大と県民
のこころ豊かな生き
方・働き方の環境を
整備していく事業。

事 業 期 間
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第
二
〇
回
「
生
き
生
き
職
場
体
験
交

流
の
集
い
」
が
三
月
八
日
、
大
宮
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
で
、
参
加
者
・
関
係
者
を

合
わ
せ
合
計
六
〇
名
が
出
席
し
て
開
か

れ
た
。

生
き
生
き
過
ご
す
た
め
の
「
私
の
働

き
方
」
を
テ
ー
マ
に
職
場
体
験
の
事
例

発
表
や
意
見
交
換
な
ど
、
自
己
啓
発
に

取
り
組
み
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
の
ヒ

ン
ト
な
ど
を
探
っ
た
。
当
事
業
は
「
生

き
生
き
と
働
く
こ
と
」
を
改
め
て
考
え

る
場
と
し
て
、
男
女
雇
用
機
会
均
等
法

の
施
行
以
来
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
回
で
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。

午
前
中
は
、四
人
の
女
性
に
よ
る「
体

験
事
例
発
表
」、
午
後
か
ら
は
「
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」「
グ
ル
ー
プ

で
体
験
交
流
（
話
し
て
み
よ
う
、
聞
い

て
み
よ
う
）」と
続
く
三
部
構
成
。

開
会
に
あ
た
り
、
野
上
武
利
専
務
理

事
よ
り
挨
拶
。

第
一
部
の
体
験
事
例
発
表
で
は
、
四

人
の
女
性
が
様
々
な
立
場
か
ら
自
分
の

体
験
談
を
交
え
て
発
表
し
た
。

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
湯
田
桂
さ
ん
は
、『
社
長
と
社
員
の

パ
イ
プ
役
に
』
と
題
し
て
発
表
。
社
長

秘
書
や
新
卒
採
用
・
研
修
、
自
社
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
、
社
内
制
度
策
定
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
体
験
を
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
語
っ
た
。
現
在

は
、
女
性
社
員
の
定
着
率

向
上
を
目
指
し
て
、
出
来

る
こ
と
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
て
い
る
。
そ
し
て
、

最
後
に
「
仕
事
は
自
分
で

生
み
出
す
も
の
」
と
仕
事

に
対
す
る
意
欲
を
語
っ
た
。

内
藤
環
境
管
理
�
の
峯

岸
美
枝
さ
ん
は
、「
１４
年

間
と
い
う
月
日
〜
愛
し
い

気
持
ち
〜
」
と
題
し
て
、

分
析
の
仕
事
と
現
在
携
わ

る
会
社
経
営
に
関
す
る
業

務
を
通
じ
て
の
会
社
へ
の

愛
着
心
や
、「
育
て
た
い
」

と
い
う
部
下
に
対
す
る
愛

し
さ
の
芽
生
え
を
述
べ
た
。

そ
し
て
「
絶
対
受
け
身
に

な
ら
な
い
こ
と
」「
ど
ん

な
課
題
で
も
自
分
の
尺
度

で
計
ら
ず
、
部
下
の
可
能

性
を
活
か
す
こ
と
」
と
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
と
部
下
育
成
の
秘
訣
を
語
っ
た
。

�
ヤ
オ
コ
ー
の
栗
原
絵
美
子
さ
ん
は
、

女
性
で
初
め
て
青
果
部
門
に
登
用
さ
れ
、

そ
こ
で
得
た
店
舗
経
験
と
、
採
用
担
当

と
し
て
の
現
在
の
経
験
を
「
食
品
ス
ー

パ
ー
に
お
け
る
女
性
の
活
躍
」
と
題
し

て
発
表
。「
女
性
だ
か
ら
…
と
い
う
風

当
た
り
の
強
さ
を
感
じ
た
と
し
て
も
、

環
境
は
自
分
の
力
で
変
え
ら
れ
る
も

の
」
と
語
り
、「
与
え
ら
れ
た
環
境
の

中
で
精
一
杯
努
力
す
る
こ
と
が
、
社
会

人
に
と
っ
て
最
も
大
切
な
こ
と
」
と
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
�
レ
ク
サ
ス
さ
い

た
ま
南
の
渡
邉
淳
子
さ
ん
は
新
店
舗
の

立
ち
上
げ
か
ら
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
活
躍
す
る
ま
で
の
経
験
を

『
５１
文
字
か
ら
成
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
』
と

題
し
て
発
表
。
ブ
ラ
ン
ド
に
ふ
さ
わ
し

い
お
客
様
へ
の
お
も
て
な
し
や
店
舗
づ

く
り
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
披
露
し
、

「
お
客
様
に
『
幸
せ
』
を
提
供
す
る
た

め
に
は
、
働
く
私
た
ち
が
『
幸
せ
』
と

感
じ
て
い
な
け
れ
ば
」「
お
客
様
と
心

か
ら
一
緒
に
喜
び
笑
う
こ
と
が
、
や
り

が
い
で
あ
り
、
生
き
が
い
で
も
あ
る
」

と
語
っ
た
。

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
川
信
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

事
例
発
表
者
四
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
迎

え
、「
入
社
の
動
機
、
そ
し
て
当
時
ど

ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
か
？
」「
挫

折
感
を
感
じ
た
こ
と
、
ま
た
は
キ
ャ
リ

ア
の
転
機
に
な
っ
た
こ
と
は
？
」「
ス

ト
レ
ス
解
消
法
は
？
」「
女
性
を
意
識

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
格
差
を
感

じ
る
こ
と
は
？
」「
仕
事
と
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
の
両
立
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
は
今

後
に
関
し
て
」「
こ
れ
か
ら
の
自
分
の

目
指
す
姿
は
？
」
な
ど
に
つ
い
て
討
議

し
、
四
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
は
様
々

な
意
見
が
出
た
。

「
決
し
て
受
け
身
で
は
な
く
、
仕
事

は
自
分
で
作
り
出
す
も
の
」「
挫
折
感

を
感
じ
て
も
、
後
に
続
く
女
性
た
ち
の

道
を
閉
ざ
さ
な
い
た
め
に
も
頑
張
ろ
う

と
思
っ
た
」「
仕
事
と
家
庭
、
今
の
状

態
で
両
立
が
難
し
そ
う
な
場
合
は
、
可

能
に
な
る
よ
う
な
基
盤
を
自
分
た
ち
で

作
っ
て
い
く
し
か
な
い
」
等
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
活
発
に
主
張
し
た
。

続
い
て
第
三
部
は
、
参
加
者
が
六
、

七
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
体
験
を
も
と
に
意
見
交
換
を

し
た
。
参
加
者
か
ら
「
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
保
つ
た
め
に
は
、
自
分
の
仕
事
に

自
信
を
持
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
な

ど
の
感
想
が
出
た
。

ま
と
め
と
し
て
石
川
信
子
氏
は
「
今

の
自
分
を
客
観
的
に
見
る
力
を
養
う
こ

と
と
、
出
来
る
こ
と
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
」「
一
日
一
日
を
大
切
に
、

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
る
こ
と
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

終
了
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
参
加
者

か
ら
「
普
段
の
業
務
を
離
れ
て
、
自
分

の
整
理
と
充
電
が
出
来
た
」「
失
敗
を

恐
れ
て
何
も
し
な
い
よ
り
、
失
敗
を
活

か
し
て
次
に
繋
げ
て
い
く
、
と
い
う
言

葉
が
と
て
も
心
に
残
っ
た
」「
自
分
が

ど
れ
だ
け
マ
イ
ナ
ス
思
考
だ
っ
た
か
気

付
い
た
。
も
っ
と
前
向
き
に
な
れ
ば
、

第第２２００回回 生生きき生生きき職職場場体体験験交交流流のの集集いい

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生きききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過過ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす私の働き方
『体験事例』発表など３部構成

「
一
日
一
日
を
大
切
に
、
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大

切
」
と
か
た
る
石
川
講
師
。
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道
が
開
け
る
気
が
し
た
」「
家
庭
を
持

っ
た
場
合
、
仕
事
を
続
け
て
い
け
る
か

悩
ん
で
い
た
が
、
実
際
に
両
立
し
て
い

る
方
の
話
を
聞
い
て
、
不
可
能
で
は
な

い
な
と
考
え
を
改
め
ら
れ
た
」「
学
ん

だ
こ
と
を
同
僚
や
友
人
に
話
し
、
み
ん

な
で
働
き
や
す
い
環
境
を
作
っ
て
い
き

た
い
」
な
ど
の
感
想
が
出
た
。

「
生
き
生
き
働
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
」

を
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
っ
た
よ
う
だ
。

事事
例例
とと
発発
表表
者者

�
「
社
長
と
社
員
の
パ
イ
プ
役
に
」

�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

総
務
部
総
務
課

湯
田

桂
様

�
「
１４
年
間
と
い
う
月
日
〜
愛
し
い
気

持
ち
〜
」

内
藤
環
境
管
理
�
環
境
分
析
部

水
質
分
析
箇
所
箇
所
長峯

岸

美
枝
様

�
「
食
品
ス
ー
パ
ー
に
お
け
る
女
性
の

活
躍
」

�
ヤ
オ
コ
ー

人
事
総
務
部

採
用
担
当

栗
原
絵
美
子
様

�
「
５１
文
字
か
ら
成
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」

埼
玉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
�
レ
ク
サ
ス
さ
い

た
ま
南

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ

渡
邉

淳
子
様

集集
会会
スス
タタ
ッッ
フフ

《
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
》

社
員
教
育
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

石
川

信
子

《
ス
タ
ッ
フ
》

埼
玉
県
経
営
者
協
会

町
田

恭
子

宮
田

信
久

星
�
恵
美
子

（
敬
称
略
）

参参
加加
会会
社社
・・
組組
織織

ア
イ
ル
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
�
、

エ
ー
ザ
イ
�
美
里
工
場
�
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
�

�
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
埼
玉
支
店
�
、
�

亀
屋
�
、
川
口
信
用
金
庫
�
、
�
関
東

日
立
�
、
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
�
�
、

独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
�
、

�
コ
ー
セ
ー
狭
山
工
場
�
、
�
興
電
舎

�
、
小
原
歯
車
工
業
�
�
、
埼
玉
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
�
�
、
�
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
�
、
サ
イ
ボ
ー
�
�
、
狭

山
精
密
工
業
�
�
、
狭
山
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル
�
�
、
三
協
食
品
工
業
�
�
、

三
州
製
菓
�
�
、
大
東
ガ
ス
�
�
、
�

太
洋
社
印
刷
所
�
、
東
彩
ガ
ス
�
�
、

内
藤
環
境
管
理
�
�
、
�
パ
レ
ス
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
�
、
�
ピ
ッ
ク
ル
ス
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
サ

ー
ビ
ス
�
、
武
州
ガ
ス
�
�
、
武
州
産

業
�
�
、
�
富
士
薬
品
�
、
前
澤
化
成

工
業
�
�
、
マ
ル
キ
ュ
ー
�
�
、
�
メ

デ
カ
ジ
ャ
パ
ン
�
、
�
ヤ
オ
コ
ー
�
、

�
Ｌ
ｉ
ｖ
ｉ
ｋ
ｏ
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
五
六
名
。

新
入
社
員
研
修
が
四
月
四
日
、
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
で
、
六
七
名
が
参
加
し

開
催
さ
れ
た
。

開
講
に
あ
た
り
、
野
上
武
利
専
務
理

事
よ
り
挨
拶
。

続
い
て「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」

と
題
し
て
�
愛
工
舎
製
作
所
代
表
取
締

役
牛
窪
啓
詞
氏
に
よ
る
基
調
講
演
。

牛
窪
氏
か
ら
は
「
働
く
こ
と
の
大
切

さ
」「
一
流
の
仕
事
人
と
は
」
と
い
っ

た
テ
ー
マ
の
も
と
ご
講
演
頂
い
た
。
そ

の
中
で
牛
窪
氏
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

人
生
活
の
指
針
と
な
る
、
数
々
の
貴
重

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

続
い
て
は
、
り
そ
な
総
合
研
究
所
�

研
修
事
業
部
部
長
代
理
教
育
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
河
合
か
ほ
る
氏
に
よ
る
講

義
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
。

主
な
五
つ
の
テ
ー
マ
は
「
学
生
か
ら

社
会
人
へ
」「
効
率
的
な
仕
事
を
す
る

た
め
に
」「
職
場
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」「
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」「
自
己
啓
発
と
自

己
管
理
」。

速
や
か
に
職
場
に
対
応
し
、
ま
た
、

一
日
も
早
く
職
場
の
活
力
と
な
る
よ
う
、

社
会
人
と
し
て
必
要
な
基
本
的
な
心
構

え
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

〔
参
加
会
社
・
組
織
〕

�
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル

�
、
�
Ｆ
Ｍ

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
�
、
Ｍ
Ｃ

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
�
�
、
�
関
東
日
立
�
、

�
サ
イ
カ
ン
�
、
�
埼
玉
県
生
態
系
保

護
協
会
	
、
埼
玉
配
電
工
事
�
�
、
サ

イ
デ
ン
化
学
�


、
信
越
ポ
リ
マ
ー
�

�
、
積
水
武
蔵
加
工
�
�
、
東
京
積
水

工
業
�
�
、
日
本
伸
管
�
�
、
�
ビ
ー

ジ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
�
、
�
ビ
ー

ジ
ー
サ
ー
ビ
ス
�
、
�
ビ
ー
ジ
ー
シ
ス

テ
ム
�
、
武
州
ガ
ス
�
�

○
内
は
、
参
加
者
数
。
合
計
六
七
名
。

牛
窪
氏（
愛
工
舎

製
作
所

）が
基
調
講
演

新
入
社
員
研
修
に
６７
名
が
参
加

「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
の
基
本
」
で
は
訪

問
の
マ
ナ
ー
を
学
ん
だ
。

「
普
段
の
業
務
を
離
れ
て
、
自
分
の
整

理
と
充
電
が
出
来
た
」
と
い
う
グ
ル
ー

プ
で
体
験
交
流
。

四
人
四
様
の
「
生
き
生
き
」
が
様
々
な

体
験
を
交
え
て
語
ら
れ
た
事
例
発
表
。

「
キ
ャ
リ
ア
の
転
職
」「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
」
な
ど
、
よ
り

身
近
な
テ
ー
マ
で
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。

「
企
業
で
働
く
と
い
う
こ
と
」
と
題
し

て
基
調
講
演
を
す
る
㈱
愛
工
舎
製
作
所

牛
窪
啓
詞
氏
。

―１５―
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「
清
酒
の
醸
造
タ
ン
ク
で
は
七

十
％
を
超
え
る
シ
ェ
ア
」
と
語
る

�
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ
の
後
藤
誠

社
長
（
写
真
）。
元
々
は
日
本
容

器
工
業
�
と
い
い
、
昭
和
二
年
、

和
樽
の
製
造
販
売
を
主
に
、
酒
類

容
器
業
界
へ
進
出
、
わ
が
国
で
最

初
に
酒
類
貯
蔵
用
ホ
ー
ロ
ー
タ
ン

ク
製
造
・
販
売
に
着
手
し
、
そ
の

後
昭
和
二
十
九
年
に
は
理
化
学
研

究
所
と
提
携
、
合
成
樹
脂
ラ
イ
ニ

ン
グ
の
研
究
開
発
を
ス
タ
ー
ト
、

昭
和
三
十
六
年
に
は
発
明
協
会
か

ら
樹
脂
ラ
イ
ニ
ン
グ
技
術
に
対
し

て
「
発
明
優
秀
賞
」
を
受
賞
し
た

名
門
企
業
。
鉄
の
上
に
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
の
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
す
る
こ

と
で
、
腐
食
せ
ず
薬
品
に
対
し
て

も
長
持
ち
す
る
タ
ン
ク
が
特
色
。

こ
う
い
っ
た
ラ
イ
ニ
ン
グ
技
術
を

活
か
し
、
清
酒
は
勿
論
、
ビ
ー
ル

各
社
や
醤
油
な
ど
を
中
心
と
す
る

食
品
関
連
の
醗
酵
・
貯
蔵
タ
ン
ク
、

受
水
槽
・
高
置
水
槽
、
蓄
熱
槽
、

耐
震
タ
ン
ク
な
ど
の
建
築
設
備
等

で
高
い
シ
ェ
ア
を
誇
る
。
飲
料
タ

ン
ク
は
宮
内
庁
や
法
務
省
、
厚
生

労
働
省
そ
し
て
自
治
体
の
災
害
拠

点
な
ど
な
ど
に
納
品
し
て
お
り
、

そ
の
性
能
が
伺
え
る
。

平
成
八
年
に
、
製
造
部
門
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
部
門
な
ど
を
分
社
化

し
、
現
在
の
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
一
般
の
タ

ン
ク
は
十
五
年
か
ら
二
十
年
程
度

で
交
換
が
必
要
と
な
る
が
、
当
社

の
製
品
は
耐
久
性
に
優
れ
て
お
り
、

耐
用
年
数
は
四
十
年
以
上
の
実
績

が
あ
る
」。
多
少
高
価
と
な
る
が
、

「
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
な
ど
ト
ー

タ
ル
な
Ｌ
Ｃ
Ｃ
提
案
（
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
）
を
し
て
い
る
」。

今
後
に
つ
い
て
は
「
食
品
工
業

界
で
培
っ
た
製
缶
技
術
と
ラ
イ
ニ

ン
グ
技
術
を
化
学
工
業
や
産
業
設

備
分
野
に
広
く
応
用
し
、
タ
ン
ク

周
り
の
一
体
工
事
や
マ
ン
シ
ョ
ン

な
ど
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
分
野
、
環

境
保
全
の
観
点
か
ら
の
蓄
熱
分
野

に
力
を
入
れ
た
い
」
と
し
て
お
り
、

一
例
を
あ
げ
れ
ば
、
大
手
工
場
や

研
究
施
設
な
ど
で
は
夜
間
電
力
で

蓄
え
る
「
水
蓄
熱
装
置
」
を
導
入

し
は
じ
め
て
い
る
と
言
う
。
後
藤

社
長
は
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｎ
Ｙ

Ｋ
シ
ス
テ
ム
ズ
の
代
表
も
兼
務
し

て
い
る
が
、
当
社
は
、
従
来
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
と
と
も
に
、
今

は
建
築
設
備
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
開
発
に
努

め
て
い
る
。

か
つ
て
は
、
酒
の
試
験
免
許
を

と
り
、
実
際
に
醸
造
す
る
こ
と
で

タ
ン
ク
製
品
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
た
り
、

最
近
は
埼
玉
大
学
と
流
水
タ
ン
ク

で
の
共
同
研
究
、
も
の
つ
く
り
大

学
へ
の
講
師
派
遣
な
ど
、
地
元
大

学
を
始
め
研
究
機
関
と
の
連
携
を

深
め
て
い
る
。「
研
究
開
発
は
勿

論
、
業
容
拡
大
面
で
は
、
当
面
は

エ
リ
ア
を
決
め
て
市
場
を
拡
大
し

た
い
。
そ
の
た
め
に
は
人
材
育
成

が
す
べ
て
。
早
く
か
ら
若
返
り
を

図
っ
て
き
た
が
、
団
塊
世
代
対
策

と
い
え
る
技
術
の
伝
承
に
は
万
全

を
尽
く
し
た
い
」。

業
務
多
忙
な
中
だ
が
、
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
や
神
社
仏
閣
め
ぐ
り
が
気

分
転
換
で
、
京
都
に
は
年
数
回
訪

れ
る
。
特
に
竜
安
寺
と
青
蓮
院
が

お
気
に
入
り
。

太
陽
グ
ル
ー
プ
自
動
車
教
習

所
は
、
行
田
、
三
郷
、
八
潮
、

そ
し
て
新
た
に
加
わ
っ
た
日
進

の
四
ヶ
所
の
指
定
自
動
車
教
習

所
と
、
届
出
自
動
車
教
習
所
の

上
江
橋
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
と

運
転
研
究
所
鴻
巣
校
を
有
す
る

県
内
最
大
の
自
動
車
教
習
所
グ

ル
ー
プ
で
あ
る
。

当
グ
ル
ー
プ
は
昭
和
三
十
九

年
、
現
小
林
会
長
が
、
行
田
自

動
車
教
習
所
を
開
校
し
た
事
に

始
ま
る
。「
何
故
自
動
車
教
習

所
を
」
と
の
問
い
に
、
当
時
小

林
会
長
は
運
転
免
許
の
更
新
手

続
き
を
怠
っ
た
た
め
に
、
再
取

得
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
時
、
試
験
に
落
ち
た
人
か
ら

相
談
を
受
け
、
学
科
や
実
技
の

ポ
イ
ン
ト
等
を
教
え
た
と
こ
ろ
、

よ
く
理
解
で
き
試
験
に
も
受
か

る
と
評
判
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

こ
の
「
仕
事
」
は
来
る
べ
き
車

社
会
に
安
全
と
繁
栄
を
も
た
ら

し
、
社
会
に
も
貢
献
で
き
る
。

ま
た
、「
商
売
」
に
も
な
る
と

開
校
し
た
と
の
こ
と
。

行
田
自
動
車
教
習
所
は
埼
玉

県
下
初
、
す
べ
て
の
車
種
教
習

が
で
き
る
総
合
教
習
所
で
あ
る
。

各
教
習
所
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を

出
し
て
お
り
、
行
田
や
三
郷
は
、

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
か

ら
気
軽
に
予
約
・
キ
ャ
ン
セ
ル

と
残
金
の
確
認
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
や
、
無
料
の
送
迎
バ
ス
が

あ
る
。
そ
し
て
、
八
潮
や
行
田

で
は
、
最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ

教
育
な
ど
を
取
り
入
れ
た
よ
り

実
践
的
な
技
能
教
習
。
仮
免
学

科
試
験
・
本
面
学
科
試
験
合
格

率
向
上
に
役
立
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
模
擬
テ
ス

ト
機
。
ま
た
、
技
能
教
習
で
は
、

指
導
員
を
指
名
す
る
こ
と
が
で

き
る
指
導
員
紹
介
指
名
制
度
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
八
潮
、
行
田
、

三
郷
で
は
、
保
育
士
の
資
格
を

も
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
様
を

お
預
か
り
し
、
安
心
し
て
教
習

に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
る
託

児
室
等
々
、
工
夫
を
凝
ら
し
て

い
る
。

小
林
群
司
社
長
は
太
陽
グ
ル

ー
プ
を
統
括
す
る
以
前
は
、
青

山
学
院
大
学
の
商
法
を
担
当
す

る
講
師
で
あ
っ
た
。そ
こ
で「
教

え
る
こ
と
の
基
本
は
」
と
の
問

い
に
、
小
林
会
長
が
長
年
実
践

し
て
こ
ら
れ
た
「
褒
め
て
、
本

人
の
良
い
所
を
引
き
出
す
こ

と
」
と
「
聞
く
耳
を
開
か
せ
る

こ
と
」
と
答
え
ら
れ
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
ま
た
来
た
く
な

る
楽
し
く
、
有
意
義
な
、
自
動

車
教
習
所
を
引
き
続
き
作
っ
て

い
き
た
い
と
語
ら
れ
た
。

なな話話題題 南南 北北 中中 西西

中
部
�
エ
ヌ
・
ワ
イ
・
ケ
イ

ラ
イ
ニ
ン
グ
技
術
で
醗
酵
食
品

プ
ラ
ン
ト
の
総
合
プ
ラ
ン
ナ
ー

南
部
太
陽
グ
ル
ー
プ

自
動
車
教
習
所

最
新
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
教
育

な
ど
で
よ
り
実
践
的
技
能
教
習
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本 社：行田市大字小見５９番地

代 表 者：代表取締役 小林群司

創 立：昭和３９年（行田自動車教習所）

事業内容：自動車教習所

電 話：本社０４８‐５５６‐１７４６

http : //www.taiyo-group.co.jp

後藤誠社長

小林群司社長
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か
に
や
の
従
業
員
の
８５
％
が
正

社
員
。
そ
れ
も
中
途
採
用
は
せ
ず

学
校
卒
業
生
の
み
の
採
用
を
創
業

当
時
か
ら
続
け
て
い
る
。
経
費
と

い
う
点
で
こ
れ
だ
け
は
計
理
士
さ

ん
と
意
見
が
違
っ
て
い
た
。
一
人

一
人
の
社
員
を
育
て
ゆ
く
こ
と
と
、

お
い
し
い
お
菓
子
を
作
り
出
す
こ

と
は
思
い
通
り
に
い
か
な
い
こ
と

が
多
い
だ
け
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

ま
ず
菓
子
屋
と
し
て
一
番
大
切

な
こ
と
は
お
菓
子
が
大
好
き
で
あ

る
こ
と
、
お
い
し
い
お
菓
子
は
技

術
だ
け
で
な
く
作
る
人
の
心
が
込

め
ら
れ
て
は
じ
め
て
完
成
品
に
な

る
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
物
作
り
や

文
化
の
創
造
に
通
じ
る
。
常
に
お

菓
子
を
真
中
に
置
き
、
そ
こ
か
ら

色
々
発
想
し
て
い
く
。「
お
い
し

い
お
菓
子
は
自
然
と
人
間
が
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
創
り
上
げ
た
芸
術

品
で
す
」
と
水
村
社
長
は
話
す
。

新
製
品
の
企
画
、
開
発
の
ア
イ

デ
ア
や
レ
シ
ピ
は
社
員
達
が
自
分

で
考
え
る
。
工
場
で
は
毎
年
新
製

品
挑
戦
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
。

そ
れ
で
も
実
際
に
店
頭
に
な
ら
ぶ

の
は
一
年
間
に
一
品
か
二
品
。
納

得
す
る
ま
で
試
作
を
重
ね
る
の
で

ボ
ツ
に
な
る
の
も
多
い
。
作
っ
た

本
人
が
心
か
ら
自
信
を
持
て
た
も

の
だ
け
を
売
り
出
す
か
ら
、
お
客

様
が
感
動
す
る
お
菓
子
が
で
き
る

の
だ
と
言
う
。
お
菓
子
作
り
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
は
ま
ず
材
料
の
選

定
。
世
界
を
は
じ
め
日
本
各
地
の

一
番
い
い
も
の
を
見
付
け
る
こ
と

か
ら
始
ま
り
厳
選
さ
れ
た
材
料
だ

け
を
使
う
。
そ
の
た
め
材
料

問
屋
が
取
扱
っ
て
い
な
い
も

の
も
多
く
、
直
接
産
地
か
ら

取
り
寄
せ
る
も
の
や
、
自
社

工
場
で
作
っ
て
し
ま
う
原
材

料
さ
え
あ
る
。
ま
た
ケ
ー
キ

に
使
う
カ
ス
テ
ラ
に
合
せ
て

何
種
類
も
の
違
う
ミ
キ
サ
ー

を
使
っ
て
生
地
を
こ
ね
る
。

丹
波
大
納
言
小
豆
を
煮
る
の

に
も
二
キ
ロ
ず
つ
の
小
さ
い

鍋
を
使
っ
て
三
日
間
か
け
て
炊
き

上
げ
る
。
焼
く
釜
も
ガ
ス
と
電
気

を
使
い
分
け
る
な
ど
手
間
ひ
ま
を

惜
し
ま
ず
、
そ
の
上
に
職
人
の
経

験
や
勘
、
心
を
加
え
る
。
こ
だ
わ

り
の
お
菓
子
作
り
が
「
か
に
や
」

の
真
骨
頂
。
大
量
に
作
ろ
う
と
す

る
と
納
得
し
た
お
菓
子
が
で
き
な

い
と
し
て
、
お
店
も
駐
車
場
つ
き

の
大
型
店
の
み
で
ま
っ
た
く
の
ス

ロ
ー
ペ
ー
ス
の
出
店
。
こ
れ
も
お

菓
子
へ
の
こ
だ
わ
り
を
考
え
て
の

こ
と
。
し
か
し
社
員
が
力
を
付
け

て
き
た
ら
ふ
る
さ
と
に
帰
り
開
店

す
る
こ
と
も
奨
励
し
、
す
で
に
約

１０
人
の
社
員
が
独
立
し
て
い
る
。

社
員
の
平
均
年
齢
二
四
歳
の
若
さ

も
こ
れ
ら
の
パ
ワ
ー
の
裏
付
け
と

言
え
よ
う
。

同
社
長
は
「
お
い
し
い
お
菓
子

作
り
を
最
優
先
に
し
、
経
営
規
模

を
大
き
く
し
な
い
で
百
年
以
上
も

愛
さ
れ
る
『
お
い
し
さ
』
を
皆
様

に
お
届
け
し
続
け
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ら
れ
た
。

社
員
旅
行
は
今
迄
一
年
も
休
み

が
な
く
続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
ほ

と
ん
ど
が
海
外
旅
行
。
去
年
は
カ

ナ
ダ
だ
っ
た
と
い
う
。

「
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
や
る
と
感
動
が
生
ま
れ
、
ど
う

す
れ
ば
感
動
を
与
え
ら
れ
る
か
を

常
に
意
識
し
て
い
ま
す
。
信
条
は

『
感
動
体
験
を
売
ろ
う
』
で
す
」

と
語
る
眼
目
毅（
さ
っ
か
た
け
し
）

社
長
。「
感
動
」
と
い
う
言
葉
は

社
訓
の
中
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。

社
長
以
下
社
員
全
員
で
意
識
統
一

を
し
た
い
と
思
い
、
今
の
社
訓
を

作
り
あ
げ
、
―
我
々
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
、
我
々

の
基
本
原

則
、
我
々

の
価
値
観
、

我
々
の
信

条
―
を
カ

ー
ド
に
し

全
社
員
に

配
布
し
、

社
訓
に
書

い
て
あ
る

こ
と
を
心

に
留
め
、

全
員
一
丸

と
な
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
。

幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク
は
、
昭
和
五

十
二
年
に
大
陽
工
業
�
の
電
子
機

器
部
門
か
ら
分
離
独
立
し
、
ハ
ー

ド
ウ
ェ
ア
の
設
計
、
製
造
を
中
心

に
営
業
展
開
し
て
い
た
。
し
か
し
、

当
時
は
設
計
だ
け
で
は
売
上
げ
を

伸
ば
す
こ
と
は
困
難
で
、
現
在
の

羽
生
工
場
を
取
得
し
、
開
発
・
設

計
・
製
造
ま
で
の
一
貫
し
た
生
産

体
制
を
構
築
し
た
こ
と
が
、
当
社

が
飛
躍
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
当

社
の
売
上
げ
の
二
割
程
度
は
自
社

製
品
、
残
り
の
八
割
は
Ｏ
Ｅ
Ｍ
製

品
と
な
っ
て
い
る
が
、
旧
来
の
Ｏ

Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー
で
は
な
く
、
世
界

に
通
用
す
る
技
術
と
技
能
を
提
案

す
る
進
化
し
た
形
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー

カ
ー
の
道
を
選
択
し
て
い
る
。

事
業
の
六
つ
の
柱
は
、「
メ
カ

ト
ロ
機
器
分
野
」、「
小
型
移
動
ロ

ボ
ッ
ト
分
野
」、「
情
報
通
信
機
器

分
野
」、「
液
晶
・
半
導
体
関
連
装

置
分
野
」、「
医
療
機
器
分
野
」、「
計

測
機
器
分
野
」
で
、
中
で
も
内
視

鏡
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
医
療
機
器
分

野
が
好
調
と
い
う
。
顧
客
の
幅
を

広
げ
、
変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
も
同
規
模
の
企
業
と
比

較
し
て
積
極
的
に
資
格
取
得
に
着

手
し
、
電
気
製
品
取
締
法
、
Ｕ
Ｌ

規
格
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
は
九
〇
〇
二
、

九
〇
〇
一
、
一
四
〇
〇
一
、
一
三

四
八
五
な
ど
を
取
得
し
、
よ
り
よ

い
品
質
の
も
の
を
社
会
に
提
供
い

た
い
と
い
う
こ
と
を
基
本
思
想
と

し
て
い
る
。

製
品
だ
け
で
は
な
く
、
社
員
に

対
し
て
も
『
自
分
品
質
を
上
げ

る
』
と
い
う
言
葉
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
個
人
個
人
の
成
長
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
の
仕
組

み
を
会
社
が
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
る
。
ひ
と
つ
は
、
社
員
個
々
が

目
標
を
設
定
し
、
達
成
で
き
た
ら

五
万
円
か
ら
五
十
万
円
の
報
奨
を

出
す
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
制

度
、
そ
し
て
、
技
術
・
技
能
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、
当
社
独

自
の
技
能
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
を

全
員
参
加
で
開
催
し
、
優
秀
者
に

は
金
一
封
を
授
与
し
て
い
る
。

眼
目
社
長
は
、「
技
術
や
技
能

な
ど
を
さ
ら
に
強
化
し
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
精
神
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
常
に

進
化
し
続
け
る
会
社
に
し
た
い
」

と
力
強
く
抱
負
を
語
ら
れ
た
。

地地区区会会員員企企業業ののホホッットト

西
部

�
か
に
や

お
い
し
い
お
菓
子
は

人

づ

く

り

か

ら

北
部
�
幸
大
ハ
イ
テ
ッ
ク

技
術
と
技
能
を
提
案
す
る
進
化

し
た
形
で
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
メ
ー
カ
ー

DATA
会 社 名：�幸大ハイテック
所 在 地：羽生市大沼２‐４５
電 話：０４８‐５６５‐１５１１
本 社：東京都港区芝浦１‐９‐７
資 本 金：１億円 設立年月：昭和５２年１０月
事業内容：�システム開発設計、論理回路設計、

構造設計、ソフトウェア設計
�電子機器製品の開発、設計から製
造・保守・サービスまでの一貫生
産メーカー

代 表 者：代表取締役社長 眼目 毅
従業員数：１４０名 グループ企業：２３社
http : //www.kodai-ht.co.jp

DATA
会 社 名：�かにや
本 社：狭山市柏原３３７‐１３ 〒３５０‐１３３５
電 話：０４‐２９５４‐７１１１ FAX：０４‐２９５３‐０９８８
店 舗：県内１１の直営店舗
代 表 者：代表取締役 水村 清司
設 立：１９４１（昭和４７年）１２月
創 立：昭和２５年１０月 従業員数：８０名
資 本 金：８，０００万円
主な事業内容：ヨーロッパのケーキなど高級和洋菓

子の製造・販売
http : //www.kaniya.co.jp

�幸大ハイテック
さっ か たけし

眼目 毅社長

代表取締役
水村清司氏

羽生工場

狭
山
市
の
本
社
工
場

店
舗
内
の
商
品
の
か
ず
か
ず

―１７―
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１．木造建物に対する崩
壊解析 耐震診断法
の開発

２．木造建物の耐震補強
方法の開発

３．ライフラインシステ
ムの地震時信頼性の
評価

４．地震時の地盤と構造
物の応答の解析

川上 英二
（かわかみ ひでじ）
昭和４９年 東京大学工学
部土木工学科卒業
昭和５１年 同大学院修士
課程修了
昭和５４年 同博士課程修
了（工学博士）
昭和５１年 米国コロンビ
ア大学土木工学科研究
助手
昭和５４年 埼玉大学工学
部建設工学科助手
昭和６２年 同助教授
平成６年 同教授
平成１３年 埼玉大学地圏
科学研究センター教授
（現在に至る）

１９９５年の阪神大震災では、６０００
名以上の人命が失われました。そ

の第一の理由は地震により家が倒壊したためであ
り、その後、建物の耐震化の必要性が繰り返し指
摘されました。しかし、阪神大震災での教訓にも
拘らず建物の耐震化は殆んど進んでいません。著
者は、この主な理由を、
�地震時に自分の家が具体的にどのように壊れ
るかが想像できない
�従って、どこをどう補強すれば良いかが判ら
ない
�全てを補強するなら建替えた方が経済的であ
る

ためであると考えました。そして、
�地震時に具体的にどのように壊れるかを動画
（アニメーション）で示し、
�どこを補強すべきか、設計変更すべきかを明
らかに示し、
�補強箇所を２，３箇所に限定した経
済的な補強、設計変更を提案する

ことが可能になれば、建物の耐震化が飛
躍的に進むものと考え、新しい「崩壊解
析 耐震診断法」の計算プログラムを開
発しました。
本耐震診断法では、まず建物を構成す

る柱・梁・壁などの各部材の強さを実験結果に基
づいて正確にモデル化しました。次に、これらの
部材を組み上げることにより、建物全体のモデル
を作成しました。これに大地震で観測された地震
動を与えることにより、建物がどのように応答・
崩壊するかを力学的に精密に計算しました。阪神
大震災で観測された地震記録、およびその２倍の
地震動を、建物に対して与え応答を計算し、どの
ように安全であるか、または崩壊するかを可視化
しました。
動画で最初に壊れた部材（場所）が建物の弱点で
あり、どの部分が弱いかが視覚的にわかることか
ら、家全体を耐震補強する必要はなく、弱い部分
だけを補強すれば良く、補強後の応答も動画で確
認できます。このため、不必要な補強や過剰設計
を避けることが可能であり、費用が安くすみます。
（http : //www.civil.saitama-u.ac.jp/kawakami/）

１．強誘電エレクトレッ
ト音響センサの開発
（高耐圧、趙広帯域
の音響センサの開発）

２．音響測定による植物
の診断（水分状態、
内部組織の評価手法
の確立）

蔭山 健介
（かげやま けんすけ）
１９８８年３月 東京大学工
学部金属材料学科 卒
業

１９９０年３月 東京大学大
学院工学系研究科 修
士課程 金属材料学専
攻 修了

１９９０年４月 日産自動車
�

１９９５年３月 東京大学大
学院工学系研究科 博
士課程 先端学際工学
専攻 修了 博士（工
学）

１９９５年４月 埼玉大学工
学部 助手

１９９８年４月 埼玉大学工
学部 講師

２００１年４月 埼玉大学工
学部 助教授

２００７年４月 埼玉大学大
学院理工学研究科 准
教授

エレクトレットコンデンサマイ
クロフォン（ECM）は、コロナ放

電により半永久的に電荷を蓄積した高分子フィル
ムを用いたコンデンサマイクロフォンで、小型・
低コストのため、携帯電話などのマイクロフォン
に利用されています。ECMの性能を向上させる
方法の一つとして、高分子フィルムに蓄積される
電荷量（残留分極量）を増やすことが考えられま
すが、限界があります。一方、強誘電セラミック
スは、内部の分極方向を揃えることにより、コロ
ナ放電による電荷蓄積と比較して非常に大きな残
留分極量を得ることができます。本来、強誘電セ
ラミックスは、分極量がひずみにより変化するこ
とを利用して、圧電素子として産業界に広く使用
されている材料ですが、私はこの大きな分極量を
利用した ECMを開発することを考えました。通
常の強誘電セラミックスは、分極方向を揃えても
表面電荷の影響で分極により発生する電界が打ち
消されるため、ECMとして機能することはあり
ません。しかし、加熱により一時的に分極量を低
下させることにより表面電荷を除去することが可
能であり、実際に ECMを製作することができま
した。試作したマイクロフォンの実験結果の一例
を図１に示しますが、従来の ECMと比較して、

わずかな振動板の変位で同レベルの感度を得るこ
とができます。これを利用して、高感度にも関わ
らず耐圧に優れ、超広帯域で測定が可能なマイク
ロフォンを開発できるのではないかと考えていま
す。また、このマイクロフォンは高分子を受感部
とすることが可能であるため、低音響インピーダ
ンスの媒体中（水、生体、高分子など）を伝播す
る音響（超音波を含む）の測定にも適しているの
ではないかと考え、ハイドロフォン（水中マイク）
などの特殊なマイクロフォンの開発も視野に入れ
て研究を進めています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、事務局長 三国 雅裕 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

木造建物に対する崩壊解析 耐震診断法の開発
地圏科学研究センター 川 上 英 二 教授

強誘電エレクトレットマイクロフォンの開発
大学院理工学研究科 人間支援・生産科学部門 蔭 山 健 介 准教授

図１ 市販の ECMと試作した ECMの振動板の
変位と出力の比較

崩壊解析 耐震診断法による解析結果の例
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日米両国での大学における研究、産業界での開発業務の
経験を通じ、オプトエレクトロニクスを基盤技術とした光
通信デバイス、光ディスクの高密度と高速化、光ディスク
基板の複屈折、大画面ディスプレイなどの非常に幅広い領
域で研究、開発に取り組んできました。最近はそのなかで
もオプトメカトロニクスの領域で研究を進めるとともに産
学とのコラボレーションにも一定の実績を積んできたと考
えています。オプトメカトロニクス領域と言っても範囲は
極めて広いが、具体的な対象はデジタルカメラ、MD、CD、
DVDまた大画面のディスプレイとの取り組みである。情
報化技術の進展のなかで、オプト関連は大動脈を形成して
いるが、さらにこの領域が産業界に占めるシェアーは日を
追って大きくなることは確実で、産学ともにより真剣に知
見を深耕し、開発を積極化しなければ国際的競争はもちろ
ん国内的にもシェアーの大幅な変化を齎すことになります。
一般的に言えば大企業のシェアーが拡大しているのですが、

中堅、中小企業が技術の深耕によって大企業と棲み分けし
ている例も多くあります。例えば家庭用の一般的な民生用
テレビは大企業が独占体制にありますが、博物館や野外演
劇場などでみられる大型ディスプレイ設備は少量生産で技
術力を持つ中堅企業の活動分野が残されています。またデ
ジタルカメラ、ビデオカメラの部品のなかには特定の中堅、
中小企業の部品を外しては組立てられない、というものも
多い。まさに「オンリーワン企業」です。もちろん、この
ためには広い知見が擬集したノウハウが欠かせません。私
の専門分野から支援可能な研究開発分野は光エレクトロニ
クス、オプトメカトロニクス制御、光ディスク、ディスプ
レイなど情報関連機器、MEMSおよびマイクロマシン、
太陽光と風力のハイブリット発電に関する技術です。埼玉
県産業の情報技術レベルは高いと思っていますが、私の持
つ国内４０、国外５件の特許を通じても埼玉産業界と大きな
結実が得られることを願っています。

「失敗学」の提唱者である畑村洋太郎氏は、近著『組織
を強くする 技術の伝え方』（講談社現代新書）で、２００７
年問題の本質について興味深い指摘をされています。曰く、
この問題は、「ベビーブームの団塊の世代が一気に退職し
て技術が途絶える」という単純な話ではない。「技術を一
世代超えて教えなくてはいけないことが、問題を大きくし
ている」のだと。そこで畑村氏が強調していることが、暗
黙知を表出することの重要性です。暗黙知とは「現場で技
術に携わっている人だったら、誰でも自然に覚える（はず
の）知識」です。当事者であれば、あまりにも当たり前す
ぎて、わざわざ言葉にすることすら億劫がられている類の
知識です。「技術の伝達」に関連して畑村氏が、暗黙知へ
と考察が至った点に、私は大変に興味を覚えます。なぜな
らそのような類の知識は、私自身の専門である民俗学の領
域で、研究が積み重ねられてきた問題だからです。たとえ
ばムラの諸制度に代表される「慣習的行為」はまさに暗黙
知そのものですが、悪しき封建遺制として棄却されるもの

ではなく、来たるべき循環型社会の先駆的形態として見直
されるべきとの見解も提出されています。また、北米にお
ける地域再生に際して注目されている「場所の力 power of
place」（＝場所が持つ社会的記憶）なども同様です。これ
らは従来、学者が調査することで表出された暗黙知でした。
しかし現在では、当事者自身が表出をうながす状況が少な
くありません。たとえば、新潟県上越市の西部中山間地域
活性化を目指すNPO法人かみえちご山里ファン倶楽部な
どは、その代表例です。このNPOにより、消滅しつつあ
る民俗文化が「伝統生活技術レッドデータ」として記録さ
れ、本学のインターンシップ学生へと伝達され、２００６年夏
には茅葺き屋根の一部修復が実施されました。世代を超え
た伝達の必要性に迫られる状況に対応しつつある民俗学を、
私は専門としています。お声をかけて頂ければ、様々な職
場で蓄積されてきた暗黙知の表出に、お手伝いができると
思います。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 野上 武利、調査部長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２１１１１１１１１１１１１１１回回回回回回回回回回回回回回

「オンリーワン企業」実現のためニッチ技術戦略の構築を
製造技能工芸学科 菅 谷 諭 准教授

菅谷 諭（すがや さとし）准教授・工学博士 東北大学修士終了、NEC、アリゾナ大学オプティカルサイエンスセンター、静岡理工科大学
助教授を経て２００６年４月からものつくり大学助教授、現在准教授。電子情報通信学会、応用物理学会会員、NEDOナノテクノロジーロードマップ
検討委員会委員、産業構造審議会研究開発小委員会タスクフォースメンバー、産学連携教育推進委員。（連絡先：０４８‐５６４‐３８３５／sugaya@iot.ac.jp）

暗黙知の表出こそが、２００７年問題を解く鍵
建設技能工芸学科 土 居 浩 講師

土居 浩（どい ひろし）講師 博士（学術・総合研究大学院大学） ２００１年４月、ものつくり大学開学とともに着任。厚生労
働省からの委託事業「ものづくり技能の動向及び技能情報の普及に関する事業」（ものつくり研究情報センター）副座長を務め
る。（連絡先：０４８‐５６４‐３８２４／doi@iot.ac.jp）
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本
県
財
政
は
、
景
気
回
復
に
伴
い
税
収

増
が
期
待
で
き
る
も
の
の
、
福
祉
・
医
療

関
係
経
費
な
ど
義
務
的
経
費
を
中
心
に
歳

出
超
過
の
傾
向
に
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
ゆ
と

り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
の
実
現
に
向
け
て
、

本
県
の
強
み
を
活
か
し
た
産
業
施
策
・
労

働
施
策
の
推
進
に
資
す
る
事
業
へ
の
重
点

化
を
図
り
ま
し
た
。

主
な
新
規
事
業
及
び
重
要
施
策

（

）
内
は
平
成
１９
年
度
の
予
算
額

（
単
位：

千
円
）

１

産
業
競
争
力
の
強
化

�
安
心
埼
玉
を
支
え
る
新
産
業
創
造
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
二
七
、九
六
〇
）

環
境
産
業
、
健
康
・
医
療
産
業
、
福
祉

産
業
な
ど
安
心
埼
玉
を
支
え
る
新
た
な
産

業
の
創
造
を
図
る
。

�
産
学
交
流
プ
ラ

ザ
管
理
運
営
費

（
一
一
〇
、〇
七
六
）

「
新
都
心
ビ
ジ

ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ
」
を
整
備
し
、

交
流
・
連
携
す
る

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
の
活
性
化
拠
点

づ
く
り
を
さ
い
た

ま
新
都
心
地
域
に

お
い
て
展
開
す
る
。

２

中
小
企
業
の

事
業
革
新
と
経
営
安

定
の
た
め
の
支
援

�
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
機
能
強
化
事
業

（
二
、一
九
〇
）

国
際
規
格
に
基
づ
く
試

験
所
認
定
を
取
得
し
、
企

業
の
国
際
競
争
力
の
強
化

を
図
る
。

�
小
規
模
事
業
経
営
支
援
推
進
費

（
三
、〇
三
八
、〇
二
八
）

商
工
会
議
所
や
商
工
会
が
行
う
経
営
指

導
や
創
業
・
経
営
革
新
支
援
事
業
な
ど
へ

の
助
成
を
通
じ
て
、
小
規
模
事
業
者
の
活

性
化
を
図
る
。

�
中
小
企
業
向
け
制
度
融
資

（
三
、一
〇
九
、三
二
五
）

中
小
企
業
の
金
融
支
援
に
万
全
を
期
す

る
た
め
、融
資
枠
四
、〇
〇
〇
億
円
を
確
保
。

３

商
店
街
の
活
性
化

�
中
心
市
街
地
活
性
化
支
援
事
業

（
五
、四
二
三
）

改
正
中
心
市
街
地
活
性
化
法
の
施
行
に

伴
い
、
新
た
な
中
心
市
街
地
活
性
化
に
向

け
た
市
町
村
の
取
組
を
側
面
か
ら
支
援
す

る
。

４

魅
力
あ
る
観
光
の
推
進

�
八
都
県
市
２１
世
紀
の
船
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
事
業
費

（
三
、〇
〇
〇
）

公
民
協
働
で
首
都
圏
全
体
の
観
光
振
興

と
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

展
開
す
る
。

５

創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
支
援

�
理
研
連
携
に
よ
る
埼
玉
企
業
総
合
支
援

事
業

（
一
七
、九
三
二
）

理
化
学
研
究
所
敷
地
内
の
イ
ン
キ
ュ
ベ

ー
シ
ョ
ン
施
設
の
運
営
に
対
す
る
各
種
支

援
を
通
じ
て
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
理
研

と
の
連
携
に
よ
る
新
事
業
創
出
を
図
る
。

６

企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
推
進

�
企
業
立
地
・
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
推
進
事

業
費

（
三
五
、八
四
三
）

本
県
産
業
の
振
興
や
雇
用
創
出
、
税
収

確
保
を
図
る
た
め
、
企
業
誘
致
と
県
内
立

地
企
業
の
定
着
支
援
や
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大
を
図
る
。

７

産
業
を
支
え
る
人
材
の
能
力
開
発
と

就
業
支
援

�
団
塊
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
費

（
一
九
、八
一
七
）

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
目
指
す
団
塊
世
代

に
代
表
さ
れ
る
中
高
年
世
代
に
対
し
て

様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
支
援

を
行
う
。

�
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
置

費

（
四
七
、三
三
五
）

障
害
者
の
雇
用
の
場
の
創
出
に
重
点
的

に
取
り
組
む
た
め
、
企
業
へ
の
働
き
か
け

を
強
化
す
る
と
と
も
に
企
業
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

�
も
の
づ
く
り
人
材
強
化
事
業

（
八
三
、〇
四
〇
）

企
業
が
求
め
る
人
材
の
養
成
を
強
化
す

る
た
め
、
も
の
づ
く
り
系
科
目
を
中
心
に

２
年
制
の
拡
大
な
ど
高
等
技
術
専
門
校
の

訓
練
科
目
を
再
編
す
る
。

８

ゆ
と
り
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
働
け

る
環
境
づ
く
り

�
企
業
の
子
育
て
応
援
推
進
事
業

（
二
、八
九
四
）

関
係
機
関
や
経
済
団
体
等
と
連
携
し
て
、

仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き
る
働
き
や
す

い
職
場
環
境
の
整
備
に
向
け
た
企
業
の
取

り
組
み
を
支
援
す
る
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
５
）

��
平平
成成
１１９９
年年
度度
組組
織織
改改
正正
のの
概概
要要

１

「
商
業
・
工
業
分
野
」
の
再
編

中
心
市
街
地
の
活
性
化
な
ど
の
商
業
の

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た
め
の
商
業
支
援

課
、
研
究
開
発
や
技
術
支
援
で
の
積
極
的

な
支
援
を
行
う
た
め
の
工
業
支
援
課
に
役

割
を
分
担
し
、
産
業
分
野
の
支
援
を
強
化

し
ま
し
た
。

２

「
企
業
誘
致
・
経
営
支
援
課
」の
新
設

企
業
誘
致
推
進
室
を
創
業
・
企
業
支
援

課
に
統
合
し
、
経
営
支
援
と
一
体
化
す
る

こ
と
で
「
招
き
入
れ
、
育
て
る
」
体
制
を

強
化
し
、
課
名
も
企
業
誘
致
・
経
営
支
援

課
と
し
ま
し
た
。

３

「
団
塊
世
代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
新
設

退
職
期
を
迎
え
る
団
塊
世
代
に
代
表
さ

れ
る
中
高
年
世
代
で
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
目
指
す
方
を
支
援
す
る
た
め
、
団
塊
世

代
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
セ
ミ
ナ
ー
や
企
業
・
関

係
団
体
を
交
え
た
交
流
会
の
開
催
、
個
別

相
談
に
よ
り
、
能
力
活
用
、
就
業
、
地
域

活
動
な
ど
様
々
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応

じ
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

４
「
産
業
労
働
セ
ン
タ
ー
」
の
統
合

地
域
振
興
と
産
業
振
興
、
雇
用
対
策
を

一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、
産
業
労
働
セ

ン
タ
ー
を
地
域
創
造
セ
ン
タ
ー
と
統
合
し
、

機
能
の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

〈
問
合
せ
〉
県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
１
７
）

６６
月月
１１
日日
かか
らら
７７
日日
まま
でで

はは
ＨＨ
ＩＩ
ＶＶ
（（
エエ
イイ
ズズ
））

検検
査査
普普
及及
週週
間間
でで
すす
！！

県
内
の
保
健
所
で
は
、
匿
名
・
無
料
に

よ
る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
休
日
検
査
な
ど
を
実
施
す
る
な
ど
、

よ
り
受
け
や
す
い
体
制
を
整
備
し
て
い
ま

す
。少

し
で
も
感
染
に
不
安
な
方
は
、
各
保

健
所
又
は
県
疾
病
対
策
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
〉
県
疾
病
対
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
５
５
７
）

行
政
施
策
は
や
や
も
す
れ
ば
総
花
的
に

な
り
が
ち
だ
が
、
産
業
労
働
部
所
管
の
平

成
十
九
年
度
施
策
は
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る

と
と
も
に
、
施
策
間
の
連
携
も
あ
り
評
価

し
た
い
。

ま
た
特
に
将
来
を
見
越
し
、
長
期
的
視

点
に
た
っ
た
施
策
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど

長
期
計
画
と
の
連
関
が
窺
え
る
こ
と
か
ら

期
待
度
も
高
く
、
今
後
の
推
移
を
注
意
深

く
見
守
り
た
い
。

彩
の
国
か
ら
第第３３５５回回

県
政
情
報

産業労働部一般会計予算

伸び率

２．４％

―

平成１８年度

１８，９７７，９２７千円

１．１％

平成１９年度

１９，４３７，７５６千円

１．１％

予 算 総 額

一般会計構成比※

��
平平
成成
１１９９
年年
度度
産産
業業
労労
働働
部部
主主
要要
施施
策策

〜
産
業
労
働
部
が
重
点
的
に

取
り
組
む
施
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
〜

本
会
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

※県の一般会計予算に占める産業労働部事業予算
の割合

―２０―
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今
期
初
の
青
年
経
営
者
部
会
の
四
月

例
会
が
「
経
営
者
同
士
と
し
て
の
相
互

交
流
親
睦
会
」
と
題
し
、
四
月
九
日
�

午
後
、
浦
和
の
千
代
田
に
お
い
て
、
二

十
名
が
参
加
し
、
例
会
と
座
談
会
方
式

の
懇
談
会
及
び
懇
親
会
の
二
部
構
成
に

よ
り
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
例
会
は
、
参
加
す
る
全
員
に

改
め
て
経
営
者
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

会
社
の
沿
革
、
事
業
内
容
、
を
話
し
て

い
た
だ
き
、
会
員
間
の
深
耕
を
よ
り
一

層
深
い
も
の
に
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
の
拡
大
に
繋
げ
た
い
と
の
趣
旨
で
開

催
さ
れ
た
。

会
は
、
増
田
政
之
副
部
会
長
（
マ
ス

キ
ン
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
・
社
長
）
の

司
会
・
進
行
で
執
り
行
わ
れ
た
。
最
初

に
中
込
秀
明
部
会
長
（
富
士
電
子
・
社

長
）
が
開
会
の
挨
拶
を
行
い
、
続
い
て

の
連
絡
事
項
で
、
三
月
末
で
新
会
員
に

な
っ
た
梶
原
工
業
�
東
京
工
場
の
代
表

取
締
役
専
務
梶
原
靖
友
氏
を
紹
介
し
た
。

梶
原
氏
の
加
入
で
、
十
八
年
度
の
新
入

会
員
は
計
七
名
と
な
っ
た
。

事
業
紹
介
の
部
で
は
参
加
者
全
員
が
、

五
分
間
で
本
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、
会

社
の
沿
革
、
事
業
内
容
、
今
後
の
目
標
、

展
開
等
々
を
話
し
た
。
中
に
は
熱
心
に

メ
モ
を
取
る
姿
も
見
ら
れ
、
お
互
い
に

新
た
な
発
見
も
あ
り
、
相
互
理
解
、
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
繋
が
る
も
の
と

思
わ
れ
た
。
第
一
部
は
、
平
沼
大
二
郎

副
部
会
長
（
サ
イ
ホ
ー
・
社
長
）
の
閉

会
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

第
二
部
の
座
談
会
は
、
増
田
学
幹
事

（
友
栄
塗
装
・
社
長
）
の
司
会
・
進
行

で
執
り
行
わ
れ
た
。
最
初
に
田
中
徳
尚

特
別
会
員（
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
・

社
長
）
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
が
行
わ
れ
、

グ
ル
ー
プ
別
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始

ま
っ
た
。

Ａ
テ
ー
ブ
ル
の
司
会
・
進
行
は
藤
本

孝
雄
幹
事
（
フ
ジ
オ
ッ
ク
ス
・
社
長
）、

Ｂ
テ
ー
ブ
ル
の
司
会
・
進
行
は
町
田
渉

幹
事
（
狭
山
モ
ー
タ
ー
ス
ク
ー
ル
・
社

長
）
が
そ
れ
ぞ
れ
執
り
行
い
、
事
業
継

承
問
題
、
新
会
社
法
、
経
営
の
諸
問
題

等
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
深
く
本
音
の
議

論
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
全
体
の
懇
談

会
に
移
り
、
和
気
藹
々
の
懇
親
が
行
わ

れ
、
最
後
に
古
川
元
一
副
部
会
長
（
川

口
土
木
建
築
工
業
・
社
長
）
の
閉
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
盛
会
裏
の
う
ち
に
お
開

き
と
な
っ
た
。

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍、、転転職職ををササポポーートト！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

企業間の出向・移籍のお手伝いや転職を希望する在職者の方の
職業相談・職業紹介を行っております。
経験豊かで優秀な人材を紹介いたします。

無 料
情報の提供、相談、
あっせん等の費用
はかかりません。

出向・移籍の専門機関

全国ネット
全国４７都道府県の
事務所の情報を提
供します。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

例例
会会
とと
座座
談談
会会
のの
二二
部部
構構
成成

青
年
経
営
者
部
会
四
月
例
会
開
く

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

埼玉
事務所

挨
拶
す
る
中
込
秀
明
部
会
長

事
業
紹
介
す
る
増
田
政
之
社
長

―２１―



七

通
算
再
休
職
制
度
の
導

入
は

１
�
休
職
・
復
職
・
再
発
を
繰
り

返
す
社
員
の
取
扱
い
は

最
近
の
疾
病
休
職
の
問
題
は
、
私
傷

病
の
中
で
も
長
期
間
療
養
を
要
す
る
内

臓
疾
患
や
精
神
性
疾
患
が
増
大
の
傾
向

に
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た

病
気
は
、
治
癒
し
た
か
ど
う
か
の
判
断

が
難
し
い
場
合
が
あ
る
こ
と
や
、
軽
作

業
に
よ
る
療
養
継
続
と
い
っ
た
医
師
の

診
断
も
あ
っ
た
り
し
て
、
欠
勤
・
休
職
・

復
職
と
い
う
企
業
内
の
制
度
の
適
用
を

ど
う
す
べ
き
か
判
断
に
迷
う
こ
と
が
多

い
。そ

し
て
、
い
っ
た
ん
長
期
欠
勤
か
ら

休
職
と
な
っ
て
も
、
休
職
期
間
満
了
直

前
に
な
っ
て
急
に
主
治
医
等
か
ら
の

「
治
癒
」
な
い
し
「
通
常
就
労
可
能
」

と
い
っ
た
診
断
書
が
提
出
さ
れ
、
会
社

で
は
や
む
な
く
復
職
を
認
め
た
と
こ
ろ
、

復
職
し
て
も
数
ヶ
月
の
勤
務
で
ま
た
疾

病
が
再
発
や
増
悪
し
て
長
期
欠
勤
に
至

り
、
再
び
休
職
と
な
る
と
い
っ
た
復
職

と
再
発
に
よ
る
長
期
間
の
欠
務
を
繰
り

返
す
と
い
う
社
員
に
対
す
る
取
扱
い
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な

裁
判
例
が
参
考
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、

疾
病
に
よ
り
会
社
の
「
営
業
部
勤
務
を

経
歴
す
る
こ
と
が
将
来
に
お
い
て
も
全

く
望
め
な
く
な
っ
て
、
被
申
請
人
企
業

の
人
的
機
構
及
び
管
理
の
経
済
性
に
背

馳
す
る
事
態
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る

が
、
右
事
態
の
困
惑
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、
か
り
に
右
の
経
済
性
に
背
い
て
営

業
部
以
外
に
軽
作
業
の
ポ
ス
ト
を
予
後

の
申
請
人
の
た
め
に
用
意
し
て
み
た
と

こ
ろ
で
、
早
晩
申
請
人
の
疾
病
の
再
発

は
殆
ん
ど
必
至
で
あ
り
、
そ
の
定
年
ま

で
の
二
三
年
間
に
お
い
て
発
症
、
治
療
、

軽
快
が
循
環
す
る
に
伴
い
そ
の
つ
ど
病

欠
休
業
を
く
り
か
え
し
、
し
か
も
日
常

の
勤
務
に
お
い
て
も
絶
え
ず
申
請
人
の

両
膝
を
庇
う
よ
う
に
著
意
を
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
申
請
人
の
喫
緊
の

養
生
事
項
に
対
応
し
て
そ
の
健
康
管
理

上
の
措
置
及
び
責
任
が
さ
ら
に
加
重
さ

れ
て
被
申
請
人
の
業
務
の
正
常
の
運
営

が
阻
害
さ
れ
る
虞
れ
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

被
申
請
人
は
本
件
解
雇
の
予
告
を
す
る

に
い
た
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

右
認
定
の
事
情
の
も
と
に
お
い
て
、

被
申
請
人
と
申
請
人
間
の
雇
傭
関
係
を

解
消
す
る
か
（
な
お
、
本
件
は
、
ま
え

に
み
た
と
お
り
、
業
務
外
の
傷
病
に
よ

る
も
の
で
あ
る
が
、
労
働
基
準
法
一
九

条
は
業
務
上
の
傷
病
に
よ
る
解
雇
を
当

然
に
前
提
し
た
規
定
で
あ
る
。）、
あ
る

い
は
軽
作
業
の
ポ
ス
ト
を
用
意
し
て
そ

の
雇
傭
関
係
を
継
続
す
る
か
に
つ
い
て
、

被
申
請
人
は
自
己
の
計
算
に
お
い
て
い

ず
れ
か
を
選
択
し
う
る
自
由
が
あ
る
も

の
と
解
す
る
の
を
相
当
と
す
る
か
ら
、

被
申
請
人
が
後
者
を
捨
て
て
前
者
に
趨

っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
到
底
信
義
則
に

悖
る
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
申
請
人

の
右
主
張
も
ま
た
首
肯
し
が
た
い
も
の

と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」（
昭
四
九
・
五
・

二
七
東
京
地
裁
判
決
、
東
京
印
刷
紙
器

保
全
事
件
、
労
判
二
〇
二
号
五
一
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
会
社

と
し
て
私
傷
病
に
罹
患
し
た
こ
と
よ
り

従
業
員
に
対
し
て
予
期
し
て
い
た
通
常

の
勤
務
が
困
難
に
な
り
、
病
気
欠
勤
や

休
職
を
繰
り
返
す
と
い
っ
た
状
況
に
な

っ
た
場
合
に
、

�
軽
作
業
を
用
意
し
、
病
気
休
業
等
の

繰
り
返
し
を
認
め
て
雇
用
を
維
持
し

て
い
く
か
、

�
会
社
と
い
う
経
済
合
理
性
に
立
っ
た

営
業
主
体
と
し
て
一
定
の
労
働
者
保

護
と
の
調
和
を
図
り
、
休
職
等
の
繰

り
返
し
を
認
め
ず
に
、
雇
用
を
終
了

さ
せ
、
あ
る
い
は
解
雇
す
る
か
、

と
い
っ
た
こ
と
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も

企
業
の
裁
量
に
属
す
る
こ
と
と
い
え
る
。

２
�
休
職
期
間
の
中
断
又
は
通
算

休
職
制
度
と
は

長
期
欠
勤
、
休
職
、
復
職
、
再
度
の

欠
勤
、
再
休
職
、
再
復
職
と
い
っ
た
こ

と
を
繰
り
返
す
従
業
員
が
最
近
で
は
み

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

従
業
員
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
わ
が
国

に
お
け
る
傷
病
休
職
制
度
を
有
す
る
多

く
の
企
業
で
は
、
こ
の
よ
う
に
再
発
を

繰
り
返
す
従
業
員
の
存
在
を
念
頭
に
お

い
て
の
規
定
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
休
職
か
ら
復

職
し
て
も
再
度
発
病
・
増
悪
に
よ
り
欠

勤
を
開
始
し
、
再
度
休
職
に
至
る
と
い

っ
た
場
合
に
、
民
法
の
時
効
制
度
の
よ

う
に
そ
の
都
度
新
た
な
欠
勤
・
休
職
と

い
う
形
と
な
っ
て
�
振
り
出
し
�
に
戻

っ
て
、
そ
こ
か
ら
再
度
、
長
期
欠
勤
、

そ
し
て
休
職
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
、
従
業
員
の
定
年
ま
で
の
生

涯
を
通
じ
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
繰
り

返
し
に
な
っ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス

で
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
相

談
を
よ
く
受
け
る
。

こ
の
よ
う
な
長
期
欠
勤
や
休
職
を
繰

り
返
す
と
い
っ
た
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
合
理
的
に
取
扱
い
、
公
平
に
対

応
す
る
方
法
と
し
て
は
、「
休
職
期
間

の
中
断
」
と
い
う
制
度
や
「
再
休
職
（
通

算
休
職
）」制
度
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
前

後
の
休
職
期
間
を
通
算
す
る
制
度
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
定
を
就
業
規
則

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
八
十
四
回
―

傷
病
休
職
制
度
と
復
職
を

め
ぐ
る
問
題
（
そ
の
５
）

弁
護
士

安

西

�

�

連載
�

―２２―



〈就業規則例〉

（休職期間等の中断）

第○○条 業務外の疾病により長期療養欠勤となり、または休職を命じられ

た者が、傷病の治癒回復により出勤もしくは復職した後、○ヵ月以

内に再び同一または類似の事由により長期に欠勤するに至ったとき

は、第○○条又は第○○条の規定（欠勤、休職開始・休職期間、休

職、満了退職の定め）に関わらず、当該出勤期間中はその期間が中

断していたものとして直ちに長期欠勤または休職期間の再開として

扱うものとし、この場合には前後の欠勤または休職の期間は中断し

なかったものとみなして通算する。

� 前項の場合、長期とは一週間を超えてさらに継続して欠勤するこ

とが見込まれる場合をいい、この場合には現実に勤務した期間を除

いて、前後の欠勤または休職の期間を通算して第○○条または第○

○条の規定（欠勤、休職期間と期間満了退職の定め）を適用する。

〈就業規則例〉

（再休職）

第○○条 前条第○号（業務外の疾病）による休職中の労働者が復職した後、○
ヵ月以内に同一または類似疾病で一週間以上欠勤し、さらに長期に欠勤
することが見込まれるときは、当該欠勤を開始した日から「再休職」と
し、前休職期間と通算して、第○○条の規定（休職期間とその満了によ
る退職制度）を適用する。ただし、前休職期間の残期間が○ヵ月未満の
ときは再休職期間は○ヵ月として、第○○条の規定を適用する。

に
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
休
職
を
繰

り
返
す
従
業
員
へ
の
休
職
制
度
を
公

平
・
合
理
的
に
し
よ
う
と
す
る
企
業
も

最
近
で
は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
下
、
そ
の
よ
う
な
就
業
規
則
例
を
紹

介
す
る
。

〔
休
職
期
間
の
中
断
型
の
規
定
例
〕

「
休
職
期
間
の
中
断
」
型
の
就
業
規

則
の
定
め
と
い
う
の
は
、
業
務
外
の
疾

病
に
よ
っ
て
長
期
療
養
に
よ
る
欠
勤
ま

た
は
休
職
を
し
て
い
た
者
が
休
職
期
間

満
了
前
に
回
復
し
て
復
職
し
た
の
ち
、

三
ヵ
月
な
い
し
六
ヵ
月
以
内
（
一
年
間

と
い
う
企
業
も
あ
る
が
）
に
、
同
一
ま

た
は
類
似
の
疾
病
事
由
に
よ
り
欠
勤
す

る
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
再
度
の
長
期

療
養
欠
勤
期
間
ま
た
は
休
職
期
間
の
振

り
出
し
に
戻
り
、
そ
の
都
度
の
休
職
期

間
の
繰
り
返
し
と
い
っ
た
時
効
的
な
取

扱
い
と
は
し
な
い
制
度
で
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
再
度
の
欠
勤
期
間
は
直
前
の
長

期
欠
勤
や
休
職
期
間
に
つ
い
て
当
該
復

職
に
よ
っ
て
出
勤
し
た
期
間
中
は
中
断

し
て
い
た
も
の
と
し
て
、
前
後
の
休
職

期
間
等
は
こ
れ
を
通
算
す
る
と
い
う
就

業
規
則
の
規
定
を
お
く
取
扱
い
制
度
で

あ
る
。
こ
の
規
定
例
と
し
て
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

右
の
規
程
例
で
、「
同
一
ま
た
は
類

似
の
事
由
（
疾
病
）
に
よ
り
欠
勤
す
る

に
至
っ
た
と
き
は
」
と
し
て
い
る
の
は
、

主
治
医
に
お
い
て
健
康
保
険
の
適
用
上

の
期
間
制
限
の
関
係
も
あ
っ
て
、
疾
病

名
を
次
々
に
変
更
し
て
長
期
の
保
険
適

用
を
図
っ
て
い
く
と
い
う
取
扱
い
が
、

わ
が
国
で
は
一
般
的
な
医
療
保
険
上
の

取
扱
い
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
再
度
の
欠
勤
等
を

「
同
一
疾
病
」
に
限
る
と
す
る
こ
と
が
、

か
え
っ
て
不
合
理
で
あ
っ
て
実
情
に
合

わ
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
再
度
欠
勤
す
る
に
至
っ
た
事

由
が
当
該
疾
病
の
再
発
ま
た
は
増
悪
と

い
っ
た
ケ
ー
ス
で
長
期
に
欠
勤
の
継
続

が
見
込
ま
れ
る
場
合
を
い
い
、
病
気
欠

勤
開
始
後
一
週
間
を
超
え
て
更
に
長
期

に
欠
勤
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
、
中
断

制
度
の
適
用
を
す
る
と
い
っ
た
合
理
的

な
工
夫
が
適
用
上
必
要
で
あ
る
。

〔
再
休
職
型
の
規
程
例
〕

次
に
、「
再
休
職
（
通
算
休
職
）」型

の
就
業
規
則
の
規
定
と
は
、
疾
病
に
よ

る
休
職
者
が
復
職
し
た
場
合
、
復
職
後

短
期
間
（
例
え
ば
三
ヶ
月
〜
六
カ
月
）

で
再
び
再
発
・
増
悪
す
る
等
し
て
欠
勤

を
開
始
し
た
場
合
、
前
の
休
職
期
間
と

そ
の
後
の
同
一
ま
た
は
類
似
疾
病
等
に

よ
る
欠
勤
開
始
後
の
休
業
期
間
を
従
前

か
ら
の
休
職
期
間
と
し
て
通
算
す
る

「
再
休
職
期
間
」
と
定
め
て
前
後
の
休

職
を
通
算
す
る
制
度
で
あ
る
。
最
近
で

は
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
定
め
る
企
業

も
あ
る
。
そ
れ
は
短
期
間
に
復
職
・
欠

勤
・
休
職
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
繰
り
返

す
恒
常
的
な
疾
患
等
の
場
合
に
、
休
職

制
度
の
合
理
的
運
用
の
た
め
に
取
り
入

れ
ら
れ
る
も
の
で
一
般
に
次
の
よ
う
な

就
業
規
則
の
規
定
を
定
め
て
い
る
。

右
の
規
程
例
は
、
前
の
休
職
期
間
と

次
の
欠
勤
期
間
を
通
算
す
る
も
の
で
、

次
の
欠
勤
が
通
算
に
値
す
る
よ
う
な
長

期
欠
勤
が
見
込
ま
れ
る
場
合
で
あ
る
。

そ
こ
で
右
の
規
程
例
で
は
、「
長
期
欠

―２３―



勤
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
欠

勤
を
開
始
し
た
日
か
ら
更
に
長
期
の
欠

勤
が
見
込
ま
れ
る
場
合
」
と
し
た
が
、

病
気
欠
勤
開
始
一
週
間
以
内
に
診
断
書

を
求
め
、
今
後
一
ヵ
月
以
上
と
い
っ
た

欠
勤
療
養
を
要
す
る
よ
う
な
長
期
欠
勤

が
見
込
ま
れ
る
場
合
が
該
当
す
る
。
そ

し
て
、
こ
れ
は
事
実
認
定
の
問
題
で
あ

る
た
め
不
公
平
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

「
当
該
欠
勤
を
開
始
し
た
日
」か
ら「
再

休
職
」
と
し
て
通
算
す
る
定
め
と
し
た
。

次
に
、「
た
だ
し
、
前
休
職
期
間
の
残

日
数
が
○
ヵ
月
未
満
の
と
き
は
、
再
休

職
期
間
は
○
ヵ
月
と
し
て
、
○
○
条
の

規
定
を
適
用
す
る
」
と
し
た
の
は
、
前

の
休
職
期
間
満
了
直
前
に
な
っ
て
復
職

し
た
よ
う
な
場
合
に
は
、「
再
休
職
」

の
欠
勤
要
件
を
充
足
し
た
ら
直
ち
に
休

職
発
令
と
な
り
、
残
日
数
の
状
況
に
よ

っ
て
は
わ
ず
か
数
日
と
か
二
週
間
と
か

い
っ
た
短
期
間
で
「
休
職
期
間
満
了
」

に
よ
り
、
退
職
ま
た
は
解
雇
に
な
る
こ

と
も
生
じ
得
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
前
の
休
職
期
間
が
ほ
と
ん
ど
経
過

し
残
休
職
期
間
ゼ
ロ
に
な
っ
て
い
た
り
、

僅
少
な
日
数
し
か
残
っ
て
い
な
か
っ
た

た
め
直
ち
に
解
雇
ま
た
は
退
職
に
な
る

と
い
う
の
は
社
会
通
念
上
相
当
で
は
な

い
の
で
、
最
低
限
度
の
休
職
期
間
（
一

カ
月
〜
三
ヵ
月
）
は
設
け
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
労
務
管
理
上
の
配
慮
的
な
理

由
か
ら
「
最
低
の
再
休
職
期
間
」
の
日

数
を
置
く
必
要
が
生
じ
て
く
る
た
め
に

「
た
だ
し
書
き
」
を
も
っ
て
規
定
し
た

の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
休
職
期
間
等
の
「
通
算

制
度
」
に
つ
い
て
判
例
は
、「（
勤
務
軽

減
の
）
特
例
措
置
を
受
け
て
い
た
期
間

中
は
、
病
気
が
治
癒
し
て
勤
務
し
た
と

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
出
勤
前
後
の
勤
務
し
な
い
期
間
ま

た
は
休
職
期
間
が
通
算
さ
れ
る
と
解
す

る
こ
と
に
は
、
合
理
性
が
あ
る
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。」（
平
一
五
・
五
・
三
〇

大
阪
地
裁
判
決
、
日
本
郵
政
公
社
事
件
、

労
経
速
一
八
四
七
号
二
一
頁
）
と
し
て

肯
定
し
て
い
る
。

復
職
し
た
場
合
に
も
、
再
発
ま
た
は

増
悪
し
て
一
定
の
期
間
内
で
さ
ら
に
長

期
の
欠
勤
に
前
の
休
職
事
由
と
実
質
的

に
同
一
な
事
由
を
も
っ
て
入
る
と
い
う

こ
と
は
、
当
該
疾
病
の
再
発
・
増
悪
等

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
再
度
欠
勤
し
、

休
業
に
至
る
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
本

来
は
完
治
は
し
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で

あ
る
か
ら
、
前
後
の
休
職
の
通
算
は
差

し
支
え
な
く
、
こ
れ
は
合
理
的
な
も
の

と
解
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

平
成
一
九
年
四
月
一
日
施
行
の
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
の
改
正
で
、
従
来
の

妊
娠
・
出
産
・
産
前
産
後
休
業
取
得
等

を
理
由
と
す
る
解
雇
の
禁
止
に
加
え
て
、

妊
娠
・
出
産
等
を
理
由
と
す
る
解
雇
以

外
の
不
利
益
取
扱
い
に
つ
い
て
も
禁
止

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
、
注
意
を

要
す
る
。
す
な
わ
ち
、

同
法
で
は
、
妊
娠
、

出
産
、
母
性
健
康
管

理
措
置
、
産
前
産
後

休
業
の
請
求
、
就
業

制
限
の
行
使
、
そ
の

他
各
種
の
法
律
上
の

請
求
措
置
、
育
児
時
間
の
請
求
・
取
得
、

妊
娠
・
出
産
に
起
因
す
る
症
状
に
よ
り

労
務
の
提
供
が
で
き
な
い
こ
と
、
も
し

く
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
は
労

働
能
率
が
低
下
し
た
こ
と
等
を
理
由
と

す
る
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
が
規
定
さ

れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
企
業
実
務
で
は
、妊
娠
・

出
産
に
起
因
す
る
症
状
は
私
的
な
も
の

で
一
般
の
疾
病
と
同
じ
扱
い
と
す
る
場

合
が
多
か
っ
た
が
、
今
回
の
改
正
で
は
、

特
別
な
保
護
の
取
扱
い
が
定
め
ら
れ
た

と
い
え
る
。

そ
し
て
、
パ
ー
ト
や
派
遣
ス
タ
ッ
フ

等
有
期
雇
用
者
に
つ
い
て
の
妊
娠
・
出

産
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益
取
扱
い
と

し
て
「
指
針
」
で
、「
期
間
を
定
め
て

雇
用
さ
れ
る
者
」
に
つ
い
て
、「
契
約

の
更
新
を
し
な
い
こ
と
」、「
あ
ら
か
じ

め
契
約
の
更
新
回
数
の
上
限
が
明
示
さ

れ
て
い
る
場
合
に
、
当
該
回
数
を
引
き

下
げ
る
こ
と
」、「
派
遣
労
働
者
と
し
て

就
業
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
派
遣
先
が

当
該
派
遣
労
働
者
に
か
か
わ
る
労
働
者

派
遣
の
役
務
の
提
供
を
拒
む
こ
と
」
等

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
た
と
え
ば
八
月
末
日
に
契

約
期
間
が
満
了
す
る
パ
ー
ト
等
に
つ
い

て
、
有
期
雇
用
期
間
中
の
三
月
に
産
前

休
暇
に
入
り
、
五
月
に
出
産
し
、
直
ち

に
産
後
休
暇
に
入
り
、
期
間
満
了
の
八

月
末
日
に
は
産
後
休
業
期
間
は
経
過
し

た
も
の
の
当
該
出
産
に
起
因
す
る
症
状

に
よ
り
、
産
後
休
業
後
も
労
働
不
能
の

状
態
が
続
い
て
い
る
場
合
に
も
、「
指

針
」
に
よ
れ
ば
、
九
月
一
日
の
契
約
更

新
時
に
出
産
に
よ
る
労
働
不
能
状
態
を

理
由
に
、
現
に
就
業
で
き
る
状
態
に
な

い
の
だ
か
ら
と
し
て
更
新
し
な
い
こ
と

が
、
出
産
等
を
理
由
と
し
て
契
約
更
新

を
し
な
い
こ
と
に
な
り
、
不
利
益
取
扱

い
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な

女
性
労
働
者
に
つ
い
て
も
契
約
更
新
時

に
実
際
に
労
務
を
提
供
で
き
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
労
働
契
約
を
更
新
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ラ

更
新
」
が
必
要
に
な
る
。

「
指
針
」
で
は
、
更
新
の
期
待
が
全

く
な
い
契
約
期
間
終
了
が
明
示
さ
れ
て

い
る
有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い
て
ま
で
、

更
新
す
べ
き
こ
と
は
求
め
て
は
い
な
い
。

し
か
し
、
自
動
更
新
や
一
定
の
要
件
の

も
と
で
更
新
期
待
の
あ
る
有
期
労
働
契

約
、
反
復
継
続
さ
れ
て
い
る
契
約
の
場

合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
カ
ラ
更
新
の
必

要
性
が
発
生
し
、
紛
争
と
な
る
ケ
ー
ス

が
予
想
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
有
期
契
約
労
働
者
に
つ
い

て
も
、
育
児
・
介
護
休
業
が
認
め
ら
れ

る
が
、
育
児
休
業
の
取
得
要
件
は
、
�

同
一
の
事
業
主
に
引
き
続
き
雇
用
さ
れ

た
期
間
が
一
年
以
上
で
あ
る
こ
と
、
�

子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
誕
生
日
の
前

日
）
を
超
え
て
引
き
続
き
雇
用
さ
れ
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
従
来
は
妊
娠
・
出
産
に

よ
る
労
働
不
能
の
場
合
に
は
、
更
新
要

件
を
充
足
せ
ず
、
育
児
休
業
取
得
要
件

に
該
当
し
な
か
っ
た
者
で
も
、
平
成
一

九
年
四
月
以
降
は
、
カ
ラ
更
新
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
結
果
的
に
育
児

休
業
の
取
得
要
件
を
満
た
す
ケ
ー
ス
も

発
生
す
る
こ
と
と
な
る
。

パ
ー
ト
・
派
遣
社
員
の

妊
娠
・
出
産
の
不
利
益

取
扱
い
の
禁
止

弁
護
士

安
西

�
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会 報 三 三 二 号 （ ０６ 年 ４ ・ ５ 月 号 ）

に ご 紹 介 し た 以 後 （ ０７ 年 ３ 月 ３１ 日

現 在 ） の 埼 玉 県 労 働 委 員 会 に 提 訴 、

解 決 ・ 係 属 さ れ た 不 当 労 働 行 為 事

件 と 調 整 事 件 の 各 一 覧 及 び 関 連 の

統 計 表 を ご 参 考 に 掲 載 す る 。

不 当 労 働 行 為 事 件 で は 、 昨 年 度

か ら の 係 属 は 九 件 で 、 そ の 後 の 申

立 は 四 件 （ 昨 年 は 九 件 ） と な っ て

い て 計 十 三 件 。 解 決 が 八 件 （ そ の

う ち 命 令 二 件 、 和 解 六 件 ） で あ り 、

五 件 が 次 年 度 繰 越 と な っ た 。

調 整 事 件 は 十 四 件 （ 昨 年 は 二 十

二 件 ） と な り 、 次 年 度 へ の 繰 越 は

二 件 。 経 済 的 事 項 が 七 件 と 昨 年 よ

り 一 件 減 少 し 、 非 経 済 的 事 項 は 十

七 件 で 十 一 件 減 少 し た （ 一 事 件 で

重 複 あ り ） 。

な お 、 本 欄 は 三 月 末 現 在 で 、 そ

の 後 の 申 し 立 て や 解 決 事 案 も あ り

う る の で 付 記 し て お く 。

最 近 に お け る

埼 玉 県 労 働 委 員 会 の 審 査 状 況

平成１８年度 不当労働行為事件の概要（■は終結した事件）

審査実施回数（１８年度）

計

２
�

８
�

８
�

１０
�

６
�

８
�

６
�

１２
�

和解

―
�

６
	

３



５
�

―

３
�

―

３
�

審問

―
�

―

３
�

２
�

４



２
�

―

４



調査

２
�

２
�

２


３
�

２
�

３
�

６
�

５
�

審査現況
［終結状況］
（経過日数）

１９．２．９ 命令交付
一部救済

（１４９３日）

１９．１．２３ 関与和解
（１０４８日）

１９．２．１５ 審問終結
（６４０日）

調査中 次回�調
（４８９日）

１９．２．９ 命令交付
一部救済

（４２２日）

１８．１１．２７ 関与和解
平成１８年（不）第４号
事件と併合

（３２６日）

１８．１２．２２ 関与和解
（２９１日）

１８．１２．２６ 関与和解
（２８９日）

企業
規模

１８０人

２５４人

７５人

１１０人

７６人

８０６人

６人

３，２００
人

業種

運輸業
［道路貨物運送業］

教育、学習支援業
（自動車教習所を
含む）

教育、学習支援業
（自動車教習所を
含む）

運輸業
［道路旅客運送業］

サービス業
［廃棄物処理業］

教育、学習支援業
（自動車教習所を
含む）

サービス業
［物品賃貸業］

公務
［市町村機関］

被申立人

株式会社A

学校法人 B

有限会社 C

有限会社D

E株式会社

国立大学法人 F

有限会社G

H

加盟上
部団体

連合

全労連

連合

全労連

無所属

全労連

無所属

無所属

申立人
別

組 合
上 部

組 合
上 部
個 人

組 合

組 合

組 合

組 合

組 合

組 合

申立人

�関東化学一般労働組合
�関東化学一般労働組合A支部

�B高等学校教職員組合
�埼玉県私立学校教職員組合連合
�B１ �B２ �B３ �B４ �B５
�B６ 	B７ 
B８ �B９

日本労働組合総連合会、全国交通
運輸労働組合総連合、埼玉交通運
輸労働組合、C支部

�D労働組合

E株式会社労働組合

東京公務公共一般労働組合

全国一般埼京ユニオン

H地区教職員組合

該当号

１２３

１３

１２３

１２３

１３

１２３

１２３

１２３

主な請求する
内容

原職復帰（解雇）
不利益取扱撤回
団体交渉応諾
文書手交・掲示

不利益取扱撤回
バックペイ
支配介入禁止
文書掲示

不利益取扱撤回
バックペイ
団体交渉応諾
文書掲示・交付
支配介入禁止

不利益取扱撤回
損害金等請求
団体交渉応諾
支配介入禁止
文書掲示

不利益取扱撤回
バックペイ
支配介入禁止

不利益取扱撤回
バックペイ
団体交渉応諾
支配介入禁止
文書掲示

不利益取扱撤回
団体交渉応諾
原職復帰（解雇）

不利益取扱撤回
支配介入禁止
団体交渉応諾

申立
年月日

１５．１．９

１６．３．１２

１７．６．３０

１７．１１．２８

１７．１２．１５

１８．１．６

１８．３．７

１８．３．１３

事 件 名

A

B

C

D

E

F

G

H

事件
番号

１５―１

１６―３

１７―３

１７―５

１７―６

１８―１

１８―２

１８―３

�

１

２

３

４

５

６

７

８

（平成１９年３月３１日現在）

―
２５
―



３
�

５
�

４
�

―

―

７２

―

１
�

―

―

―

２１

―

―

１
�

―

―

１６

３
�

４
�

３
�

―

―

３５

１８．１１．２７ 関与和解
平成１８年（不）第１号
事件と併合

（２４９日）

１８．１２．５ 関与和解
（２３１人）

審問中 次回�審
（１７３日）

調査中 次回�調
（１８日）

調査中 次回�調
（３日）

年 度 計

８０６人

３２８人

５６人

１１７人

２５０人

（注）審査実施回数の上段は平成１８年度、下段（ ）内は、通算回数である。

教育、学習支援業
（自動車教習所を
含む）

教育、学習支援業
（自動車教習所を
含む）

運輸業
［道路旅客運送業］

運輸業
［道路旅客運送業］

医療、福祉業
［医療業］

国立大学法人 I

学校法人 J

有限会社K

有限会社 L

医療法人M

全労連

全労連

全労連

全労連

無所属

組 合

組 合
上 部

組 合

組 合

組 合

東京公務公共一般労働組合

�J 教職員組合
�埼玉県私立学校教職員組合連合

K労働組合

�L 労働組合

全国一般埼京ユニオン

１２
３４

２

１

２

２

不利益取扱撤回
支配介入禁止
団体交渉応諾
文書掲示

団体交渉応諾
文書掲示

不利益取扱撤回
損害金等請求
文書手交・掲示

団体交渉応諾

団体交渉応諾

１８．３．２４

１８．４．１９

１８．１０．１０

１９．３．１４

１９．３．２９

I

J

K

L

M

１８―４

１８―５

１８―６

１９―１

１９―２

９

１０

１１

１２

１３

平成１８年度 調整事件の概要

終 結 区 分

解決
自主解決

解決
あっせん案受諾

打切り
主張対立

解決
自主解決

解決
自主解決

解決
協定締結

打切り
あっせん拒否

解決
あっせん案受諾

打切り
あっせん拒否

取下げ

調 整
回 数

１

２

１

２

２

２

０

１

０

２

所 要
日 数

９２

７５

２５

８４

８５

５２

１１

２８

３６

９６

終 結
年 月 日

１８．４．１７

１８．５．２３

１８．４．１０

１８．７．１９

１８．９．１４

１８．８．２３

１８．９．１

１８．９．２１

１８．１１．８

１９．１．２２

調 整 事 項

１ 団交促進
２ 誠実団交

１ 団交促進

１ 解雇問題
２ 組合活動

１ 労使合意事項の遵守

１ 未払い賃金
２ 賃上げ
３ 一時金
４ 団交促進

１ クレジットカードの手数料負担
２ 有給休暇買上

１ 組合活動
（街宣活動の中止）

１ 解雇問題

１ 解雇問題

１ 団交促進

申 請
年 月 日

１８．１．１６

１８．３．１０

１８．３．１７

１８．４．２７

１８．６．２２

１８．７．３

１８．８．２２

１８．８．２５

１８．１０．４

１８．１０．１９

加 盟
上 部 団 体

全 労 連

全 労 連

無 所 属

連 合

連 合

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

無 所 属

申請者
区 分

労

労

使

労

労

労

使

労

労

労

組 合 員 数
（社内組合員数）
従 業 員 数

７０
１３０

３７
６１

３５０
�
７

４３
１３９

４０
１６６

１５０
１８０

８００
�
７７０

３８０
�
７

８００
�
７０

８５０
�
１０

業 種

地方公務

廃棄物処理

専門サービス

道路旅客運送業

製造業

道路旅客運送業

食品製造業

その他の事業
サービス業

食品製造業

人材派遣業

所 在 地

狭 山 市

宮 代 町

さいたま市

行 田 市

さいたま市

川 口 市

上 尾 市

さいたま市

毛 呂 山 町

さいたま市

調 整
区 分

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

あ っ せ ん

事件名

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

事件
番号

１８―２

１８―５

１８―６

１８―７

１８―８

１８―９

１８―１０

１８―１１

１８―１２

１８―１３

�

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

（平成１９年３月３１日現在）

―
２６
―



表１ 不当労働行為事件 取扱状況

１８年度

９

４

１３

－

－

６

－

２

－

－

８

５

１７年度

８

９

１７

１

－

４

－

２

１

－

８

９

１６年度

１１

５

１６

１

４

－

－

２

１

－

８

８

１５年度

１３

５

１８

１

１

２

－

２

１

－

７

１１

１４年度

１２

６

１８

－

２

－

－

２

１

－

５

１３

区 分

前 年 度 繰 越

新 規 申 立 て

計

取 下 げ

自 主 和 解

関 与 和 解

全 部 救 済

一 部 救 済

棄 却

却 下

計

次 年 度 繰 越

取
下
・
和
解

命
令
・
決
定

係
属
件
数

終

結

件

数

表２ 当該年度の取扱件数（前年度繰越＋新規申請）

１８年度

３

１１

１４

当該年度における終結件数（前年度繰越分を含む）

１８年度

７

４

０

１

１２

６３．６

２
※解決率＝解決件数／解決件数＋打切り・不調件数
×１００

１７年度

３

１９

２２

１７年度

１１

５

０

３

１９

６８．８

３

１６年度

４

１６

２０

１６年度

４

１０

０

３

１７

２８．６

３

項 目

前年度繰越

新 規 申 請

計

項 目

解 決

打切り・不調

不 開 始

取 下 げ

計

解決率（％）

次 年 度 繰 越

取
扱
数

終

結

件

数

表３ 組合の上部団体別件数

１８年度

３�

４�

０�

７�

１４�

１７年度

５�

１１�

１�

５�

２２	

１６年度

５


１１�

２�

２�

２０�

区 分

連 合

全 労 連

全 労 協

無 所 属

計

表４ 業種別件数

１８年度

０

４

０

２�
２�
０�
０

０

０

２�
３�
０

３�
３�

１４�

１７年度

０

６�
０

５

２�
３�
０

０

０

９�
０

９�
２�

２２	

１６年度

０

３�
０

４�
０

４�
０

０

０

１２
３�
９�
１�

２０�

区 分

建 設 業

製 造 業

電気・ガス・水道業

運 輸 ・ 通 信 業

道 路 旅 客 運 送 業

道 路 貨 物 運 送 業

そ の 他

卸 売 ・ 小 売 業

金 融 ・ 保 険 業

医 療 ・ 福 祉

サ ー ビ ス 業

教 育

上記以外のサービス業

公 務

計

（
次
年
度
繰
越
）

打
切
り

主
張
対
立

解
決

協
定
締
結

（
次
年
度
繰
越
）

２２１１

８７５４

１９
．
３
．２２

１９
．
３
．２３

１
誠
実
団
交

２
現
業
職
給
与
構
造
の
改
善

１
誠
実
団
交

２
超
過
勤
務
手
当
支
払

３
パ
ワ
ハ
ラ
発
言
謝
罪

１
団
交
促
進

１
組
合
員
の
派
遣
期
間
の
更
新

２
い
じ
め
問
題
の
解
決

１８
．１２
．２５

１８
．１２
．２６

１９
．
１
．２９

１９
．
２
．２１

全
労

連

全
労

連

無
所

属

連
合

労労労労

５７
８５０

１６５
３９０

３８０
１００８�６００

地
方
公
務

社
会
福
祉

社
会
福
祉

自
動
車
部
品
製
造
業

飯
能

市

川
口

市

富
士
見
市

行
田

市

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

あ
っ
せ
ん

KLMN

１８
―１４

１８
―１５

１９
―０１

１９
―０２

１１１２１３１４審査事件・調整事件取扱状況総括表 （各表とも平成１９年３月３１日現在、単位：件）

表５ 調整事項別件数

１８年度

１�
２�
１�

１�
２�
７�

２�
０�
３�
１�
８�
４

１７�

２４�
※ひとつの事件で複数の調整項目があるため、取扱
件数とは一致しない。

１７年度

１�
２�

１�
４

８�

８�
３�
２�
２�
１１�
２�
２８�

３６�

１６年度

２�
２�
１�

４

９�

２�
３�
５�
４

１３

２７�

３６�

区 分

ａ 賃 上 げ

ｂ 賃金減額

ｃ 一 時 金

ｄ 退 職 金

ｅ 労働時 間・
休 日 休 暇

ｆ そ の 他

小 計

ｇ 組合活動

ｈ 労働協約

ｉ 解雇・雇止め

ｊ そ の 他 の
経営・人事

ｋ 団交促進

ｌ そ の 他

小 計

合 計

経

済

的

事

項

非

経

済

的

事

項

※表２～表５は調整事件総括表

※（ ）内は新規事件に係る件数

―２７―



(平成18年1月～12月)

13％�
解雇�

11％�
休日制度�
労働時間・�

労働契約�
10％�

19％�
賃金支払�

(周知・作成・届出)
就業規則�

8％�

有給休暇�
10％�

割増賃金�
9％�

安衛法関係�
3％�

15％�
過重労働�
2％�

その他�

労働基準関係相談内容の内訳�

一般労働者及びパートタイム労働者の総実労働時間に係る全国・東京・埼玉の比較（規模30人以上）�

1,996
14年�

1,913
2,026
1,172
1,078
1,110

2,004
15年�

1,902
2,050
1,180
1,064
1,104

2,021
16年�

1,952
2,040
1,176
1,100
1,147

2,009
17年�

1,943�
�2,028

1,170
1,079
1,106

2,023
18年�

1,966
2,047
1,178
1,096
1,090

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200
時間�

一般労働者　全国�
一般労働者　東京�
一般労働者　埼玉�
パートタイム労働者　全国�
パートタイム労働者　東京�
パートタイム労働者　埼玉�

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

埼
玉
県
の
経
済
情
勢
は
、
個
人
消
費
で
持
ち

直
し
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
ほ
か
、
企
業
の

設
備
投
資
な
ど
が
好
調
で
あ
る
こ
と
か
ら
穏
や

か
に
回
復
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
景
気
回
復
を

背
景
に
、
県
内
雇
用
情
勢
は
確
実
に
改
善
基
調

に
あ
る
。
有
効
求
職
者
数
は
、
平
成
１８
年
４
月

以
降
９
月
連
続
前
年
同
月
比
２
桁
減
で
あ
り
、

有
効
求
人
倍
率
（
季
節
調
整
値
）
は
平
成
１８
年

３
月
に
約
１４
年
ぶ
り
に
１
・
０
倍
の
大
台
を
超

え
、
ほ
ぼ
全
国
平
均
並
み
と
な
っ
て
い
る
。
一

方
で
高
齢
者
の
求
人
倍
率
は
依
然
低
く
、
ま
た

正
社
員
求
人
は
半
数
以
下
で
あ
る
が
、
求
職
者

の
４
人
中
３
人
は
正
社
員
を
望
ん
で
い
る
な
ど

雇
用
形
態
間
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
依
然
大
き
い
。

他
方
、
労
働
条
件
確
保
を
巡
っ
て
は
、「
総

合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
寄
せ
ら
れ
る
相
談

件
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
解
雇
や
労
働
条

件
に
関
す
る
相
談
が
若
干
減
少
す
る
一
方
で
、

「
い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
」
が
増
加
す
る
な
ど
多

様
化
の
動
き
が
み
ら
れ
る
。
労
働
災
害
に
つ
い

て
は
脳
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
事
案
の
労
災

請
求
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
過
重
労
働
対

策
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
石
綿
関
連
疾
患
対
策
に
つ
い

て
は
社
会
的
関
心
が
高
い
こ
と
か
ら
積
極
的
な

取
組
を
行
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

一
層
迅
速
・
適
正
な
対
応
が
不
可
欠
で
あ
る
。

若
さ
が
特
長
と
さ
れ
た
本
県
の
人
口
構
成
も
、

団
塊
世
代
は
全
国
第
４
位
の
多
さ
で
あ
り
今
後

の
高
齢
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
他
県
以
上
と
い
わ
れ

る
。
こ
の
ま
ま
新
た
な
対
策
を
講
じ
な
い
で
い

る
と
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
経
済
成
長

の
鈍
化
や
税
・
社
会
保
障
負
担
の
増
大
、
非
正

規
労
働
者
の
増
加
に
よ
る
将
来
の
格
差
拡
大
や

少
子
化
の
一
層
の
進
行
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。

こ
の
た
め
、
平
成
１９
年
度
埼
玉
労
働
局
で
は
、

労
働
力
人
口
減
少
下
で
あ
っ
て
も
持
続
的
成
長

が
可
能
な
雇
用
シ
ス
テ
ム
構
築
へ
ス
タ
ー
ト
し

て
い
く
こ
と
と
す
る
。
そ
の
際
に
は
、
昨
年
９

月
に
Ｉ
Ｌ
Ｏ
（
国
際
労
働
機
関
）
ア
ジ
ア
地
域

会
合
に
お
い
て
、
参
加
各
国
の
労
使
が
協
調
し

て
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ
た「
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
（decent

w
ork

、
適
切
な
仕
事
）
の

実
現
」
が
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
。
多
種

多
様
な
人
材
が
そ
れ
ぞ
れ
有
す
る
能
力
を
最
大

限
伸
ば
す
と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、「
仕
事
と

生
活
の
調
和
が
と
れ
た
働
き
方
を
実
現
す
る
こ

と
」
に
よ
り
「
個
人
が
安
心
・
納
得
し
て
能
力

を
発
揮
で
き
る
」
雇
用
環
境
作
り
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
次
の
二
つ
が
大
き
な
柱
と
な
る
。

一
は
、
若
者
、
女
性
、
高
齢
者
、
障
害
者
等

働
く
意
思
が
あ
っ
て
、
働
け
る
状
態
に
あ
る
方

は
誰
で
も
就
業
参
加
し
、
社
会
の
支
え
手
に
な

る
こ
と
が
で
き
る
全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
。

二
は
、
就
業
後
で
あ
っ
て
も
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
が
と
れ
た
職
場
」
で
あ
っ
て
、「
健
康

で
安
心
・
納
得
し
て
自
ら
の
能
力
を
存
分
に
発

揮
で
き
る
雇
用
環
境
」
の
整
備
で
あ
る
。

こ
の
二
本
柱
で
「
す
べ
て
の
人
に
適
切
な
仕

事
」（
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
・
フ
ォ
ー
オ

ー
ル
）
の
実
現
を
図
っ
て
い
く
。

２

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が

変
化
す
る
中
で
の
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
、

健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の
整
備

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
、

す
べ
て
の
労
働
者
が
適
法
な
労
働
条
件
の
下
で

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
労
働
条
件
の
確
保
・
改
善
対
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
全
て
の
労
働
者
が
健
康
で
安
全

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
職

場
に
お
け
る
安
全
と
健
康
の
確
保
対
策
、迅
速
・

適
正
な
労
災
補
償
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。労

働
条
件
の
確
保
・
改
善
の

た
め
に

■

県
内
の
各
労
働
基
準
監
督
署
と
「
総
合
労
働

相
談
コ
ー
ナ
ー
」
に
、
平
成
１８
年
１
年
間
に

寄
せ
ら
れ
た
労
働
基
準
関
係
の
相
談
は
、
５

９
、２
１
４
件
あ
り
ま
し
た
。

前
年
に
比
べ
、
２
・
５
％
の
減
少
と
は
な
り

ま
し
た
が
、
極
め
て
多
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
基
準
関
係
法
令
上
の
問
題
が
認
め
ら
れ

る
賃
金
不
払
、
解
雇
等
に
係
る
申
告
・
相
談

が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
迅
速
・
的
確
に
対
処

し
ま
す
。

■

労
働
時
間
の
把
握
を
適
正
に
行
わ
ず
、
法
定

の
割
増
賃
金
を
適
正
に
支
払
わ
な
い
賃
金
不

払
残
業
事
案
に
対
し
て
厳
正
に
対
処
し
ま
す
。

■

労
働
時
間
に
お
い
て
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
を
除
い
た
一
般
労
働
者
の
時
間
数
が
、

全
国
平
均
及
び
東
京
に
比
し
て
長
時
間
と
な

っ
て
い
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
や
所
定
外
労
働

の
削
減
の
た
め
の
労
使
の
自
主
的
な
取
組
を

促
し
、
ま
た
、
弾
力
的
な
労
働
時
間
制
度
の

普
及
促
進
と
適
正
な
運
用
の
確
保
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
個
々
の
労
働
者
の
健
康
や
生
活

に
配
慮
し
た
労

働
時
間
等
の
設

定
の
改
善
を
促

進
し
ま
す
。

■

長
時
間
に
わ
た

る
恒
常
的
な
時

間
外
労
働
を
な

く
し
、
ま
た
過

重
労
働
に
よ
る

健
康
障
害
を
防

止
す
る
た
め
、

時
間
外
労
働
協

定
の
適
正
な
締

結
の
確
保
と
時

間
外
労
働
の
限

度
基
準
の
遵
守

に
つ
い
て
周

知
・
指
導
し
ま

す
。

平
成
十
九
年
度

労
働
行
政
の
あ
ら
ま
し

厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局

◆
埼
玉
労
働
局
の
重
点
対
策
◆

１

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境

２

労
働
者
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る
中
で
の
労
働
条

件
の
確
保
・
改
善
、
健
康
で
安
心
し
て
働
け
る
環
境
の

整
備

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

４

性
差
別
の
な
い
雇
用
環
境
の
実
現
と
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用

労基法第３７条（割増賃金）違反勧告の状況
（平成１８年度第１～第３・四半期）

事業場数 対象者数（人） 金額（千円）

違反勧告の対象 ４３０ ３，２７１ ２４０，５３７

上記のうち、１００万円
以上遡及払い事業場 ３５ １，３３８ ２０１，４９９

―２８―



人�休業4日以上の死傷者数の推移�

※平成18年の数は推定値�

7,402

6,952

6,847

6,913

6,516

6,667

6,512

6,339

6,480

平成10年�

平成11年�

平成12年�

平成13年�

平成14年�

平成15年�

平成16年�

平成17年�

平成18年�

平成19年�

第
九
次
計
画
�

第
十
次
計
画
�

■

監
督
指
導
は
適
法
な
労
働
条
件
を
確
保
す
る

た
め
是
正
改
善
の
徹
底
を
図
り
、
遵
法
水
準

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会

に
お
い
て
、
関
係
法
令
の
周
知
徹
底
に
努
め

ま
す
。

最
低
賃
金
等
の
履
行
確
保
の

た
め
に

■

埼
玉
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全
て
の
労
働
者

に
適
用
さ
れ
る
「
埼
玉
県
最
低
賃
金
」、
及

び
特
定
の
産
業
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ

る
「
産
業
別
最
低
賃
金
」の
履
行
を
確
保
す

る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
周
知
に
努

め
、
ま
た
効
果
的
な
監
督
指
導
を
実
施
し
ま

す
。

■

家
内
労
働
を
委
託
す
る
場
合
の
最
低
工
賃
に

つ
い
て
は
、
事
業
の
種
類
、
作
業
ご
と
に
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

最
低
工
賃
に
つ
い
て
は
、
委
託
者
団
体
、
広

報
機
関
等
を
活
用
し
、
周
知
に
努
め
る
と
と

も
に
、
家
内
労
働
手
帳
の
交
付
の
徹
底
な
ど

家
内
労
働
法
の
履
行
確
保
に
努
め
ま
す
。

労
働
災
害
防
止
の
た
め
に

平
成
１８
年
の
死
亡
者
数
は
４０
人
で
、
昨
年
よ

り
も
２０
名
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
業
種
別
に
み

る
と
建
設
業
が
１６
人
、
製
造
業
が
６
人
、
陸
上

貨
物
運
送
事
業
が
２
人
、
そ
れ
以
外
の
業
種
が

１６
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
１０
次
労
働
災
害
防
止
計
画
に
基
づ
き
、
災

害
が
多
発
し
て
い
る
業
種
を
重
点
に
労
働
災
害

の
一
層
の
減
少
を
図
る
た
め
の
対
策
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
及
び
労

働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
普
及

促
進
な
ど
、
事
業
場
の
自
主
的
安
全
衛
生
活
動

の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

【
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

実
施
に
つ
い
て
】

�
職
場
に
お
け
る
労
働
災
害
発
生
の
芽
（
リ
ス

ク
）
を
事
前
に
摘
み
取
る
た
め
、
設
備
、
原

材
料
等
や
作
業
行
動
等
に
起
因
す
る
危
険

性
・
有
害
性
等
の
調
査
（
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
）
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要

な
措
置
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
（
努
力
義
務
）。

�
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
時
期
は
、
次

の
�
〜
�
で
す
。

�
建
設
物
を
設
置
し
、
移
転
し
、
変
更
し
、

又
は
解
体
す
る
と
き
。

�
設
備
、
原
材
料
等
を
新
規
に
採
用
し
、
又

は
変
更
す
る
と
き
。

�
作
業
方
法
又
は
作
業
手
順
を
新
規
に
採
用

し
、
又
は
変
更
す
る
と
き
。

�
そ
の
他
危
険
性
又
は
有
害
性
等
に
つ
い
て

変
化
が
生
じ
、
又
は
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
き
。

�
厚
生
労
働
省
で
は
危
険
性
・
有
害
性
等
の
調

査
及
び
必
要
な
措
置
の
適
切
か
つ
有
効
な
実

施
を
図
る
た
め
の
指
針
を
公
表
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

快
適
職
場
と
健
康
確
保
の
た

め
に

産
業
構
造
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
高

齢
化
の
進
展
と
い
う
状
況
下
に
お
い
て
、
脳
・

心
臓
疾
患
の
発
症
に
つ
な
が
る
健
康
障
害
、
精

神
障
害
に
よ
る
自
殺
者
が
増
加
し
て
お
り
、
心

身
の
負
担
が
少
な
い
快
適
職
場
を
求
め
る
人
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
じ
ん
肺
や
腰
痛

等
の
職
業
性
疾
病
の
発
生
も
み
ら
れ
ま
す
。

定
期
健
康
診
断
の
実
施
結
果
に
よ
る
と
、
何

ら
か
の
所
見
を
有
す
る
者
（
有
所
見
者
）
の
割

合
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
平
成
１８
年
の
有

所
見
者
は
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。

ア
ス
ベ
ス
ト
・
粉
じ
ん
等
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策

■

ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
障
害
対
策
に
つ
い
て
は
以

下
の
対
策
を
中
心
に
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
石
綿
使
用
建
築
物
等
の
解
体
作
業
に
よ
る

飛
散
防
止
、
ば
く
露
防
止
対
策

・
建
築
物
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
に
よ

る
ば
く
露
防
止
対
策

・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
全
面
禁
止

・
石
綿
健
康
診
断
の
実
施
等
に
よ
る
健
康
管

理
対
策
及
び
健
康
管
理
手
帳
制
度
の
周
知

■

粉
じ
ん
障
害
防
止
の
総
合
的
な
対
策
に
よ
り
、

じ
ん
肺
の
予
防
を
図
る
と
と
も
に
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
な
ど
化
学
物
質
に
よ
る
健
康
障
害
防

止
対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
重
大

災
害
に
つ
な
が
る
こ
と
の
多
い
酸
素
欠
乏
症
、

硫
化
水
素
中
毒
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
、
有
機

溶
剤
中
毒
等
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
対
策

■

働
く
人
の
健
康
確
保
の
た
め
、
過
重
労
働
に

よ
る
健
康
障
害
防
止
対
策
及
び
職
場
に
お
け

る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■

長
時
間
労
働
を
行
っ
た
労
働
者
に
対
す
る
医

師
に
よ
る
面
接
指
導
制
度
の
周
知
徹
底
を
図

り
ま
す
。

【
長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師
に

よ
る
面
接
指
導
と
は
】

長
時
間
労
働
者
へ
の
医
師
に
よ
る
面
接
指
導

の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�
対
象

全
て
の
事
業
場
（
常
時
５０
人
未
満
の

労
働
者
を
使
用
す
る
事
業
場
は
平
成
２０
年
４

月
か
ら
適
用
）

�
事
業
者
は
、
労
働
者
の
週
４０
時
間
を
超
え
る

労
働
が
１
月
当
た
り
１００
時
間
を
超
え
、
か
つ
、

疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
労
働

者
の
申
出
を
受
け
て
、
医
師
に
よ
る
面
接
指

導
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
た
だ

し
、
１
ヶ
月
以
内
に
面
接
指
導
を
受
け
た
労

働
者
等
で
、
面
接
指
導
を
受
け
る
必
要
が
な

い
と
医
師
が
認
め
た
者
を
除
き
ま
す
。）

�
事
業
者
は
、
次
の
�
又
は
�
に
該
当
す
る
労

働
者
に
も
、
面
接
指
導
を
実
施
す
る
、
又
は

面
接
指
導
に
準
ず
る
措
置
を
講
じ
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

�
長
時
間
の
労
働
（
週
４０
時
間
を
超
え
る
労

働
が
１
月
当
た
り
８０
時
間
を
超
え
た
場
合

等
）
に
よ
り
疲
労
の
蓄
積
が
認
め
ら
れ
、

又
は
健
康
上
の
不
安
を
有
し
て
い
る
労
働

者
（
申
出
を
受
け
て
実
施
）

�
事
業
場
で
定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
労
働

者

�
面
接
指
導
の
事
務
に
従
事
し
た
者
に
は
、
そ

の
実
施
に
関
し
て
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま

す
。

※
労
働
者
本
人
に
よ
る
自
己
診
断
の
た
め
の

「
労
働
者
の
疲
労
蓄
積
度
チ
ェ
ッ
ク
テ
ス

ト
」
を
埼
玉
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■

小
規
模
事
業
場
に
お
い
て
は
、
地
域
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
個
別
訪
問
産
業
保
健

指
導
」
の
利
用
及
び
埼
玉
産
業
保
健
推
進
セ

ン
タ
ー
に
よ
る
「
産
業
医
の
共
同
選
任
」
に

よ
る
産
業
保
健
活
動
の
実
施
を
促
進
し
ま
す
。

ま
た
、
事
業
場
に
お
け
る
産
業
保
健
ス
タ
ッ

フ
（
産
業
医
・
衛
生
管
理
者
等
）
の
産
業
保

健
活
動
を
活
性
化
す
る
た
め
、
埼
玉
産
業
保

健
推
進
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

迅
速
・
適
正
な
労
災
補
償
の

た
め
に

「
脳
・
心
臓
疾
患
」
の
労
災
請
求
事
案
は
増

加
傾
向
が
続
き
、「
精
神
障
害
」
に
つ
い
て
も

同
様
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
石
綿
に

よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
」
が
平

成
１７
年
度
末
か
ら
施
行
さ
れ
た
こ
と
か
ら
石
綿

関
連
疾
病
の
請
求
は
急
激
に
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
請
求
事
案
を
は
じ
め
と
し
て
す
べ

て
の
労
災
請
求
に
対
し
て
、
迅
速
・
適
正
な
保

険
給
付
事
務
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

労働基準法第３６条第１項の協定で定める
労働時間の延長の限度等に関する基準

期間 一般の労働者
の限度時間

３ヵ月～１年単位の変形労働
時間制の対象者の限度時間

１週間 １５時間 １４時間
２ 〃 ２７時間 ２５時間
４ 〃 ４３時間 ４０時間
１箇月 ４５時間 ４２時間
２ 〃 ８１時間 ７５時間
３ 〃 １２０時間 １１０時間
１年間 ３６０時間 ３２０時間

種類 時間額
（円） 発効日

埼玉県最低賃金 ６８７ １８．１０．１

産
業
別
最
低
賃
金

非鉄金属製造業 ７８８

１８．１２．１

電気機械器具製造業、情報通信機械器
具製造業、電子部品・デバイス製造業

７９０

輸送用機械器具製造業 ８０２
光学機械器具・レンズ、時計・同部分
品製造業

７９７

各種商品小売業 ７７１

自動車小売業 ８０１

―２９―
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求人倍率�

内定率� （％）�

各年1月末現在�
新規高卒者　求人倍率／就職内定率�

民事上の個別労働紛争相談内容�

26％�
その他�

28％�
解雇�

7％�
労働条件�
その他の�

9％�
の引下げ�
労働条件�

1％�
問題�

女性労働�
3％�

セクシュアル�
ハラスメント�

3％�

出向・�
配置転換�

3％�
募集・採用�

雇止め�
2％�

雇用管理等�
2％� 9％�

いじめ�
嫌がらせ�

退職勧奨�
7％�

(平成18年1月～12月)

6％�

セクシュアル�
ハラスメント�

雇止め�
2％�

退職勧奨�
5％�

24％�

いじめ�
嫌がらせ�

8％�

労働条件�
の引下げ�

1％�
労働条件�
その他の�

38％�
解雇�10％�

その他�4％�
退職�

自己都合�

2％�
取消�

採用内定�

41％�
その他�

29％�
解雇�

15％�

労働条件�
の引下げ�

退職勧奨�
6％�

(平成18年1月～12月)
3％�

労働条件�
その他の�

雇止め�
3％�

2％�
退職�

自己都合�

あっせん申請内容の内訳�助言・指導申出内容の内訳�

個
別
労
働
紛
争
の
早
期
解
決

の
た
め
に

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
お
け
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

■

労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
相
談

に
対
し
て
、
適
切
な
情
報
提
供
・
相
談
対
応

等
を
実
施
す
べ
く
、
局
企
画
室
、
浦
和
駅
西

口
〈
浦
和
Ｉ
Ｓ
ビ
ル
内
〉「
労
働
な
ん
で
も

相
談
室
」
を
は
じ
め
、
管
内
各
労
働
基
準
監

督
署
内
（
秩
父
署
を
除
く
）
に
総
合
労
働
相

談
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

平
成
１８
年
の
民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
の
相

談
は
９
、６
６
３
件
あ
り
ま
し
た
。

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
の
お
手
伝
い

■

民
事
上
の
個
別
労
働
紛
争
の
簡
易
・
迅
速
な

解
決
を
図
る
た
め
、労
働
局
長
に
よ
る
助
言
・

指
導
及
び
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ
っ
せ

ん
（
学
識
経
験
者
で
あ
る
紛
争
調
整
委
員
が

紛
争
当
事
者
間
の
調
整
を
行
い
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
図
る
制
度
）
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

あ
っ
せ
ん
申
請
が
あ
っ
た
場
合
、
被
申
請
人

の
あ
っ
せ
ん
参
加
、
不
参
加
は
自
由
で
す
が
、

あ
っ
せ
ん
に
参
加
し
た
場
合
の
事
案
の
解
決

率
（
合
意
率
）
は
約
８５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３

積
極
的
な
就
職
支
援
に
よ
る
雇
用
の
安
定

全
国
的
に
も
完
全
失
業
率
は
低
下
傾
向
に
あ

り
、
埼
玉
局
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
も
平
成
１５

年
以
降
上
昇
し
、
平
成
１８
年
平
均
で
は
１
倍
を

超
え
る
な
ど
、
雇
用
情
勢
の
回
復
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
求
人
数
の
増
加
が
、
就
職
件
数
の
増

加
に
必
ず
し
も
結
び
つ
い
て
い
な
い
面
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
職
種
、
年
齢
、
能
力
、
賃
金

等
に
お
け
る
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
縮
小
に
努

め
、
早
期
再
就
職
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極
的
な

就
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
こ
の
た

め
、
県
内
１５
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
及
び
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
が
な
い
市
町
村
の
方
々
の
就
職
を
積
極

的
に
支
援
す
る
た
め「
地
域
職
業
相
談
室
」を
設

置
し
、
就
職
の
促
進
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
縮
小
の

た
め
に

景
気
の
回
復
を
反
映
し
、
求
人
が
増
加
し
て

い
る
雇
用
環
境
下
で
、
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の

縮
小
に
努
め
る
た
め
、
的
確
な
求
人
と
求
職
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
推
進
し
ま
す
。

■

求
職
者
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
を
職
業
相
談
の
過

程
で
的
確
に
把
握
し
、
担
当
制
を
は
じ
め
と

し
た
求
職
者
に
合
っ
た
就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー

を
有
効
に
活
用
し
、
計
画
的
か
つ
積
極
的
な

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

■

雇
用
保
険
受
給
者
に
対
し
て
は
、
早
期
か
ら

全
員
を
対
象
に
職
業
相
談
を
実
施
し
求
職
者

の
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
把
握
を
行
い
、
再
就
職

の
た
め
の
各
種
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
や
求

人
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
す
る
な
ど
、
早

期
再
就
職
を
図
り
ま
す
。

【
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
主
な

就
職
支
援
メ
ニ
ュ
ー
】

�
再
就
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

雇
用
保
険
受
給
者
で
早
期
の
再
就
職
を
希
望

す
る
方
に
対
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
、
キ
ャ
リ
ア
の
棚
卸
し
、
職
務
経

歴
書
の
添
削
指
導
、
個
別
求
人
開
拓
な
ど
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
に
よ
る
就
職
支
援
を
集
中
的
に

行
い
、
３
ヶ
月
内
の
再
就
職
実
現
を
図
り
ま

す
。

�
就
職
実
現
プ
ラ
ン

就
職
意
識
の
高
い
方
な
ど
を
対
象
と
し
て
、

再
就
職
の
た
め
の
プ
ラ
ン（
就
職
活
動
計
画
）

を
作
成
し
、
求
職
活
動
を
支
援
し
ま
す
。
プ

ラ
ン
に
は
、
再
就
職
の
た
め
の
課
題
を
明
確

に
把
握
し
、
必
要
な
求
職
活
動
を
明
記
す
る

と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
支
援
に
よ
り
、

４
ヶ
月
内
の
再
就
職
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

�
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

求
職
活
動
中
に
お
け
る
就
職
に
対
す
る
不
安

や
悩
み
の
解
決
、
自
己
理
解
の
促
進
、
求
職

活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

に
よ
り
、
相
談
・
援
助
を
実
施
し
て
再
就
職

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
就
職
の
実
現
を
図

る
前
提
と
し
て
、
心
理
面
を
含
め
た
悩
み
や

不
安
な
ど
を
抱
え
る
若
年
求
職
者
に
対
し
て
、

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

�
能
力
開
発
支
援

適
性
、
職
業
能
力
、
職
業
経
験
等
に
応
じ
た

職
業
生
活
設
計
を
行
い
、
こ
れ
に
即
し
た
職

業
選
択
や
キ
ャ
リ
ア
形
式
を
図
る
た
め
に
必

要
と
な
る
職
業
訓
練
の
受
講
等
の
相
談
・
支

援
を
行
い
ま
す
。

�
求
職
活
動
支
援
セ
ミ
ナ
ー

求
職
活
動
を
開
始
す
る
に
当
た
っ
て
、
必
要

な
知
識
、
考
え
方
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
、
履

歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成
、
面
接
対
策
な

ど
を
テ
ー
マ
と
し
た
座
学
型
と
演
習
型
の
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
早
期
再
就
職
を
支
援
し
ま

す
。

若
年
者
の
就
職
促
進
の
た
め

に若
年
者
の
有
効
求
人
倍
率
は
、
全
年
齢
層
に

比
べ
高
く
、
求
人
は
多
い
も
の
の
経
験
や
能
力

の
不
足
等
か
ら
就
職
に
結
び
つ
か
な
い
状
況
が

見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
フ
リ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
全
国
で

１８７
万
人
（
平
成
１８
年
）
と
前
年
よ
り
１４
万
人
減

少
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
多
く
、
特
に
２５

歳
以
上
の
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
は
９２
万
人
と
滞
留

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
就
職
支
援

等
を
行
う
「
フ
リ
ー
タ
ー
２５
万
人
常
用
雇
用
化

プ
ラ
ン
」
を
推
進
し
、
若
者
の
状
況
に
応
じ
た

き
め
細
か
な
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

若
年
求
職
者
（
特
に
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
）
の

個
々
の
状
態
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
し
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
手
法
等
を
取
り
入
れ
た

「
ジ
ョ
ブ
ク
ラ
ブ
」
の
取
組
を
実
施
す
る
な

ど
、
き
め
細
か
な
個
別
支
援
を
実
施
し
常
用

雇
用
化
を
図
り
ま
す
。

■

若
年
者
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
の
積
極
的
な
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
若
年
者
が
自
ら
行
う
チ

ャ
レ
ン
ジ
計
画
を
作
成
し
、
体
系
的
・
計
画

的
な
就
職
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

■

中
学
校
・
高
等
学
校
と
連
携
し
、
生
徒
の
勤

労
観
・
職
業
観
等
を
育
成
す
る
た
め
、
キ
ャ

リ
ア
探
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
職
場
見
学
な
ど
、
在
学
中

に
お
け
る
職
業
意
識
形
成
支
援
を
推
進
す
る

こ
と
に
よ
り
職
場
定
着
率
を
高
め
ま
す
。

障
害
者
雇
用
対
策
の
促
進
の

た
め
に

■

障
害
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
よ
る
き
め
細
か
な
職
業
相
談
・
適
格
紹

介
・
求
人
開
拓
等
に
よ
り
、
平
成
１８
年
度（
４

月
〜
１２
月
）
の
就
職
件
数
が
、
１
、１
８
２

件
と
前
年
対
比
で
２８
・
９
％
増
と
な
っ
た
。

一
方
、
平
成
１８
年
度
埼
玉
労
働
局
管
内
民
間

企
業
の
実
雇
用
率
は
１
・
４５
％
で
あ
り
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

■

雇
用
率
の
向
上
（
雇
用
率
達
成
指
導
）

指
導
基
準
に
基
づ
い
た
厳
正
、
か
つ
効
果
的

な
指
導
に
よ
り
、
実
雇
用
率
・
雇
用
率
達
成

企
業
割
合
を
高
め
る
た
め
、
雇
入
れ
計
画
を

作
成
し
た
企
業
に
対
し
て
は
、
計
画
が
滞
り

な
く
実
施
さ
れ
る
よ
う
継
続
的
な
指
導
と
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
公
的
機
関
に
つ
い
て

は
、
平
成
１８
年
１０
月
に
定
め
た
指
導
の
目
標

を
踏
ま
え
、
障
害
者
採
用
計
画
の
着
実
な
実

―３０―



施
を
確
保
す
る
た
め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

■

障
害
者
の
再
就
職
援
助
、
促
進

専
門
的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
障
害
者
専

門
支
援
員
等
に
よ
り
、
障
害
の
種
類
及
び
程

度
に
応
じ
た
的
確
で
き
め
細
か
な
職
業
指

導
・
職
業
紹
介
を
実
施
し
、
障
害
者
試
行
雇

用
事
業
の
積
極
的
な
活
用
と
、
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
に
よ
る
雇
用
支
援
策
を
効
果
的
に
活
用
し

て
雇
用
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

高
齢
者
雇
用
対
策
の
促
進
の

た
め
に

改
正
高
齢
法
で
は
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て

段
階
的
に
６５
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措

置
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、

平
成
２５
年
度
に
は
、
６５
歳
ま
で
の
高
年
齢
者
雇

用
確
保
措
置
の
導
入
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
全
て
の
企
業
に
お
い
て
、
高
年

齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
が
図
ら
れ
る
た
め

の
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

■

集
団
指
導
、
個
別
指
導
を
通
じ
て
、
全
て
の

企
業
に
お
い
て
改
正
高
齢
者
法
が
遵
守
さ
れ

る
よ
う
集
中
的
か
つ
効
果
的
な
指
導
を
実
施

し
ま
す
。

■

高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の
導
入
に
当
た
っ

て
、
賃
金
・
人
事
処
遇
制
度
の
見
直
し
、
職

場
改
善
、
職
域
開
発
等
の
課
題
が
生
じ
て
い

る
場
合
は
、
社
団
法
人
埼
玉
県
雇
用
開
発
協

会
と
の
連
携
を
図
り
、
同
協
会
が
委
嘱
す
る

高
年
齢
者
雇
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
活
用
し
て
、

専
門
的
・
技
術
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

関
係
機
関
と
の
密
接
な
連
携
を
図
り
つ
つ
、

啓
発
、
相
談
・
援
助
、
指
導
を
行
い
ま
す
。

■

高
い
就
労
意
欲
を
有
す
る
高
齢
者
が
、
そ
の

知
識
・
経
験
を
生
か
し
て
、
働
き
続
け
ら
れ

る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
６５
歳
ま
で
の
安

定
し
た
雇
用
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
取
組

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
６０
歳
代
後
半
層
に

お
け
る
就
労
ニ
ー
ズ
の
一
層
の
高
ま
り
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
等
を
踏
ま
え
、
意
欲
が
あ
っ

て
働
け
る
状
態
に
あ
る
方
に
つ
い
て
は
「
７０

歳
ま
で
働
け
る
」
雇
用
機
会
の
確
保
に
向
け

普
及
・
促
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
中
高
年
試
行
雇
用
事
業
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
、
事
業
主
に
対
し
て
試

行
雇
用
終
了
後
の
常
用
雇
用
へ
の
移
行
に
つ

い
て
も
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

民
間
需
給
調
整
事
業
の
適
正

な
運
営
と
労
働
者
の
雇
用
の

安
定
の
た
め
に

労
働
者
の
就
業
意
識
、
就
業
形
態
の
多
様
化

に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
力
の
適
正
か
つ
迅
速

な
需
給
調
整
と
、
労
働
者
保
護
の
拡
充
を
図
る

た
め
、
民
間
需
給
調
整
事
業
の
適
正
な
運
営
の

確
保
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
と
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■

労
働
者
派
遣
法
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
捉
え
、
周
知
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活
用

等
に
よ
り
周
知
・
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

■

派
遣
対
象
業
務
が
「
物
の
製
造
」
業
務
へ
拡

大
さ
れ
、
必
要
な
手
続
き
を
行
う
こ
と
で
最

長
３
年
の
受
入
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
請
負
と
労
働
者
派
遣
の
混
在
す
る
製
造

現
場
に
つ
い
て
的
確
な
指
導
監
督
を
実
施
し

て
い
き
ま
す
。

４

性
差
別
の
な
い
雇
用
環
境
の
実
現
と

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

労
働
者
が
家
庭
生
活
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ

安
心
し
て
就
業
を
継
続
し
、
そ
の
能
力
と
意
欲

を
活
か
し
て
充
実
し
た
職
業
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
職
場
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

男
女
の
均
等
な
機
会
と
待
遇

の
確
保
の
た
め
に

改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
法
違
反
に
対
し
て
は
迅
速
か
つ
厳

正
に
是
正
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
男
女
労
働

者
の
間
に
事
実
上
生
じ
て
い
る
格
差
の
解
消
な

ど
実
質
的
な
男
女
均
等
取
扱
い
の
実
現
に
向
け

て
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

■

男
性
に
対
す
る
性
差
別
禁
止
、
妊
娠
・
出
産

等
理
由
の
不
利
益
取
扱
い
の
禁
止
、
職
場
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
措
置

義
務
等
、
事
業
主
や
労
働
者
に
対
し
て
改
正

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
の
周
知
を
図
り
ま
す
。

特
に
�
管
内
企
業
の
９
割
を
超
え
る
３０
人
未

満
企
業
へ
の
周
知
、
�
派
遣
労
働
者
や
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
等
へ
も
法
が
適
用
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
事
業
主
、
労
働
者
へ
の
周

知
に
重
点
を
置
い
て
実
施
し
ま
す
。

■

事
業
所
の
雇
用
管
理
に
性
差
別
は
な
い
か
、

妊
娠
・
出
産
等
理
由
の
不
利
益
取
扱
い
が
な

い
か
等
の
実
態
把
握
を
行
い
、
法
違
反
に
対

し
て
は
厳
正
に
是
正
指
導
を
行
い
ま
す
。

■

労
働
者
と
事
業
主
の
間
に
男
女
均
等
取
扱
い

に
関
す
る
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
調
停

等
均
等
法
に
基
づ
く
紛
争
解
決
援
助
制
度
に

つ
い
て
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
紛
争

解
決
援
助
の
対
象
と
な
っ
た
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
母
性
健
康
管
理
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
活
用
し
ま
す
。

■

法
に
沿
っ
た
雇
用
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
男
女
労
働
者
間
で
事
実
上

の
格
差
が
大
き
い
企
業
に
対
し
て
は
、
格
差

解
消
の
た
め
の
積
極
的
取
組（
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・

ア
ク
シ
ョ
ン
）
を
促
し
ま
す
。

職
業
生
活
と
家
庭
生
活
と
の

両
立
が
で
き
る
職
場
環
境
つ

く
り
の
た
め
に

育
児
休
業
等
に
関
す
る
事
業
主
の
理
解
を
深

め
、
男
女
労
働
者
が
安
心
し
て
職
業
生
活
と
家

庭
生
活
と
の
両
立
が
で
き
る
よ
う
な
職
場
風
土

の
改
革
を
促
し
ま
す
。

■

利
用
し
た
い
と
希
望
す
る
労
働
者
が
誰
で
も

育
児
休
業
等
を
利
用
し
や
す
く
、
職
業
生
活

と
家
庭
生
活
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
両
立
し
や
す

い
職
場
つ
く
り
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
集
団

指
導
を
中
心
に
職
場
風
土
の
改
革
を
促
進
し

ま
す
。
法
違
反
を
把
握
し
た
場
合
や
育
児
・

介
護
休
業
規
定
が
未
整
備
で
あ
る
事
業
所
に

対
し
て
は
指
導
等
を
行
い
ま
す
。

■

育
児
休
業
の
取
得
促
進
、
子
育
て
期
間
中
の

勤
務
時
間
短
縮
等
の
措
置
の
普
及
促
進
、
男

性
が
子
育
て
で
き
る
よ
う
な
柔
軟
な
働
き
方

や
短
く
て
効
率
的
な
働
き
方
に
よ
る
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
等
職
業
生

活
と
家
庭
生
活
の
両
立
を
図
り
易
く
す
る
た

め
の
雇
用
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
周
知
啓
発

を
行
い
ま
す
。

■

両
立
支
援
の
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
に
対
し

て
、
公
募
に
よ
る
「
均
等
・
両
立
推
進
企
業

表
彰
」
を
行
い
ま
す
。

■

次
世
代
育
成
支
援
対
策
法
に
基
づ
く
一
般
事

業
主
行
動
計
画
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
だ
け

多
く
の
企
業
が
策
定
・
届
出
を
行
う
よ
う
啓

発
・
指
導
を
行
い
ま
す
。
特
に
本
年
度
は
、

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
計
画
期
間
が
２
年

で
あ
る
企
業
か
ら
は
、
認
定
申
請
が
始
ま
る

こ
と
か
ら
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
企
業
が
認

定
を
目
指
す
よ
う
周
知
・
啓
発
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇

用
管
理
改
善
の
た
め
に

埼
玉
県
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率
は
平

成
１７
年
度
３４
・
３
％
と
全
国
的
に
み
て
も
高
い

こ
と
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
雇
用
管

理
改
善
の
促
進
に
努
め
ま
す
。

■

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
及
び
パ
ー
ト
タ
イ
ム

労
働
指
針
に
沿
っ
た
適
正
な
労
働
条
件
の
確

保
、
雇
用
管
理
の
改
善
等
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
指
針
の
周
知
徹
底

を
図
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
助
言
を

行
い
、
事
業
主
の
自
主
的
取
組
を
促
し
ま
す
。

５

労
働
保
険
等
の
適
正
な
運
用

労
働
保
険
（
労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
総

称
）
は
、
労
災
保
険
給
付
や
失
業
等
給
付
を
通

じ
て
労
働
者
の
福
祉
の
増
進
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

■

労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る
保
険
で
あ

り
、
原
則
と
し
て
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
っ

て
い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
に
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
労
働
保
険
加
入
に
つ
い
て
積
極
的

な
広
報
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
未
手
続
き
事

業
場
の
的
確
な
把
握
に
努
め
、
計
画
的
な
適

用
促
進
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
適
用
促
進
活

動
に
よ
っ
て
も
自
主
的
に
加
入
手
続
を
と
ら

な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
職
権
に
よ
る
成
立

手
続
を
行
い
ま
す
。

平
成
１８
年
度
１２
月
末
の
労
働
保
険
適
用
事
業

場
数
は
１
５
７
、６
３
２
事
業
場
で
あ
る
。

■

労
働
保
険
制
度
の
適
正
な
運
営
に
努
め
て
お

り
以
下
の
主
要
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
労
働
保
険
料
の
適
正
な
申
告
・
納
付
の
周

知

�
費
用
の
公
平
負
担
を
期
す
た
め
の
労
働
保

険
料
算
定
基
礎
調
査
の
実
施

�
労
働
保
険
料
の
実
効
あ
る
滞
納
整
理
の
実

施平
成
１７
年
度
の
労
働
保
険
料
徴
収
決
定
額

は
雇
用
労
災
勘
定
あ
わ
せ
て
１
、２
６
３

億
８
、１
２
８
万
４
、５
５
５
円
で
あ
っ
た
。

■

平
成
１９
年
度
更
新
か
ら
、
労
働
保
険
料
の
申

告
・
納
付
に
併
せ
一
般
拠
出
金
の
申
告
・
納

付
が
始
ま
り
ま
す
。
一
般
拠
出
金
は
石
綿
健

康
被
害
救
済
法
に
よ
り
石
綿
（
ア
ス
ベ
ス

ト
）
健
康
被
害
者
の
救
済
費
用
に
充
て
る
た

め
、
全
て
の
労
災
保
険
適
用
事
業
主
の
み
な

さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

※
一
般
拠
出
金
に
は
概
算
納
付
の
仕
組
み
は
な

く
、
確
定
納
付
の
み
の
手
続
と
な
り
ま
す
。

延
納
は
（
分
割
納
付
）
で
き
ま
せ
ん
。
料
率

は
業
種
を
問
わ
ず
、一
律
１
０
０
０
分
の
０
・

０５
で
す
。（
平
成
１８
年
度
確
定
賃
金
総
額
×

０
・
０５
／
１
０
０
０
）

―３１―
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春
季
労
使
交
渉
・
大
手
企
業
回
答
状
況

―
６８
社
平
均
６
０
６
３
円
、
１
・
８４
％

日
本
経
団
連
は
４
月
４
日
、
２
０
０
７
年
春
季
労
使
交
渉
の
大
手
企

業
回
答
状
況
（
加
重
平
均
）
の
第
２
回
集
計
を
発
表
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
調
査
対
象
（
２１
業
種
、
大
手
２６９
社
）
の
７
割
近
い

１８１
社
（
６７
・
３
％
）
で
回
答
（
了
承
・
妥
結
を
含
む
）
が
示
さ
れ
、
平

均
額
が
わ
か
っ
て
い
る
６８
社
の
総
平
均
は
６
０
６
３
円
、ア
ッ
プ
率
１
・

８４
％
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
同
一
企
業
の
昨
年

実
績
（
５
９
４
２
円
、
１
・
８０
％
）
と
比
べ
る
と
、
金
額
で
１２１
円
、
率

で
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。

業
種
別
で
は
、
製
造
業
６２
社
の
総
平
均
は
５
８
５
３
円
、
ア
ッ
プ
率

は
１
・
７８
％
で
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績（
５
７
３
７
円
、
１
・
７４
％
）

と
比
べ
る
と
、
金
額
で
１１６
円
、
率
で
０
・
０４
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
。

一
方
、
非
製
造
業
６
社
の
総
平
均
は
６
８
９
３
円
、
ア
ッ
プ
率
は
２
・

０７
％
で
、
同
一
企
業
の
昨
年
実
績
（
６
６
４
０
円
、
１
・
９９
％
）
と
比

べ
る
と
、
金
額
で
２５３
円
、
率
で
０
・
０８
ポ
イ
ン
ト
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

回
答
・
妥
結
額
の
分
布
を
み
る
と
、「
５
０
０
０
〜
５
５
０
０
円
未

満
」（
１５
社
、
２２
・
１
％
）
が
最
も
多
く
、「
３
５
０
０
〜
４
０
０
０
円

未
満
」
と
「
６
０
０
０
〜
６
５
０
０
円
未
満
」（
と
も
に
１１
社
、
１６
・

２
％
）
が
続
い
て
い
る
。

ア
ッ
プ
率
の
分
布
で
最
も
多
い
の
は
「
１
・
７０
〜
１
・
８０
％
未
満
」

（
１１
社
、
１６
・
２
％
）
で
、
次
い
で
「
１
・
２０
％
未
満
」（
１０
社
、
１４
・

７
％
）、「
１
・
９０
〜
２
・
００
％
未
満
」
と
「
２
・
２０
％
以
上
」（
と
も

に
８
社
、
１１
・
８
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
化
問
題
へ
の
総
合
的
な
対
応
を
求
め
る

提
言
公
表

―
新
し
い
社
会
づ
く
り
の
方
向
性
を
指
摘

日
本
経
団
連
は
３
月
２０
日
、「
少
子
化
問
題
へ
の
総
合
的
な
対
応
を

求
め
る
」
と
題
す
る
提
言
を
公
表
し
、
政
府
・
与
党
な
ど
の
関
係
者
に

建
議
し
た
。
同
提
言
は
、
将
来
に
明
る
い
夢
と
希
望
を
持
つ
こ
と
の
で

き
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
少
子
化
問
題
の
真
の
解
決
策
に
な

る
と
し
、
少
子
化
問
題
に
対
す
る
国
全
体
と
し
て
の
共
通
認
識
と
新
し

い
社
会
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
し
た
上
で
、
企
業
、
政
府
、
国
民
１
人

ひ
と
り
が
取
り
組
む
べ
き
事
項
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

昨
年
末
に
公
表
さ
れ
た
日
本
の
将
来
人
口
推
計
の
結
果
（
中
位
推

計
）
で
は
、
今
後
も
少
子
化
傾
向
は
続
き
、
２
０
５
５
年
の
合
計
特
殊

出
生
率
は
１
・
２６
、
出
生
数
は
５０
万
人
を
下
回
る
と
さ
れ
て
い
る
。
少

子
化
傾
向
の
現
状
と
見
通
し
、
わ
が
国
の
社
会
環
境
、
さ
ら
に
は
家
族

や
子
ど
も
に
対
す
る
公
的
支
出
の
水
準
な
ど
を
考
え
る
と
、
こ
れ
ま
で

の
国
の
制
度
・
施
策
、
各
企
業
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

国
民
の
意
識
や
行
動
の
変
革
に
も
踏
み
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
提

言
で
は
、
少
子
化
問
題
に
対
す
る
国
全
体
と
し
て
の
共
通
認
識
と
し
て
、

「
子
ど
も
は
わ
が
国
の
将
来
を
支
え
る
社
会
の
宝
で
あ
る
」「
少
子
化

の
こ
れ
以
上
の
進
行
は
健
全
な
経
済
社
会
の
発
展
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
」
な
ど
４
つ
の
視
点
を
提
示
し
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
し
い
社

会
づ
く
り
の
方
向
性
と
し
て
、
�
子
育
て
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
�
柔

軟
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能
な
社
会
づ
く
り
�
国
全
体
で
人
材
を
育
て
る

社
会
づ
く
り

の
３
つ
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
企
業
は
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調
和
）
に
主
体
的
に
取
り
組
み
、

政
府
は
幅
広
い
少
子
化
対
策
を
推
進
し
、
国
民
１
人
ひ
と
り
は
意
識
改

革
を
進
め
て
い
く
と
い
う
役
割
分
担
を
明
確
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

企
業
は
、
労
働
力
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
良
質
な
人
材
を
確
保
し
、

生
産
性
を
上
げ
て
い
く
た
め
に
も
、
柔
軟
か
つ
多
様
な
働
き
方
の
整
備

や
仕
事
と
生
活
の
両
立
支
援
を
促
す
職
場
風
土
を
醸
成
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
基
本
理
念
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
で

あ
る
。
そ
し
て
企
業
が
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
進
め
て
い
く

際
の
行
動
指
針
と
し
て
、「
経
営
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
」

「
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
働
き
方
の
実
現
」「
主
体
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

環
境
整
備
」「
女
性
の
就
労
継
続
支
援
と
再
雇
用
の
推
進
」「
企
業
間
の

連
携
」
な
ど
１０
項
目
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
各
項
目
に
該
当
す
る
取

り
組
み
を
事
例
集
と
し
て
整
理
し
た
。
次
に
、
政
府
が
進
め
る
べ
き
少

子
化
対
策
と
し
て
、
３
つ
の
新
し
い
社
会
づ
く
り
の
方
向
性
に
沿
っ
て
、

要
望
し
て
い
る
。
ま
ず
「
子
育
て
に
優
し
い
社
会
づ
く
り
」
に
関
し
て
、

専
業
主
婦
や
育
児
休
業
中
の
世
帯
も
利
用
で
き
る
地
域
の
子
育
て
支
援

拠
点
の
充
実
や
産
科
・
小
児
科
の
体
制
整
備
、
都
市
部
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
つ
な
が
る
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
、
保
育
マ
マ
等
に
対
す
る
公

費
補
助
の
導
入
や
株
式
会
社
に
よ
る
認
可
保
育
所
の
運
営
を
促
進
す
る

施
策
の
充
実
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。「
柔
軟
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
可
能

な
社
会
づ
く
り
」
に
関
し
て
は
、
働
く
時
間
や
場
所
の
柔
軟
化
に
向
け

た
環
境
整
備
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
だ
け
で
な
く
、
民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

地
域
の
取
り
組
み
を
生
か
し
た
子
育
て
期
の
女
性
等
に
対
す
る
就
労
支

援
の
充
実
な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
指
摘
。
さ
ら
に
「
国
全
体
で
人
材
を

育
て
る
社
会
づ
く
り
」
に
関
し
て
、
公
教
育
の
再
生
、
奨
学
金
制
度
の

抜
本
的
見
直
し
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

最
後
に
提
言
で
は
、
国
民
１
人
ひ
と
り
の
意
識
改
革
、
国
民
運
動
に

向
け
て
、
�
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
子
育
て
を
応
援
す
る
こ
と
�
職

場
・
家
庭
を
通
じ
た
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
こ
と
�
自
ら
生
き
方
、

働
き
方
を
問
い
直
す
こ
と
�
子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
企
業
を
応
援
す

る
こ
と
�
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
・
子
育
て
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ

と

を
指
摘
し
、
国
全
体
で
新
し
い
社
会
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と

の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

「
外
国
人
材
受
入
問
題
に
関
す
る
第
二
次
提

言
」
公
表

―
高
度
人
材
や
技
能
者
受
入
、
社
会
的
基
盤

整
備
な
ど
提
起

日
本
経
団
連
は
３
月
２０
日
、「
外
国
人
材
受
入
問
題
に
関
す
る
第
二

次
提
言
」
を
公
表
し
、
関
係
各
方
面
に
建
議
し
た
。
日
本
経
団
連
で
は

２
０
０
４
年
４
月
に
「
外
国
人
受
け
入
れ
問
題
に
関
す
る
提
言
」
を
発

表
し
、
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、
ア
ジ
ア
諸

国
と
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
等
の
新
し
い
動
き
や
高
度
人
材
・

技
能
者
に
対
す
る
産
業
界
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま
え
、
今
般

改
め
て
提
言
を
行
う
こ
と
と
し
た
も
の
。
提
言
は
、
産
業
問
題
委
員
会

の
下
に
新
設
さ
れ
た
「
外
国
人
材
受
入
問
題
に
関
す
る
部
会
」（
島
上

清
明
部
会
長
）
が
中
心
と
な
り
、
企
業
か
ら
の
ニ
ー
ズ
調
査
や
有
識
者

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
、
主
に
専
門
的
・
技
術
的
分
野
に

お
け
る
外
国
人
材
の
受
入
円
滑
化
や
在
留
外
国
人
の
生
活
環
境
の
整
備
、

外
国
人
材
の
受
入
企
業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
強
化
等
を

中
心
に
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

〔
総
論
〕
外
国
人
材
受
入
の
社
会
的
基
盤

�
官
民
の
責
任
の
明
確
化
�
政
府
は
、
現
状
を
踏
ま
え
た
基
本
方
針
を

示
し
、
担
当
大
臣
を
置
い
た
上
で
各
省
が
連
携
し
て
対
処
す
る
。
自

治
体
は
地
域
に
お
け
る
外
国
人
住
民
受
入
に
向
け
た
環
境
整
備
を
す

る
。
ま
た
、
民
間
企
業
は
労
働
関
連
法
規
の
遵
守
等
の
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
体
制
を
強
化
す
る
。

�
労
働
市
場
の
的
確
な
把
握
と
受
入
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
�
現
場
で
働
く

技
能
者
を
受
け
入
れ
る
場
合
、
量
的
規
制
を
含
め
た
秩
序
あ
る
受
入

を
実
現
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
労
働
需
給
テ
ス
ト
」
を
行
い
、
外
国
人

材
が
国
内
労
働
市
場
に
与
え
る
影
響
を
勘
案
し
つ
つ
受
け
入
れ
る
と

い
っ
た
制
度
設
計
を
行
う
。

�
外
国
人
の
在
留
・
就
労
管
理
の
徹
底
�
現
状
で
は
一
度
外
国
人
登
録

を
行
い
、
そ
の
後
、
仕
事
や
居
住
地
を
変
え
た
場
合
、
在
留
状
況
を

把
握
す
る
す
べ
が
な
い
。
こ
の
た
め
、
外
国
人
登
録
や
企
業
に
対
す

る
雇
用
状
況
報
告
の
あ
り
方
を
抜
本
的
に
見
直
す
。

�
受
入
側
・
送
出
側
双
方
の
利
益
の
確
保
�
二
国
間
協
定
を
通
じ
て
送

出
国
の
責
任
明
確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
活
用
し
た
現
地

に
お
け
る
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
通
じ
て
、
わ
が
国

と
送
出
国
の
双
方
に
利
益
の
あ
る
受
入
を
実
現
す
る
。

〔
各
論
〕

�
高
度
人
材
の
受
入
�
わ
が
国
で
は
、「
人
文
知
識
・
国
際
業
務
」
や

「
技
術
」
の
在
留
資
格
に
よ
る
高
度
人
材
の
入
国
・
滞
在
が
認
め
ら

れ
て
い
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
１０
年
以
上
の
実
務
経
験
が
要
求
さ

れ
る
な
ど
、
要
件
が
厳
し
す
ぎ
る
。
国
際
的
な
人
材
獲
得
競
争
が
展

開
さ
れ
る
中
で
優
秀
な
外
国
人
材
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
在
留
資

格
の
取
得
要
件
の
緩
和
な
ら
び
に
、
現
在
は
３
年
と
さ
れ
て
い
る
在

留
期
間
の
５
年
程
度
ま
で
の
延
長
が
必
要
で
あ
る
。

�
技
能
者
の
受
入
�
看
護
師
・
介
護
士
の
ほ
か
一
部
の
製
造
業
に
お
け

る
技
能
者
等
、
現
場
で
働
く
人
材
が
不
足
し
て
い
る
分
野
で
の
受
入

に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
を
は
じ
め
と
す
る
二
国
間
協
定
の
ス
キ
ー
ム

を
活
用
す
る
な
ど
、
秩
序
あ
る
受
入
を
実
現
す
る
。

�
生
活
支
援
�
外
国
人
住
民
に
対
す
る
生
活
支
援
に
つ
い
て
、
特
に
日

本
語
教
育
、
子
ど
も
の
教
育
等
に
必
要
な
資
金
を
確
保
す
べ
く
、
県

レ
ベ
ル
あ
る
い
は
市
町
村
レ
ベ
ル
で
、
国
、
自
治
体
に
加
え
、
自
発

的
に
民
間
企
業
等
が
資
金
を
拠
出
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を
創
設
す
る
。

「
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
７
」
策
定
へ

提
言

―
世
界
特
許
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

な
ど
７
課
題
を
取
り
上
げ
る

日
本
経
団
連
は
３
月
２０
日
、「『
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
７
』
の

策
定
に
向
け
て
」
と
題
す
る
提
言
を
発
表
し
た
。
同
提
言
は
、
政
府
の

知
的
財
産
戦
略
本
部
（
本
部
長
�
安
倍
晋
三
総
理
大
臣
）
が
取
り
ま
と

め
る
予
定
の
「
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
７
」
の
検
討
に
当
た
っ
て
、

経
済
界
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
知
的
財
産

委
員
会
（
野
間
口
有
委
員
長
）
と
産
業
問
題
委
員
会
（
岡
村
正
委
員
長
、

齋
藤
宏
共
同
委
員
長
）
が
協
力
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

政
府
の
策
定
す
る
知
的
財
産
推
進
計
画
も
２
０
０
６
年
度
か
ら
改
革

の
第
２
期
に
入
り
、
今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
実
施
に
よ
る
成
果

を
検
証
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
政
策
の
見
直
し
に
つ
な
げ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
の
確
立
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
知
的
財
産
推
進
計
画
に
お

い
て
、
０４
年
度
か
ら
０６
年
度
を
集
中
改
革
期
間
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
改
革
の
成
果

を
踏
ま
え
、
多
様
な
関
係
者
が
連
携
し
、
国
際
的
に
通
用
す
る
コ
ン
テ

ン
ツ
を
創
造
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
構
築
し
、

マ
ル
チ
ユ
ー
ス
や
国
際
展
開
も
含
め
た
多
様
な
展
開
を
通
じ
て
価
値
の

最
大
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
提
言
に
お
い
て
は
、

こ
の
１
月
に
日
本
経
団
連
が
取
り
ま
と
め
た
「
希
望
の
国
、
日
本
」
の

実
現
と
、「
知
的
財
産
推
進
計
画
２
０
０
６
」
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の
両

面
か
ら
、
検
討
が
行
わ
れ
た
。
取
り
上
げ
た
主
な
課
題
は
次
の
と
お
り
。

１
�
世
界
特
許
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

特
許
制
度
活
用
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴
い
、
特
許
制
度
の
国

際
的
な
調
和
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
日
米
欧
三
極
に
お
け
る
取

り
組
み
を
軸
に
、
特
に
米
国
に
お
け
る
先
発
明
主
義
の
見
直
し
の
動
き

を
促
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

２
�
模
倣
品
・
海
賊
版
対
策
の
強
化

依
然
深
刻
な
問
題
で
あ
る
模
倣
品
・
海
賊
版
対
策
に
つ
い
て
、
今
後

は
経
済
連
携
協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
交
渉
に
お
い
て
、
交
渉
相
手
国
の
知
的

財
産
制
度
の
基
盤
整
備
を
促
す
と
と
も
に
、
罰
則
強
化
等
の
実
効
的
な

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
確
保
す
る
た
め
の
条
項
を
盛
り
込
む
よ
う
交

渉
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

３
�
国
際
標
準
化
へ
の
戦
略
的
取
り
組
み

昨
年
１０
月
に
、
日
本
経
団
連
と
し
て
政
府
に
意
見
を
述
べ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
は
、
日
本
経
団
連
と
し
て
経
営
層
の
国
際
標
準
化
に
対

す
る
理
解
増
進
、
技
術
の
国
際
標
準
化
に
関
す
る
各
国
の
戦
略
分
析
な

ど
を
盛
り
込
ん
だ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定
・
実
施
し
て
い
く
。

４
�
知
的
財
産
分
野
に
お
け
る
国
際
的
に
信
頼
さ
れ
る

紛
争
処
理
機
能
の
充
実

企
業
活
動
が
国
際
化
す
る
今
日
、
知
的
財
産
訴
訟
分
野
に
お
い
て
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
よ
う
な
信
頼
性
の
あ
る
ル
ー
ル
の
形
成
が
期
待
さ

れ
る
。
技
術
と
法
律
の
双
方
に
知
見
の
あ
る
人
材
の
育
成
と
活
躍
の
場

の
拡
充
も
含
め
、
技
術
的
な
価
値
判
断
を
伴
う
法
律
問
題
を
適
切
に
処

理
す
る
た
め
の
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

５
�
著
作
権
制
度
の
整
備

デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
中
で
、
劣
化
し
な
い
違
法
な
複

製
物
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
大
規
模
に
流
通
し
、
権
利
者
に
多

大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
違
法
複
製
物
で
あ
る
こ
と
を
知

り
な
が
ら
行
う
私
的
使
用
の
た
め
の
複
製
は
権
利
制
限
規
定
か
ら
除
外

す
べ
き
で
あ
る
。

６
�
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
力
の
強
化

コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
造
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
�
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
な
ど
の
人
材
育
成
�
教
育
体
系
の
確
立
を
は
じ
め
と

す
る
教
育
基
盤
の
整
備
�
世
界
最
先
端
の
科
学
技
術
と
の
連
携
強
化
�

資
金
調
達
の
多
様
化
に
向
け
た
環
境
整
備
�
ラ
イ
ブ
を
含
め
た
コ
ン
テ

ン
ツ
産
業
集
積
の
推
進

が
重
要
で
あ
る
。

７
�
コ
ン
テ
ン
ツ
の
新
た
な
市
場
の
創
出
と
流
通
の
促
進

新
た
な
市
場
の
創
出
と
流
通
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
�
国
際
コ
ン
テ

ン
ツ
カ
ー
ニ
バ
ル
（
仮
称
）
の
推
進
や
国
際
共
同
制
作
協
定
の
締
結
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
展
開
の
推
進
�
コ
ン
テ
ン
ツ
・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
充
実
や
デ
ジ
タ
ル
・
コ
ン
テ
ン
ツ
の
流
通
環
境
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
マ
ル
チ
ユ
ー
ス
の
推
進
�
観
光
、
教
育
、
健
康
・
福
祉
等
の
新
市
場

の
創
出

が
重
要
で
あ
る
。

「
社
会
保
障
制
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進
に
関
す

る
提
言
」
公
表

―
利
用
者
の
視
点
で
利
便
性
向
上
を

日
本
経
団
連
は
３
月
２０
日
、「
社
会
保
障
制
度
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
促
進
に

関
す
る
提
言
」
を
公
表
し
、
政
府
・
与
党
な
ど
の
関
係
者
に
建
議
し
た
。

同
提
言
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
っ
て
、
年
金
・
医
療
な
ど
の
社
会
保

障
制
度
を
、
国
民
や
企
業
な
ど
の
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
利
便
性
の

高
い
も
の
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
取
り
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

現
在
、
わ
が
国
で
は
、
政
府
の
ｅ
‐
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
戦
略
等
を
通
じ
て

行
政
手
続
き
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
社
会
保
障
分
野
に
お

い
て
も
電
子
申
請
が
可
能
な
も
の
は
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
実
際

に
は
国
民
に
あ
ま
り
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
、
縦
割

り
行
政
の
下
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
行
政
側
の
論
理
で
進
め
ら
れ
、
利
用
者
の

視
点
を
欠
い
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
日
本
経
団
連
で
は
、
社
会

保
障
制
度
に
対
す
る
国
民
の
不
安
・
不
信
感
を
払
拭
し
、
持
続
可
能
性

を
高
め
る
た
め
に
も
、
利
用
者
の
視
点
に
立
っ
て
社
会
保
障
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
を
推
し
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。
提
言
で
は
、

社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
阻
害
要
因
と
し
て
、
�
行
政
内

の
情
報
連
携
不
足
�
社
会
保
障
関
係
機
関
相
互
で
情
報
連
携
す
る
仕
組

み
の
欠
如
�
国
民
へ
の
情
報
提
供
不
足

の
３
つ
を
指
摘
、
こ
れ
ら

を
解
消
す
る
た
め
の
課
題
と
し
て
、
�
行
政
内
外
の
情
報
連
携
の
改
善

�
国
民
の
不
安
を
解
消
さ
せ
る
親
切
で
わ
か
り
や
す
い
情
報
の
提
供
�

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
の
煩
雑
さ
や
過
剰
な
事
務
負
担
の
解
消
�
マ

ル
チ
チ
ャ
ネ
ル
化
の
促
進

の
４
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

こ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
よ
り
効
果
的
に
展
開
さ
れ
る
た
め
に
も
、
省
庁
横
断

的
な
仕
組
み
へ
の
改
革
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｂ
Ｐ
Ｒ
（
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ロ
セ
ス
・
リ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
）
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
今
回
提
言
し

て
い
る
の
が
「
社
会
保
障
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
と
「
社
会
保
障
個
人
勘

定
」
の
導
入
で
あ
る
。「
社
会
保
障
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
は
、
社
会
保

障
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
入
口
と
な
る
サ
イ
ト
の
こ
と
で
、
利

用
者
が
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
端
末
、
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
な
ど
の
多

様
な
手
段
を
用
い
て
こ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
１
人
ひ
と
り
に
割

り
振
ら
れ
た
「
社
会
保
障
個
人
勘
定
」
を
通
じ
て
、
社
会
保
障
に
関
す

る
情
報
提
供
を
一
元
的
に
受
け
取
る
こ
と
や
、
複
数
の
省
庁
に
関
係
す

る
手
続
き
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
処
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
仕
組
み

で
あ
る
。
ま
た
、
制
度
運
営
者
が
利
用
者
に
適
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
自
動

的
に
抽
出
し
、
そ
の
情
報
を
利
用
者
ご
と
に
提
供
す
る
な
ど
、
能
動
的

な
仕
組
み
を
持
つ
こ
と
も
想
定
し
て
い
る
。
提
言
で
は
、
さ
ら
に
国
民

１
人
ひ
と
り
に
制
度
ご
と
の
負
担
と
給
付
の
関
係
を
知
ら
せ
る
機
能
を

持
た
せ
、
こ
う
し
た
機
能
を
通
じ
て
、
国
民
が
社
会
保
障
制
度
に
親
し

み
、
制
度
に
対
す
る
信
頼
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
て
い
る
。
必
要

な
環
境
整
備
と
し
て
は
、
�
政
府
が
、
基
本
戦
略
を
策
定
し
、
基
本
骨

格
・
ス
ペ
ッ
ク
を
標
準
化
す
る
こ
と
�
い
わ
ゆ
る
社
会
保
障
番
号
の
よ

う
な
本
人
を
特
定
す
る
方
法
を
整
備
す
る
こ
と
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
番
号
の
活
用
を
含
め
、
国
民
の
理
解
に
基
づ
く
検
討
の
必
要
性

も
併
せ
て
指
摘
）
�
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
お
け
る
情
報
の
安
全
性
を

確
保
す
る
こ
と

の
３
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
環
境
整
備
に

当
た
っ
て
は
、
将
来
の
民
間
に
よ
る
活
用
や
、
税
な
ど
を
含
め
た
行
政

全
般
が
対
象
と
な
る
よ
う
拡
張
性
を
持
た
せ
る
こ
と
も
重
要
と
し
て
い

る
。具

体
的
な
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ま
ず
２
０
０
９
年
か
ら
、
社
会

的
実
験
と
し
て
、
特
定
企
業
群
を
対
象
に
し
た
「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
と
、
特
定
地
域
で
主
に
地
域
住
民
の
医
療
を
対
象
と

す
る
暫
定
的
な
「
社
会
保
障
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
並
行
し
て
導
入
す

る
。「
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
は
、
企
業
・
個
人
と
社

会
保
障
関
係
機
関
を
連
携
さ
せ
る
も
の
で
、
団
塊
の
世
代
が
今
年
か
ら

定
年
退
職
期
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
退
職
関
連
手
続

き
の
案
内
と
一
括
処
理
の
実
現
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
暫
定
的
な
「
社
会

保
障
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
は
、
自
営
業
者
を
含
む
地
域
住
民
を
対
象
に

し
た
、
市
町
村
国
保
を
中
心
と
す
る
医
療
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
、

こ
れ
に
よ
っ
て
医
療
に
関
す
る
情
報
提
供
と
手
続
き
の
処
理
が
可
能
と

な
る
。
最
終
的
に
は
、
こ
れ
ら
社
会
的
実
験
の
検
証
を
経
て
、
２
０
１

０
年
頃
を
目
途
に
両
者
を
統
合
し
、
全
国
展
開
を
図
る
と
い
っ
た
２
段

階
の
導
入
を
提
言
し
て
い
る
。

０６
年
度
「
新
卒
者
採
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
集
計
結
果
発
表

―
「
昨
年
度
に
比
べ
て
売
り
手
市
場
」
過
去

最
高
／
多
様
な
人
材
の
確
保
へ
特
徴
あ
る

採
用
形
態
・
手
法
が
定
着

日
本
経
団
連
は
４
月
２
日
、
２
０
０
６
年
度
の
「
新
卒
者
採
用
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

０６
年
度
の
就
職
・
採
用
市
場
を
売
り
手
市
場
と
評
価
す
る
企
業
が
過
去

最
高
と
な
っ
た
こ
と
や
、
多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、
特
徴
あ
る

採
用
形
態
・
手
法
が
多
く
の
企
業
で
定
着
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
わ
か

っ
た
。
同
調
査
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

■

採
用
を
実
施
し
た
企
業
・
採
用
人
数
が
増
加
し
た
企
業
と
も
に
過
去

最
高

０６
年
度
に
採
用
活
動
を
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は
９４
・
４
％
（
前
年

度
９１
・
２
％
）、
こ
の
う
ち
、
採
用
人
数
が
前
年
度
よ
り
増
加
し
た
企

業
は
５５
・
４
％
（
同
５３
・
９
％
）
と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
っ
た
。「
事

業
拡
大
に
伴
っ
て
、
人
材
を
確
保
」「
団
塊
世
代
の
退
職
に
備
え
て
、

採
用
枠
を
拡
大
」
な
ど
、
企
業
の
採
用
意
欲
は
高
ま
っ
て
い
る
も
の
の
、

採
用
予
定
数
を
１００
％
充
足
し
た
企
業
の
割
合
は
５３
・
５
％
（
同
５２
・
６

％
）
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
多
く
の
企
業
が
人
材
獲
得
に
苦
戦
し
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
０７
年
度
の
採
用
活
動
に
つ
い
て
は
、
採
用
活
動
を

実
施
予
定
で
あ
る
企
業
の
割
合
が
９０
・
５
％
（
同
８６
・
３
％
）
と
、
９

割
を
超
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
採
用
予
定
人
数
を
増
加
す
る
企
業
は

２４
・
５
％
、
０６
年
度
と
同
水
準
の
人
数
を
採
用
予
定
が
７１
・
４
％
と
な

っ
て
い
る
。

■

「
昨
年
度
に
比
べ
て
売
り
手
市
場
」
と
の
回
答
が
過
去
最
高

０６
年
度
の
就
職
・
採
用
市
場
に
対
す
る
採
用
担
当
者
の
評
価
に
つ
い

て
は
、「
昨
年
度
に
比
べ
て
売
り
手
市
場
で
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
８８
・

６
％
（
同
７４
・
８
％
）
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
内
々
定
を
出
し
た

学
生
の
辞
退
率
は
上
が
っ
て
お
り
、「
辞
退
率
０
％
」
が
７
・
８
％
（
同

１３
・
７
％
）、「
１０
％
程
度
」
が
２１
・
６
％
（
同
２７
・
６
％
）、「
２０
％
程

度
」
が
１９
・
１
％
（
同
１８
・
５
％
）、「
３０
％
程
度
」
が
２３
・
６
％
（
同

１６
・
８
％
）、「
４０
％
程
度
」
が
１６
・
７
％
（
同
１２
・
６
％
）、「
５０
％
以

上
」
が
１１
・
２
％
（
同
１０
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
採
用
内

定
者
に
対
す
る
採
用
担
当
者
の
評
価
は
、「
従
来
よ
り
良
い
人
材
が
採

用
で
き
た
」
と
の
回
答
が
２０
・
１
％
、「
従
来
と
変
わ
ら
な
か
っ
た
」

が
７１
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

■

多
様
な
人
材
を
確
保
す
る
た
め
、特
徴
あ
る
採
用
形
態
・
手
法
が
定
着

多
様
な
人
材
を
発
掘
・
確
保
す
る
た
め
に
、
多
く
の
企
業
が
特
徴
あ

る
採
用
形
態
や
手
法
を
導
入
し
、
こ
れ
ら
が
定
着
し
て
い
る
。
今
回
、

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・・
提提
案案
なな
どど

―３２―



説
明
会
・
選
考
会
を
複
数
回
実
施
し
た
企
業
の
割
合
は
９０
・
０
％
（
同

８６
・
５
％
）
に
上
り
、「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
評
価
す
る
企
業
は
９４
・

１
％
（
同
８９
・
７
％
）
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ
ン
エ
ン
ト
リ
ー
（
公
募
制
）

を
行
っ
た
企
業
の
割
合
は
８５
・
２
％
で
あ
り
、「
効
果
が
あ
っ
た
」
と

評
価
す
る
企
業
は
８５
・
５
％
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
海
外
大
学
卒
業
者
の

採
用
に
つ
い
て
は
、
採
用
を
行
っ
た
企
業
の
割
合
が
２５
・
７
％（
同
２０
・

５
％
）
と
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
通
年
採
用
を
行
っ
た
企
業
は

３８
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
「
既
に
導
入
し
て
い
る
」
が

３２
・
０
％
、「
今
年
度
か
ら
導
入
し
た
」
が
６
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、「
年
間
を
通
し
て
の
随
時
採
用
」
は
４７
・
７
％
、「
春
季
一

括
採
用
に
秋
季
採
用
を
追
加
」
し
た
企
業
は
４３
・
９
％
で
あ
り
、
通
年

採
用
を
導
入
し
て
「
効
果
が
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が
８３
・
３
％
に
上
っ

て
い
る
。
他
方
、
学
生
の
就
職
機
会
の
均
等
を
期
し
、
落
ち
着
い
て
就

職
活
動
に
臨
む
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
選
考
プ
ロ
セ
ス
を
「
事
前
に
開

示
し
た
」
企
業
は
８５
・
７
％
（
同
７９
・
７
％
）
と
８
割
を
大
き
く
上
回

り
、
実
施
企
業
の
約
半
数
（
５３
・
７
％
）
が
そ
の
効
果
を
認
め
て
い
る
。

「
学
生
に
安
心
感
を
与
え
る
と
と
も
に
、
会
社
へ
の
信
頼
性
が
高
ま
っ

た
」「
採
用
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
な
ど
の
効
果
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
最
重
視

■

最
も
重
視
す
る
要
素
は
４
年
連
続
で「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」

企
業
が
採
用
選
考
時
に
重
視
す
る
要
素
の
上
位
項
目
（
複
数
回
答
）

は
、
第
１
位
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」（
８１
・
７
％
）、
第
２
位

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
」（
５３
・
７
％
）、
第
３
位
「
協
調
性
」（
５３
・
０

％
）、
第
４
位
「
主
体
性
」（
４９
・
６
％
）、
第
５
位
「
誠
実
性
」（
３６
・

１
％
）
と
、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
を
最
も
重
視
す
る
傾
向

が
続
い
て
い
る
。

■

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度

が
普
及
・
拡
大

同
調
査
で
は
、
新
卒
者
採
用
に
関
連
す
る
事
項
と
し
て
、
就
職
に
お

け
る
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ
有
効
な
手
段
で
あ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制

度
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。

今
回
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
を
「
評
価
す
る
」
と
の
回
答
が
５

割
を
超
え
た
（
５１
・
３
％
）。
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の
協
力
要
請
に

対
し
て
は
、「
学
生
を
既
に
受
け
入
れ
て
い
る
」
は
５３
・
６
％
（
同
４４
・

４
％
）、「
学
生
を
受
け
入
れ
る
方
向
で
検
討
し
た
い
」
は
１８
・
７
％
（
同

２１
・
３
％
）
と
な
り
、
両
者
を
合
わ
せ
る
と
７
割
を
超
え
て
い
る
。

◇

◇

◇

同
調
査
は
就
職
協
定
が
廃
止
さ
れ
た
１
９
９
７
年
か
ら
、
大
学
・
短

大
等
の
新
卒
者
採
用
活
動
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
、
無
記
名
ア
ン

ケ
ー
ト
形
式
で
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の
。
今
回
の
調
査
は
、
調
査
対

象
を
日
本
経
団
連
・
東
京
経
営
者
協
会
の
会
員
企
業
か
ら
日
本
経
団
連

企
業
会
員
の
み
に
変
更
。
１
３
３
８
社
を
対
象
に
実
施
し
、
６０２
社
か
ら

回
答
を
得
た
（
有
効
回
答
率
４５
・
０
％
）。
回
答
企
業
の
内
訳
は
、
製

造
業
が
４６
・
２
％
、
非
製
造
業
が
５３
・
８
％
で
、
従
業
員
規
模
別
で
は
、

１
０
０
０
人
以
上
が
７１
・
３
％
、
１
０
０
０
人
未
満
が
２８
・
７
％
と
な

っ
て
い
る
。

提
言
「
官
民
協
力
に
よ
る
若
年
者
雇
用
対
策

の
充
実
に
つ
い
て
」
公
表

―
労
働
市
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
な
ど

を
提
案

日
本
経
団
連
（
御
手
洗
冨
士
夫
会
長
）
は
４
月
１７
日
、
意
欲
と
能
力

の
あ
る
若
年
者
の
就
労
を
促
進
し
、
日
本
経
団
連
の
ビ
ジ
ョ
ン
「
希
望

の
国
、
日
本
」
が
掲
げ
る
全
員
参
加
型
社
会
の
実
現
に
つ
な
げ
る
べ
く
、

提
言
「
官
民
協
力
に
よ
る
若
年
者
雇
用
対
策
の
充
実
に
つ
い
て
―
労
働

市
場
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
に
向
け
て
―
」
を
公
表
し
た
。
同
提
言

で
は
、
企
業
と
政
府
に
よ
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
連
携
さ
せ
て
若
年

者
雇
用
対
策
を
進
め
、
失
業
し
て
も
労
働
市
場
を
通
じ
て
新
た
な
就
労

機
会
を
得
ら
れ
る
、「
循
環
型
の
雇
用
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
を
構

築
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

同
提
言
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
企
業
の
取
組
み

ま
ず
求
め
ら
れ
る
の
は
、
企
業
の
自
主
的
な
取
組
み
で
あ
る
。
企
業

は
、
求
職
者
の
潜
在
能
力
や
適
性
な
ど
も
適
切
に
評
価
し
、
お
の
お
の

の
実
情
に
即
し
て
、
意
欲
の
あ
る
若
年
者
に
就
労
機
会
を
提
供
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
う
し
た
人
物
本
位
の
採
用
を
進
め
る
た
め
に
も
、
年
齢
等

に
偏
重
し
た
処
遇
制
度
か
ら
「
仕
事
・
役
割
・
貢
献
度
」
を
基
軸
と
し

た
処
遇
制
度
へ
の
見
直
し
や
、
い
わ
ゆ
る
正
社
員
へ
の
登
用
の
仕
組
み

の
整
備
も
選
択
肢
の
１
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
求
人

情
報
の
信
頼
性
の
確
保
も
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
企
業
は
求
職
者
の
適

性
や
能
力
を
見
極
め
る
た
め
に
、
ト
ラ
イ
ア
ル
雇
用
や
実
践
型
人
材
養

成
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
政
府
が
「
成
長
力

底
上
げ
戦
略
」
の
一
環
と
し
て
検
討
し
て
い
る
「
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
制

度
」
に
対
し
て
も
、
実
情
に
応
じ
て
、
訓
練
の
受
け
入
れ
な
ど
に
協
力

す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
へ
の
積
極
的

な
協
力
は
も
と
よ
り
、
職
業
観
醸
成
の
た
め
の
授
業
や
教
職
員
の
民
間

企
業
研
修
に
も
、
各
企
業
の
実
情
に
応
じ
て
、
前
向
き
に
協
力
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

２
�
政
府
に
よ
る
若
年
者
雇
用
対
策

�
労
働
市
場
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
見
直
し
・
機
能
強
化
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
具
体

的
に
は
、
�
年
長
フ
リ
ー
タ
ー
な
ど
対
象
者
を
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
�
学
校
卒
業
前
後
の
若
年
者
を
対
象
と
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
相

談
や
職
業
紹
介
を
受
け
ら
れ
る
拠
点
の
整
備
�
学
校
と
の
連
携
に
よ
る

進
路
指
導
な
ど
の
強
化
�
職
業
紹
介
事
業
の
民
間
開
放
の
拡
大
�
平
日

夜
間
や
日
曜
日
の
開
庁
な
ど
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

が
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
民
間
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
を
有
効
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

求
職
者
か
ら
の
手
数
料
徴
収
の
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
民
間
職
業
紹
介

機
関
の
利
用
促
進
や
、
若
年
者
雇
用
対
策
の
一
環
と
し
て
紹
介
予
定
派

遣
制
度
の
柔
軟
化
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

�
就
労
促
進
型
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築

職
業
能
力
向
上
施
策
を
労
働
市
場
に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

１
つ
と
し
て
位
置
付
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
整
備
の
た
め
に
は
、
�

公
共
職
業
訓
練
機
関
の
活
用
促
進
�
知
識
・
技
能
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅

広
い
職
業
訓
練
施
策
の
提
供
�
公
共
職
業
訓
練
機
関
の
民
間
委
託
の
拡

大
�
大
学
や
専
門
学
校
の
有
効
活
用
�
在
職
者
向
け
の
職
業
訓
練
機
会

の
確
保

が
必
要
で
あ
る
。
併
せ
て
、
雇
用
保
険
に
つ
い
て
は
、
早

期
就
職
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
働
く
よ
う
な
失
業
等
給
付
水
準
の
見

直
し
や
、
一
般
会
計
に
よ
る
雇
用
対
策
の
実
施
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

新
経
団
連
会
館
が
着
工

―
安
倍
首
相
、
石
原
都
知
事
ら
が
祝
辞

日
本
経
団
連
で
は
、
２
０
０
５
年
５
月
の
定
時
総
会
に
お
い
て
「
大

手
町
地
区
第
１
次
再
開
発
事
業
に
参
画
し
、
大
手
町
合
同
庁
舎
第
１
号

館
・
第
２
号
館
跡
地
に
、
新
経
団
連
会
館
（
仮
称
）
を
建
設
す
る
」
こ

と
を
決
定
し
、
建
設
準
備
を
進
め
て
き
た
が
、
４
月
１１
日
、
関
係
者
と

と
も
に
地
鎮
祭
と
起
工
披
露
を
開
催
し
た
。
起
工
披
露
に
は
安
倍
晋
三

内
閣
総
理
大
臣
、
石
原
慎
太
郎
東
京
都
知
事
、
中
川
秀
直
自
由
民
主
党

幹
事
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
、
祝
辞
を
述
べ
た
。

地
鎮
祭
は
移
転
先
の
合
同
庁
舎
跡
で
、
第
１
次
で
移
転
す
る
地
権
者
、

事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
（
三
菱
地
所
等
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
４
社
）、
設
計
会
社
、

施
工
会
社
の
幹
部
約
１４０
名
が
参
加
し
て
執
り
行
わ
れ
、
御
手
洗
冨
士
夫

日
本
経
団
連
会
長
、
宮
田
勇
全
国
農
業
協
同
組
合
中
央
会
（
Ｊ
Ａ
）
会

長
、
杉
田
亮
毅
日
本
経
済
新
聞
社
社
長
が
鍬
入
れ
を
行
っ
た
。
引
き
続

き
経
団
連
会
館
に
お
い
て
起
工
披
露
が
行
わ
れ
、
約
３００
名
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
御
手
洗
会
長
が
あ
い
さ
つ
し
、「
本
日
、
無
事
に
地
鎮
祭
を
執

り
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
関
係
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
る
。
日
本
経
団
連
、
Ｊ
Ａ
、
日
本
経
済
新
聞
社
の
３
地
権

者
は
、
都
市
再
生
の
国
家
的
な
意
義
に
賛
同
し
て
、
本
部
ビ
ル
の
移
転

を
決
定
し
た
。
本
日
の
起
工
式
は
第
１
次
の
起
工
式
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、
連
鎖
型
再
開
発
の
幕
開
け
で
あ
る
。
ま
さ
に
政
府
、
東
京
都
、
千

代
田
区
、
地
元
の
連
携
の
賜
物
。
設
計
会
社
、
施
工
会
社
は
、
安
全
第

一
で
、無
事
故
、無
災
害
で
素
晴
ら
し
い
ビ
ル
を
完
成
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

来
賓
の
安
倍
総
理
は
「
大
手
町
の
新
時
代
を
拓
く
再
開
発
が
ス
タ
ー

ト
す
る
。
大
手
町
１
丁
目
に
は
時
代
時
代
の
ま
さ
に
日
本
の
中
枢
が
位

置
し
て
き
た
。
日
本
経
団
連
、
Ｊ
Ａ
、
マ
ス
コ
ミ
の
果
た
す
べ
き
役
割

は
大
き
い
。
都
市
再
生
に
ふ
さ
わ
し
い
ビ
ル
が
で
き
る
」
と
祝
辞
を
述

べ
、
石
原
都
知
事
も
「
都
は
か
ね
て
国
有
地
を
東
京
の
活
力
の
維
持
、

拡
大
の
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
お
願
い
し
て
き
た
。
今
回

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
都
と
し
て
も
心
強
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。
中
川

幹
事
長
も
「
初
め
て
話
を
伺
っ
た
時
に
は
実
現
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と

思
っ
た
が
、
後
世
に
残
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

今
回
の
再
開
発
は
、
０１
年
の
緊
急
経
済
対
策
に
お
い
て
都
市
再
生
が

経
済
構
造
改
革
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
０３
年
１
月
、

大
手
町
地
区
が
「
大
手
町
合
同
庁
舎
跡
地
の
戦
略
的
活
用
に
よ
る
国
際

ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
の
再
生
」
と
し
て
、
国
の
都
市
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
も
の
。
国
有
地
を
種
地
と
し
て
、
区

画
整
理
事
業
と
法
定
再
開
発
事
業
を
組
み
合
わ
せ
た
、
わ
が
国
初
と
な

る
大
規
模
な
連
鎖
型
再
開
発
で
あ
る
。

新
会
館
は
日
比
谷
通
り
に
面
し
、
地
上
２３
階
・
地
下
４
階
建
て
で
高

さ
１２２
メ
ー
ト
ル
、
延
床
面
積
約
７
万
１
２
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
設
計

は
日
建
設
計
、
施
工
は
清
水
建
設
で
、
０９
年
３
月
末
に
竣
工
予
定
。

退
職
金
・
年
金
実
態
調
査
結
果
を
発
表

―
賃
上
げ
額
の
退
職
金
算
定
基
礎
額
へ
の
は

ね
返
り
／
「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別

建
て
」
過
去
最
高

日
本
経
団
連
は
３
月
２７
日
、
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
「
退
職
金
・
年

金
に
関
す
る
実
態
調
査
」
の
２
０
０
６
年
９
月
度
の
調
査
結
果
を
発
表

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
賃
上
げ
額
の
退
職
金
算
定
基
礎
額
へ
の
は
ね

返
り
に
つ
い
て
、「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別
建
て
」
と
し
て
い
る

企
業
が
過
去
最
高
（
６７
・
７
％
）
と
な
っ
た
ほ
か
、
２
０
１
２
年
３
月

末
に
予
定
さ
れ
て
い
る
適
格
年
金
廃
止
へ
の
対
応
で
は
４
割
弱
（
３８
・

９
％
）
の
企
業
が
「
既
に
対
応
済
み
」
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
同
調
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

１
�
標
準
者
退
職
金
―
会
社
都
合
―
（
図
表
１
参
照
）

標
準
者
（
学
校
卒
業
後
直
ち
に
入
社
し
、
標
準
的
に
昇
進
・
昇
格
し

た
者
）
の
５５
歳
に
お
け
る
退
職
金
（
会
社
都
合
）
は
、
男
性
の
管
理
・

事
務
・
技
術
労
働
者
・
大
学
卒
で
は
２
２
３
２
万
円
（
前
回
０４
年
９
月

度
調
査
２
１
５
４
万
円
）、
同
高
校
卒
で
は
２
０
６
４
万
円
（
同
１
９

５
９
万
円
）、
生
産
労
働
者
・
高
校
卒
で
は
１
８
５
６
万
円
（
同
１
８

５
３
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。

２
�
定
年
退
職
者
の
退
職
金

標
準
者
が
６０
歳
で
定
年
退
職
し
た
場
合
の
退
職
金
は
、男
性
の
管
理
・

事
務
・
技
術
労
働
者
・
大
学
卒
で
は
２
４
９
０
万
円
（
前
回
２
４
３
５

万
円
）、
同
高
校
卒
で
は
２
１
８
９
万
円
（
同
２
１
９
８
万
円
）、
生
産

労
働
者
・
高
校
卒
で
は
１
９
３
４
万
円
（
同
１
９
８
７
万
円
）
と
な
っ

て
い
る
。

３
�
賃
上
げ
額
と
退
職
金
算
定
基
礎
額
と
の
関
係
（
図
表
２
参
照
）

賃
上
げ
額
が
退
職
金
算
定
基
礎
額
に
ど
の
よ
う
に
は
ね
返
っ
て
い
る

か
を
み
る
と
、「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別
建
て
」
が
６
割
強
（
６７
・

７
％
、
前
回
５３
・
５
％
）
に
上
り
、
過
去
最
高
を
更
新
し
た
一
方
、「
賃

上
げ
額
の
一
部
が
基
礎
額
に
は
ね
返
る
」（
１５
・
４
％
、
前
回
２６
・
６

％
）
と
「
賃
上
げ
額
が
全
額
基
礎
額
に
は
ね
返
る
」（
１４
・
２
％
、
同

１５
・
４
％
）
は
減
少
し
た
。
ま
た
、「
賃
上
げ
額
と
は
関
係
な
く
別
建

て
」
と
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
、
職
能
等
級
や
勤
続
年
数
な
ど
を
点
数

に
置
き
換
え
て
退
職
金
を
算
定
す
る
「
ポ
イ
ン
ト
方
式
」
が
４
分
の
３

に
当
た
る
７５
・
０
％
（
前
回
７１
・
３
％
）
を
占
め
た
。
こ
の
ほ
か
、
賃

金
表
と
は
別
に
退
職
金
算
定
基
礎
額
表
を
設
け
る
「
別
テ
ー
ブ
ル
方

式
」
が
１６
・
３
％
（
同
２０
・
９
％
）、「
定
額
方
式
」
が
３
・
５
％
（
同

７
・
８
％
）
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

４
�
退
職
金
給
付
制
度
の
形
態

「
退
職
一
時
金
制
度
と
退
職
年
金
制
度
の
併
用
」
が
７４
・
６
％
（
前

回
７２
・
３
％
）
で
最
も
多
く
、
次
い
で
、「
退
職
年
金
制
度
の
み
」
が

１３
・
１
％
（
同
７
・
１
％
）、「
退
職
一
時
金
制
度
の
み
」
が
９
・
６
％

（
同
１３
・
５
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
退
職
年
金
制
度
の
支
払
い
準
備
形

態
に
つ
い
て
は
、「
適
格
年
金
」
が
最
も
多
く
４５
・
２
％
、
次
い
で
、「
確

定
給
付
企
業
年
金
（
基
金
型
・
規
約
型
）」が
４４
・
９
％
、「
確
定
拠
出

企
業
年
金
」
が
３０
・
４
％
、「
厚
生
年
金
基
金
」
が
１６
・
３
％
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
確
定
拠
出
年
金
と
確
定
給
付
年
金
の
両
方
の
特
徴
を

併
せ
持
つ
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ラ
ン
ス
プ
ラ
ン
（
Ｃ
Ｂ
Ｐ
）」を
導
入
し
て

い
る
企
業
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｐ
類
似
制
度
導
入
企
業
を
含
め
る
と
２４
・
０
％
に

上
っ
て
い
る
。

５
�
適
格
年
金
廃
止
へ
の

対
応
（
新
規
調
査
）

２
０
１
２
年
３
月
末
に

予
定
さ
れ
て
い
る
適
格
年

金
廃
止
に
つ
い
て
は
、「
既
に
対
応
済
み
」
が
４
割
弱
（
３８
・
９
％
）

に
上
っ
て
い
る
。
そ
の
対
応
内
容
で
は
、「
確
定
給
付
企
業
年
金
（
基

金
型
・
規
約
型
）」（
６７
・
２
％
、
複
数
回
答
）
や
「
確
定
拠
出
企
業
年

金
」（
３２
・
９
％
、
同
）
な
ど
、「
他
の
制
度
へ
移
行
済
み
」
と
の
回
答

が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
た
。
一
方
、「
ま
だ
対
応
が
済
ん
で
い
な
い
」
企

業
（
６１
・
１
％
）
の
う
ち
、「
他
の
制
度
へ
の
移
行
予
定
あ
り
」
は
５２
・

６
％
、「
未
定
」
は
４５
・
７
％
、「
制
度
廃
止
予
定
」
は
１
・
７
％
と
な

っ
て
い
る
。

◇

◇

◇

「
退
職
金
・
年
金
に
関
す
る
実
態
調
査
」
は
、
退
職
金
・
年
金
の
実

態
と
退
職
金
水
準
の
動
向
を
把
握
し
、
退
職
給
付
制
度
見
直
し
の
際
の

参
考
資
料
と
し
て
、
１
９
７
３
年
か
ら
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
も
の
。

今
回
の
２
０
０
６
年
９
月
度
調
査
は
、
日
本
経
団
連
企
業
会
員
と
東
京

経
営
者
協
会
会
員
会
社
２
０
６
６
社
を
対
象
に
実
施
、
２９４
社
か
ら
回
答

を
得
た
（
有
効
回
答
率
１４
・
２
％
）。

会
社
法
対
応
の
ひ
な
型
公
表

―
「
事
業
報
告
」
な
ど
に
４
分
類
／
新
た
な

開
示
事
項
記
載
例
も

日
本
経
団
連
の
経
済
法
規
委
員
会
企
画
部
会
（
八
丁
地
隆
部
会
長
）

は
２
月
９
日
、「
会
社
法
施
行
規
則
及
び
会
社
計
算
規
則
に
よ
る
株
式

会
社
の
各
種
書
類
の
ひ
な
型
」
を
、
日
本
経
団
連
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上

で
公
表
し
た
。
日
本
経
団
連
で
は
、
商
法
上
作
成
が
要
求
さ
れ
る
各
種

書
類
に
関
し
、
１
９
８
１
年
の
商
法
改
正
に
伴
う
法
務
省
令
に
対
応
し

て
、
い
わ
ゆ
る
「
経
団
連
ひ
な
型
」
を
公
表
し
て
以
来
、
法
改
正
を
踏

ま
え
た
改
訂
を
順
次
行
い
、
関
係
各
位
へ
の
参
考
に
供
し
て
き
た
。

昨
年
５
月
１
日
に
、
会
社
法
が
、
旧
商
法
・
有
限
会
社
法
を
全
面
改

正
す
る
も
の
と
し
て
施
行
さ
れ
、
今
年
の
株
主
総
会
か
ら
、
新
法
に
基

づ
く
事
業
報
告
等
の
書
類
の
作
成
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
を
機
に
、
関

係
各
位
か
ら
の
多
数
の
要
請
を
受
け
て
、
全
面
的
な
見
直
し
を
行
う
た

め
、
新
た
な
「
ひ
な
型
」
の
策
定
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
作

業
は
、
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
の
清
水
毅
局
付
、
小
松
岳

志
局
付
ほ
か
各
局
付
の
協
力
を
得
て
、
澤
口
実
弁
護
士
や
石

井
裕
介
弁
護
士
を
は
じ
め
と
す
る
森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務

所
の
弁
護
士
、
ま
た
、
布
施
伸
章
公
認
会
計
士
や
中
島
努
公

認
会
計
士
を
は
じ
め
と
す
る
監
査
法
人
ト
ー
マ
ツ
の
公
認
会

計
士
の
指
導
の
下
進
め
ら
れ
た
。
作
成
さ
れ
た
「
ひ
な
型
」

案
を
審
議
す
る
た
め
、
１
月
３１
日
に
は
、
経
済
法
規
委
員
会

企
画
部
会
の
会
合
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
同
部
会
、
企
業

会
計
部
会
な
ら
び
に
会
計
制
度
専
門
部
会
の
委
員
の
出
席
の

下
、
澤
口
弁
護
士
、
石
井
弁
護
士
、
布
施
公
認
会
計
士
、
中

島
公
認
会
計
士
か
ら
、「
ひ
な
型
」
案
に
つ
い
て
、
各
社
か

ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質
問
な
ど
実
務
上
の
関
心
事
項
を
中

心
に
解
説
を
受
け
た
後
、
質
疑
応
答
・
審
議
を
行
っ
た
。
そ

の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
各
社
の
株
主
総
会
が
集
中
す
る
６

月
に
向
け
た
実
務
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、
関
係
者
と
の
調

整
、
修
文
を
行
い
、
２
月
９
日
の
公
表
に
至
っ
た
。

同
「
ひ
な
型
」
は
、
大
き
く
分
け
て
、
�
事
業
報
告
�
計

算
書
類
等
�
株
主
総
会
参
考
書
類
等
�
監
査
報
告

に
分

類
さ
れ
る
。
計
算
書
類
等
は
、
単
体
・
連
結
お
の
お
の
の
貸

借
対
照
表
・
損
益
計
算
書
・
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書
・
注

記
表
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
附
属
明
細
書
、
な
ら
び
に
決
算
公

告
要
旨
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
株
主
総
会
参
考
書
類
等
に

つ
い
て
は
、
他
に
招
集
通
知
、
議
決
権
行
使
書
面
の
ひ
な
型

も
掲
載
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
書
類
を
網
羅
し
た
ひ
な
型
は
他

の
類
例
を
見
な
い
も
の
で
あ
る
。
会
社
法
で
は
、
大
幅
な
規

制
緩
和
が
図
ら
れ
る
一
方
で
、
情
報
開
示
の
面
で
規
律
の
強

化
が
図
ら
れ
て
い
る
。
同
「
ひ
な
型
」
は
こ
れ
に
対
応
し
、

社
外
取
締
役
・
社
外
監
査
役
に
関
す
る
開
示
な
ど
、
新
た
に

設
け
ら
れ
た
開
示
事
項
の
記
載
例
を
紹
介
し
て
い
る
。
各
社

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に
応
じ
て
、
同
「
ひ
な
型
」
を
参
考

資
料
の
ひ
と
つ
と
し
て
活
用
し
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
た
適

切
な
開
示
に
よ
っ
て
株
主
・
債
権
者
へ
の
説
明
責
任
を
果
た

し
、
企
業
価
値
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

―３３―
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第
二
十
八
次

小
笠
原
「
き
づ
き
・

ふ
り
か
え
り
」
洋
上
研
修
の
参
加
者
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

今
年
で
二
十
八
回
目
を
迎
え
、
歴
史

あ
る
こ
の
研
修
は
、
一
貫
し
て
職
場
リ

ー
ダ
ー
育
成
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
人

材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
て
お
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
中
心
の
体
験
・
自
己

参
画
型
と
い
う
研
修
で
す
。

全
国
で
も
稀
な
六
カ
月
と
い
う
長
期

人
材
育
成
研
修
と
し
て
定
着
し
て
お
り

参
加
企
業
も
過
去
約
一
五
五
社
、
参
加

者
は
約
一
、
八
八
〇
名
以
上
を
数
え
る

実
績
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
研
修
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
を
通
信
教
育

や
事
前
研
修
で
学
び
、
さ
ら
に
真
の
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
な
ど
を
小
笠
原
と
い
う
非
日

常
空
間
で
体
験
的
に
学
習
し
ま
す
。
異

業
種
や
他
企
業
研
修
生
と
の
相
互
啓
発

に
よ
り
、
〝
変
革
の
時
代
〞
に
不
可
欠

な
発
想
の
転
換
や
マ
ン
ネ
リ
の
打
破
に

つ
な
が
る
〝
自
己
革
新
〞
を
始
動
す
る

き
っ
か
け
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
信

頼
さ
れ
る
職
場
リ
ー
ダ
ー
」
形
成
へ
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
る
自
己
開
発
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。

次
代
を
担
う
「
人
材
」
の
育
成
は
、

企
業
が
抱
え
る
共
通
の
課
題
と
と
も
に

必
要
不
可
欠
な
要
素
だ
と
考
え
ま
す
。

本
研
修
の
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
、

参
加
者
の
派
遣
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。洋

上
研
修
に
関
す
る
お
問
合
せ
は
、

左
記
に
お
願
い
し
ま
す
。

☆
問
合
せ
先

電
話

〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

担
当

宮
田
、
町
田

当
会
主
催
の
実
業
団
剣
道
大
会
を
左

記
に
よ
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

こ
の
剣
道
大
会
は
、
会
員
企
業

の
体
育
・
文
化
活
動
の
支
援
を
目

的
と
し
て
昭
和
四
十
五
年
に
第
一

回
大
会
を
開
催
し
、
回
を
重
ね
ま

し
て
今
年
が
第
三
十
五
回
目
と
な

る
歴
史
あ
る
大
会
で
す
。
現
在
は

会
員
企
業
の
み
な
ら
ず
、
地
域
を

問
わ
ず
企
業
・
団
体
に
属
す
る
社

会
人
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
る
大
会
と
い
た
し
て
お
り
ま

す
。つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
の
稽
古

の
成
果
を
発
揮
す
る
場
と
い
た
し

ま
し
て
、
多
く
の
企
業
・
選
手
の

出
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

主
催

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

後
援

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟

株
式
会
社

埼
玉
新
聞
社

主
管

財
団
法
人

埼
玉
県
剣
道
連
盟
北
本
支
部

【
開
催
要
項
】

一
、
日
時

平
成
十
九
年
七
月
一
日
�

午
前
九
時
開
会

二
、
会
場

北
本
市
『
解
脱
錬
心
舘
』

（
げ
だ
つ
れ
ん
し
ん
か
ん
）

所
在
地
�
北
本
市
中
央
一
―
一
二
三

三
、
参
加
資
格

企
業
の
社
員
（
男
女
、

年
齢
、
会
員
非
会
員
、
埼
玉
県
内
外

不
問
）

四
、
参
加
費

団
体
戦

一
社
一
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

六
、
〇
〇
〇
円

一
社
二
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

八
、
〇
〇
〇
円

一
社
三
チ
ー
ム
参
加
の
場
合

一
〇
、
〇
〇
〇
円

個
人
戦

一
名
に
つ
き

一
、
〇
〇
〇
円

※
但
し
、
団
体
戦
出
場
者
は
、
個
人

戦
の
参
加
費
は
無
料
と
い
た
し
ま

す
。

〔
申
込
方
法
、
お
問
合
せ
先
〕

社
団
法
人

埼
玉
県
経
営
者
協
会

〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

担
当
�
宮
田
、
町
田

第２８次

次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次
世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世世
代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
をををををををををををををををををををををををををををををををををををを
担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担担
うううううううううううううううううううううううううううううううううううう
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材
のののののののののののののののののののののののののののののののののののの
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成

小
笠
原
洋
上
研
修
参
加
者
募
集

広広
くく
県県
内内
外外
かか
らら
参参
加加
者者
募募
集集

第
３５
回

埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

☆
全
研
修
日
程

二
〇
〇
七
年
六
月
〜
十
一
月

◆
事
前
研
修

第
一
回
�
七
月
二
十
五
日
�

第
二
回
�
八
月
二
十
九
日
�

第
三
回
�
九
月
二
十
日
�

◆
洋
上
・
島
内
研
修

十
月
四
日
�
〜
九
日
�

◆
フ
ォ
ロ
ー
研
修

十
一
月
二
日
�

◆
通
信
教
育

六
月
〜
九
月

☆
定

員

六
十
名

☆
対

象

職
場
リ
ー
ダ
ー
、
リ
ー
ダ
ー
候
補

☆
使
用
客
船

お
が
さ
わ
ら
丸
（
六
、
七
〇
〇
ト
ン
）

☆
参

加

費

一
名

一
八
三
、
〇
〇
〇
円

洋上研修団集合写真 父島出航日

剣道大会の熱戦の模様

―３４―
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三
月
一
六
日
〜
五
月
一
五
日

◆
三
・
一
九

経
営
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
三
・
二
三

労
務
管
理
講
座
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
四
・
四

新
入
社
員
研
修
（
パ
レ
ス
ホ

テ
ル
大
宮
）

◆
四
・
一
八

会
計
監
査
（
事
務
局
会
議

室
）

◆
四
・
二
〇

正
・
副
会
長
会
議
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）、
理
事
会
（
同
上
）

◆
五
・
一
〇

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ

ル
大
宮
）

第
一
〇
〇
回
記
念
日
本
経
団
連

「
労
働
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

期
日

６
月
７
日
�
１０
時
〜
８
日
�

１６
時

会
場

ホ
テ
ル
ラ
フ
ォ
ー
レ
東
京

内
容講

演
「
近
年
の
労
働
立
法
・
改
正
の
変
遷
」

上
智
大
名
誉
教
授

山
口
浩
一
郎
氏

報
告
�

「
直
近
の
労
働
法
改
正
の
全
体
像
」

弁
護
士
和
田
一
郎
氏

パ
ネ
ル
討
議

「『
労
働
国
会
』
そ
の
後
の
展
望
」

大
学
教
授
、
弁
護
士
六
氏

報
告
�

「
法
改
正
と
労
働
時
間
管
理
」

弁
護
士
木
下
潮
音
氏

報
告
�

「
健
康
確
保
と
労
働
時
間
管
理
」

弁
護
士
山
崎
隆
氏

質
疑
・
討
論

会
費

一
名
様
五
五
〇
〇
〇
円

問
い
合
わ
せ

本
会
ま
た
は
日
本
経
団
連
事
業
本
部

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
３
‐
５
２
０
４
‐
１
９
１
９
）

埼
玉
音
協
主
催
の
「
立
川
談
春
独
演

会
」
が
三
月
十
五
日
�
、
午
後
六
時
半

よ
り
埼
玉
会
館
小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
�
写
真
。
埼
玉
音
協
で
初
公
演
と
な

る
立
川
談
春
独
演
会
に
は
、
公
演
を
楽

し
み
に
し
て
い
た
常
連
さ
ん
や
、
初
め

て
落
語
を
聴
く
と
い
う
方
も
含
め
て
、

約
四
百
名
が
来
場
し
た
。

公
演
は
前
座
と
し
て
、
談
春
師
匠
の

弟
子
、
立
川
こ
は
る
が
『
道
灌
』
を
披

露
。
そ
の
後
談
春
師
匠
は
、『
包
丁
』

と
、
中
入
り
を
は
さ
ん
で
『
妾
馬
』
の

二
本
を
熱
演
。
そ
の
噺
の
巧
み
さ
に
、

会
場
中
が
引
き
込
ま
れ
、
お
客
様
が
一

斉
に
笑
い
、
息
を
呑
む
な
ど
の
仕
草
が

覗
え
た
。
思
わ
ず
噺
の
世
界
に
引
き
ず

り
込
ま
れ
た
場
内
か
ら
は
、
割
れ
ん
ば

か
り
の
拍
手
が
起
こ
り
終
演
し
た
。
演

目
終
了
後
、
談
春
師
匠
は
「
埼
玉
出
身

の
私
が
、
実
は
埼
玉
で
の
独
演
会
は
初

め
て
。
今
日
は
客
席
の
反
応
が
良
く
、

気
持
ち
が
い
い
。
落
語
に
は
あ
ま
り
興

味
が
な
い
と
言
う
方
も
い
る
が
、
と
に

か
く
色
々
な
落
語
家
の
噺
を
沢
山
聴
い

て
み
て
欲
し
い
。
一
人
は
気
の
合
う
落

語
家
に
出
会
え
る
は
ず
」
と
語
っ
た
。

来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
自
由
意
見
で

は
「
噺
が
上
手
く
て
驚
い
た
」
や
「
い

つ
の
間
に
か
引
き
込
ま
れ
て
い
た
」「
落

語
は
面
白
い
と
知
っ
た
」
な
ど
、
ま
た

公
演
を
開
催
し
て
欲
し
い
と
い
う
お
声

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

埼
玉
音
協
で
は
立
川
談
春
さ
ん
を
含

め
、
引
き
続
き
落
語
の
公
演
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
日
本
古
来
の
落
語
は
、

笑
い
と
涙
を
兼
ね
備
え
た
�
エ
ン
タ
テ

イ
ン
メ
ン
ト
の
芸
�
だ
と
思
い
ま
す
。

公
演
日
が
決
ま
り
次
第
、
会
報
や
お
ん

き
ょ
う
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
の
で
、
次
回
の
ご
来
場
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

暖
冬
で
桜
の
開
花
に
異
変
が
生
じ
、
今

年
も
様
々
な
話
題
を
提
供
し
て
く
れ
た
。

桜
の
開
花
を
待
っ
て
い
た
よ
う
に
、
今

年
も
各
社
に
新
入
社
員
が
入
り

研
修
も
実
施
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
研
修
を
受
講

で
き
る
新
入
社
員
は
全
体
の
何

％
で
あ
ろ
う
。「
僅
か
」
と
も

言
わ
れ
て
い
る
が
、
果
た
し
て

企
業
に
「
感
謝
」
を
感
じ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

学
生
か
ら
企
業
人
へ
と
大
き

な
過
渡
期
を
迎
え
て
、
研
修
受

講
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と

の
重
要
性
を
素
直
に
受
け
止
め

て
く
れ
た
人
は
、
何
％
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
か
。

今
年
の
研
修
で
は
特
に
外
国

人
の
社
員
の
参
加
が
目
立
っ
た
。

日
本
に
来
て
３
〜
４
年
と
短

い
期
間
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

語
の
理
解
力
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
受
講

態
度
や
積
極
性
も
あ
り
、「
日
本
企
業
で

数
年
間
勉
強
し
て
、
母
国
の
た
め
に
将
来

は
戻
り
頑
張
り
た
い
」
と
実
に
真
剣
で
あ

っ
た
。

「
こ
れ
で
は
ウ
カ
ウ
カ
し
て
ら
れ
な
い

ぞ
！
」
と
も
言
い
た
く
な
る
。

教
室
内
で
は
暑
く
と
も
ス
ー
ツ
を
キ
チ

ン
と
着
て
、「
何
か
を
一
つ
で
も
多
く
得

て
や
ろ
う
」
と
す
る
姿
勢
に
は
、
驚
き
す

ら
感
じ
た
。

「
格
差
社
会
」
が
今
、
日
本
で
は
話
題

に
な
っ
て
い
る
が
、
彼
等
に
は
格
差
を
超

越
し
た
根
性
を
見
せ
付
け
ら
れ
た
。

「
企
業
は
人
な
り
」
と
以
前
か
ら
言
わ

れ
て
い
る
が
、
マ
ナ
ー
の
研
修
す
ら
受
講

し
た
こ
と
の
無
い
人
が
１５
％
居
る
と
の
調

査
結
果
を
見
た
こ
と
が
あ
る
。

最
近
、
某
企
業
の
研
修
を
係
長
以
下
パ

ー
ト
ま
で
含
め
て
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
が
、

１
０
０
％
が
研
修
受
講
は
初
め
て
の
経
験

者
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
受
講
態
度
や
感
想

文
な
ど
か
ら
、「
研
修
受
講
願

望
」
に
潜
在
的
意
識
を
持
っ
て

い
た
の
で
は
と
痛
切
に
思
わ
れ

た
。
何
故
な
ら
ば
、
感
想
文
の

提
出
期
限
を
厳
守
し
た
人
が
９７

％
で
、
そ
の
内
容
は
素
直
で
真

剣
で
、
自
分
を
今
後
磨
い
て
い

き
た
い
な
ど
が
大
半
で
あ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

「
人
材
育
成
」
に
力
を
入
れ

な
い
企
業
は
、
今
後
は
「
人
も

企
業
も
淘
汰
さ
れ
る
」
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

「
淘
汰
」
に
は
危
機
感
が
存

在
し
、
社
員
が
そ
れ
ら
を
自
覚

し
て
企
業
成
長
も
あ
る
の
だ
と
思
わ
れ
て

な
ら
な
い
。

因
み
に
、
今
年
の
新
入
社
員
の
ニ
ッ
ク

ネ
ー
ム
は
、「
デ
イ
ト
レ
ー
ダ
ー
型
」（
社

会
経
済
生
産
性
本
部
）
で
あ
る
。

そ
の
意
味
は
、「
会
社
と
共
に
育
と
う

と
は
考
え
ず
、
常
に
良
い
仕
事
を
求
め
て

転
職
を
も
く
ろ
む
傾
向
が
、
ネ
ッ
ト
を
駆

使
す
る
個
人
投
資
家
の
意
識
に
近
い
」
と

い
っ
て
い
る
。

事
業
だ
よ
り

第１５７回
企業存続の岐路はここに

エッセイスト 和 宮 英 之

埼埼
玉玉
音音
協協
初初
公公
演演
のの

立立
川川
談談
春春
独独
演演
会会
にに
絶絶
賛賛

平
成
十
九
年
三
月
十
五
日

立
川
談
春
独
演
会
演
目

一
、
道
灌

こ
は
る

一
、
包
丁

談

春

中
入
り

一
、
妾
馬

談

春
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★
人
事
・
労
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

６
月
５
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

こ
う
す
れ
ば
採
れ
る
・
残
る
・
若
年

社
員
採
用
＆
定
着
ノ
ウ
ハ
ウ

講
師

�
ロ
ー
ラ
ム
代
表
取
締
役
・
キ
ャ

リ
ア
フ
ァ
ー
ム
主
宰

佐
々
木
徹
氏

★
第
５５
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

日
時

６
月
６
日
�
９
時
３０
分

会
場

東
京
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
１８
Ｈ
ス

ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

★
経
営
実
務
セ
ミ
ナ
ー

日
時

６
月
１３
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

従
業
員
の
自
動
車
事
故
に
よ
る
企

業
の
賠
償
問
題
と
対
策

講
師

弁
護
士

青
木

孝
氏

★
経
営
セ
ミ
ナ
ー

日
時

７
月
４
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０４
研
修
室

内
容

健
全
取
引
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
基
本

講
師

西
川
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
事
務

所
代
表

西
川
隆
規
氏

★
平
成
１９
年
度
ド
バ
イ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー

ル
社
会
経
済
視
察

日
時

７
月
７
日
�
〜
１５
日
�
６
泊
９
日

視
察
先

ナ
キ
ー
ル
社
、
天
然
ガ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
、

地
下
鉄
・
ト
ン
ネ
ル
建
設
事
業
現

場
、
Ｂ
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｈ
、
ホ
ン
ダ
他

★
第
２５
期
担
当
者
養
成
講
座
第
４
講

日
時

７
月
５
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

人
事
・
労
務
・
総
務
・
庶
務
・
現

場
管
理
部
門
に
必
要
な
労
働
法
・

労
務
管
理
の
基
本
知
識
パ
ー
ト
�

講
師

弁
護
士

新

弘
江
氏

★
同
右
第
５
講

日
時

７
月
１１
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

す
ぐ
役
立
つ
社
会
保
険
の
実
務
パ

ー
ト
�

講
師

社
会
保
険
労
務
士

佐
藤
素
彦
氏

★
同
右
第
６
講

日
時

７
月
１８
日
�
１３
時
１０
分
〜
１６
時
４５

分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０１
研
修
室

内
容

す
ぐ
役
立
つ
労
働
保
険
の
実
務
パ

ー
ト
	

講
師

社
会
保
険
労
務
士

佐
藤
基
彦
氏

★
第
３５
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

日
時

７
月
１
日
�
９
時
〜

会
場

北
本
市
解
脱
錬
心
舘

内
容

個
人
戦
（
男
女
別
）、
団
体
戦

審
判

財
埼
玉
県
剣
道
連
盟
及
び
同
北
部

支
部

★
第
２８
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
１
回
集
合

研
修

日
時

７
月
２５
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
同
右
第
２
回
集
合
研
修

日
時

８
月
２９
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６
研
修
室

★
同
右
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
２０
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２
研
修
室

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

梶
原
工
業
�
東
京
工
場

代
表
取
締
役
専
務

梶
原

靖
友

越
谷
市
増
森
工
業
団
地

電
話
〇
四
八
―
九
六
二
―
八
八
八
一

（
資
）
九
千
六
百
万
円

（
従
）
一
二
〇
名

食
品
加
工
機
械
の
製
造

�
埼
玉
り
そ
な
産
業
協
力
財
団

副
理
事
長

依
田

英
男

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
二
―
九
―
一

五電
話
〇
四
八
―
八
二
四
―
一
四
七
五

（
基
金
）
三
億
円

（
従
）
一
五
名

経
営
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

〈
代
表
者
変
更
〉

新
日
本
無
線
�
川
越
製
作
所

取
締
役
人
事
本
部
長

大
副

和
夫
（
旧

富
樫
誠
太
郎
）

本
田
技
研
工
業
�
埼
玉
製
作
所

執
行
役
員
埼
玉
製
作
所
長

山
本

卓
志
（
旧

小
鷲

照
雄
）

�
さ
い
た
ま
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

代
表
取
締
役
社
長

大
澤

文
徳
（
旧

根
生

雄
勝
）

本
庄
ガ
ス
�

代
表
取
締
役
社
長

山
口

松
郎
（
旧

清
水

慎
一
）

〈
社
名
変
更
〉

�
Ｌ
Ｇ
ホ
ー
ム

（
旧



ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス
）

〈
住
所
変
更
〉

�
ガ
ー
デ
ン
ハ
ウ
ス

越
谷
市
南
荻
島
一
〇
四
九
―
五

Ｌ
Ｇ
ビ
ル
１
Ｆ

（
旧

越
谷
市
南
荻
島
一
〇
四
九
―

六
）

野
村
證
券
�
さ
い
た
ま
支
店

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
大
門
町
三
―
七
一

―
二

（
旧

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
二

―
一
五
五
）

住
協
建
設
�

狭
山
市
狭
山
台
四
―
二
七
―
三
八

（
旧

狭
山
市
富
士
見
一
―
二
二
―

二
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/

会員の動き 告 知 版

埼
経
協
ニ
ュ
ー
ス
三
三
八
号

２
０
０
７
年
５
月
１０
日
発
行

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
‐七
‐五
‐八
七

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
九
階

発
行
所
�
埼
玉
県
経
営
者
協
会

発
行
人

野
上
武
利

編
集
人

野
口
寛
治

電
話
〇
四
八
‐
六
四
七
‐
四
一
〇
〇

印
刷
所

望
月
印
刷
株
式
会
社

さ
い
た
ま
市
中
央
区
円
阿
弥
五
‐
八
‐
三
六

埼
玉
音
協

加加藤藤登登紀紀子子ココンンササーートト22000077
野ばらの夢“シャントゥーズ�”

平成19年7月14日� 17 : 00開場 １7 : 30開演

�会場／川口リリア・メインホール
�会費／Ｓ席6,100円（一般６，５００円を）（全席指定・税込）

10th anniversary 東儀 秀樹
「TOGI＋BAO」全国ツアー2007

平成19年7月7日� 16 : 30開場 17 : 00開演

�会場／大宮ソニックシティ・大ホール
�会費／Ｓ席6,500円（一般７，０００円を）（全席指定・税込） ＊未就学児のご入場はご遠慮下さい。

＊未就学児のご入場は
ご遠慮下さい。
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